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第一話　夏休みのミサイル娘





　　　　　　　　　　１



「ネットアイドルになるわ！」

　ついに始まった。

　あきらはベランダからぼくの部屋にはいってくるやいなや、ベッドの上に飛び乗って仁王立ちになり、目を爛らん々らんと輝かせて、そう宣言した。

　ぼくは勉強机の椅い子すに腰掛け、読みかけの小説をぽとりと落とし、自信満々の笑顔で胸を張るあきらを見て、思いっ切り嫌な顔をした。

　いつもは動きやすいように縛っている艶つやのある長い黒髪を、さらりとストレートにしている。つるりとした白い肌、大きな猫みたいな瞳、ぷっくりした桃色の唇くちびる、凛りんとした張りのある声。

　性格さえ除けば、確かにアイドルに見えないこともない。赤いＴシャツにジーンズというラフな衣装でも、十分輝いて見える。

　でも、なんでネットアイドル？

「いいわね、まこと！　あたしは今からネットアイドルよ！　あなたは、あたしのマネージャー！」

「い、意味わかってるの？」

「あたしのこの美び貌ぼうを見なさい！　インターネットで、世界中にあたしの魅力を発信するの！　こんな美少女、世界中の男子が放っておくはずがないでしょ！」

　すくなくとも、ぼくは放っておきたいと思った。

　あきらはいつも、思い立ったら凄すさまじい。

　この一五年間、ぼくはずっと振り回され続けていた。

　それがいつから始まったのかは定かではない。ひとりっ子のあきらは、隣に住んでいた同い年のぼくのことを、ペットの犬かなにかと勘違いしているのかも知れない。

　小学五年生のときなんて、歩いて日本を縦断するといって連れ出され、道に迷った挙句お金がなくて餓が死し寸前まで行き、東京から出発して盛もり岡おかに入ったところで警察に保護された。この時は、本当に死ぬかと思った。

　その次の夏は、ヒーローものの主人公に憧れて、ぼくに衣装を作らせた。お蔭で、男子なのにやたら裁さい縫ほうが巧うまくなった。

　中学一年の時は、突然ドイツ語が喋しやべりたいといいはじめ、ラジオ講座で猛勉強して喋れるようになると、ぼくの年の離れたお姉ちゃんを説得してドイツに旅立った。もちろんぼくも拉ら致ちされた。でもあきらは水があわなかったらしくて猛烈に腹を壊し、それがトラウマになったのか、それ以来ドイツ語はペラペラなのに、ドイツ人を見ると下痢をしてしまうという不条理な身体からだになった。

　昨年はいきなり強くなりたいといいだして空手の道場に通いだし、当然のようにぼくも連れていかれた。練習の相手にされたぼくは、毎日ボコボコにされた。どんどん上達したあきらは、黒帯を取ったのにあっさりやめてしまった。飽きたらしい。

　それらはすべて、夏休みのことだった。

　あきらは毎年夏休みになると、無む闇やみに行動的になる。そして夏休みが終わると、あっさり飽きる。

　強烈に熱しやすく、醒さめやすい。それがあきらだった。本人は否定しているけど。

　今年も、内心覚悟だけはしていた。

　ネットアイドル。

　つまり、インターネットの中のアイドルっていうことだろう。

　いつもの精神と肉体を酷使する無茶無理無謀な暴走行為に比べれば、たいしたことがないように思える。

　嫌な予感はプンプンするのだけれど。

「ちょっと、なに可愛い顔してるのよ。話聞いてる？」

　精一杯否定的な顔をしているつもりなのに。ぼくは力一杯ため息をついた。

「……で、どこでそんなネタ仕入れてきたの？　ネットアイドルになるって、どうするつもり？　よくわかんないんだけど」

「今はインターネットの時代よ！　有益な情報からゴミみたいな情報まで、様々なものがネットの世界にはあるの。アイドルも、これからはインターネットの時代なの！　お手軽だし、セルフプロデュースできるし、やりたい放題。さあ、あたしの魅力を知り尽くしてるあなたが、ホームページを作るのよ！　夏は短いわよ！　とっとと作りなさい、まこと！　さあ早くー！」

　あきらはベッドから飛び降りると、素早くぼくの背後に回ってヘッドロックをかける。あきらはいつも、ぼくに手加減しない。

「むぐぐぐぐぐ！　ぐ、ぐるちい……」

　結局、ぼくは逆らえないのだ。

　いつものように、ぼくはあきらのいいなりになる。

　そんなに嫌でもないんだけど。



　　　　　　　　　　２



　ぼくとあきらは、ものごころつく前から友達だった。いわゆる幼おさな馴な染じみというやつである。

　家が隣で、両親も仲が良い。しかもぼくの部屋にあるベランダと、あきらの部屋の窓は近接していて、いつもあきらはそこから飛び移ってぼくの部屋にやってくる。ぼくにはプライベートなんてないも同然だった。



    

  
    
      



    

  
    
      　ぼくの名前は西にし島じままこと。一二月生まれの一五歳。高校一年生。

　身長は、あきらより五センチ低い一五七センチ。高校生になったのに、いまだに小学生と間違われるくらいの童顔。下手すると、性別すら間違えられる。

　中学生になった時、男らしくなろうと髪の毛を五分刈りにしたことがあったが、あまりにも似合わなかったせいか、伸びるまでずっとあきらは不機嫌だった。それ以来ぼくの髪の毛は、あきらの指示による少し長めの髪型になった。

　学校の成績は、あきらよりちょっとだけ良くて中の上。体育よりは読書が好きという、インドア派の男子だ。友達は、……あんまりいない。

　さっきまであんなに熱く語っていたのに、なにごともなかったかのようにぼくのベッドでマンガを読んでいるのは、七月生まれのミサイルみたいな女の子、安良城あらきあきら。

　小学校、中学校と、常に自分中心に生きてきた豪快な女の子だ。勉強よりはスポーツが好きだけど、ひとつのことにのめり込むことはない。姉さん肌で、後輩の女子にも人気がある。身だしなみはキチンとしていて、見た目にはかなり可愛い。男子にも女子にも、友達は多い。

　今年の春、家から自転車で通える都立高校に入学して、しばらくはいろいろとイベントがあって、あきらはとても忙しそうにしていた。クラスが違っていたので、ぼくにとっては平安の時であった。

　新しい学校、新しい教室、新しい友達。箱はこ根ねへの遠足、体育祭、中間テストに期末テスト。クラスは違うのに、あきらの噂は自然にぼくの耳に届いていた。学級委員になり、クラスを仕切り、体育祭でもいちばんを目指し、有言実行でその地位を確立したようだ。

　高校では、必ず部活動に席をおかなくてはいけなかった。ぼくは数少ない友達に誘われて、サブカルチャー研究部という、去年できたばかりで部員も九人しかいない、ちょっとひとにはいえないような微妙なところに入部した。あきらは、いくつかの運動部をかけもちしているようだ。

　ぼくとあきらの共通の友達はいない。あきらの友達は、ぼくから見るとちょっと近寄りがたい。逆にぼくの数少ない友達は、あきらが苦手のようだった。

　中学校までは、クラスが違ってもあきらはぼくの教室に頻繁にやってきて、宿題を写したり、教科書を借りたり、いっしょにお弁当を食べたりしたけど、高校に入ってからは、そういうことがなくなった。いっしょに登校はしているけど、帰りはバラバラだった。

　少し寂しかったのは確かだ。あきらが、ぼくから離れていってしまったような気がしていた。

　でも、やっぱりあきらは変わってなかった。

　今日から夏休み。

　それは、あきらが遠慮なく暴走できる季節だ。不運なことに、時間はたっぷりある。



　机の上には、デスクトップのパソコンと液晶モニタがある。お姉ちゃんのお古だが、ぼくにはこれでちょうどいい。

　あきらにいわれて、久しぶりにパソコンの電源を入れ、インターネットブラウザを起動させた。あきらのマネージャーとして、ホームページを作らなくてはいけない。

　有名な検索サイトに行って、『ホームページの作り方』と入れて検索ボタンを押す。企業向けのものから、やさしい初心者用のものまで、たくさんのホームページが紹介された。

　ぼくはその中から適当に選び、さっきから熱心に読んでいる。

「どう、まこと？　ホームページ、マスターした？」

「うーん。ホームページっていうか、覚えなくちゃいけないのは、ＨＴＭＬっていう言語みたい。この記号でホームページを作るんだって。なんかソフトとかもあるみたいだけど、お小遣いじゃ買えないよ。なくても作れるみたいだけど」

「なんでもいいから作ってよ。急いで、マネージャー。ハリーハリー！」

　クーラーの効いた幼おさな馴な染じみの部屋で、ラフな姿であおむけに寝そべってマンガを読んでいる女の子のどこがアイドルだ、とか思ったけど口には出さない。

　実際のアイドルも、こんなものかも知れないし。可愛さだけなら、テレビの中のアイドルに遜そん色しよくないと思うし。

「そんなに簡単にはできないよ。Ｗｅｂサーバっていうところに、ＨＴＭＬのファイルを置くんだって。……んー、やっぱお姉ちゃんに訊きかないとわかんないよ。ぼくよりは詳しいはずだし」

「なんでもひとに頼らない！　頑張れまこと！　あたしは信じている。応援しているぞ！」

　マンガに視線を釘くぎづけにしたままでそんなこといわれても、ちっとも説得力がない。

　あきらがネットアイドルになりたいだなんていい始めたのは、この前の誕生日にノートパソコンを買ってもらったことに起因しているに違いない。

　光ファイバーなんて近未来的な響きのする回線を引き、インターネットに接続した。それが、試験休みのころ。ぼくたちの通う学校は、期末テストの後、五日間試験休みになるのだ。

　その間、ずっと引き籠こもりのようになってインターネットに熱中し、辿たどり着いたのがインターネットアイドルなのだろう。

　ネットアイドルについて、ちょっと調べてみた。

　ホームページを開設し、自分の写真や日記を公開して人気を集めるひとたちのことを、ネットアイドルというらしい。

　一日当たり一○○人以上の閲覧者があれば、ネットアイドルとして認められるようだ。この閲覧者数のことをアクセス数といい、かなり重要視する。

　テレビの中のアイドルとは違い、オーディションもなければ事務所に所属することもなく、勝手に名乗ってしまえばもうネットアイドルなのだそうだ。中には、これをきっかけに芸能界を狙ねらっているひともいるみたいだけど。

　人気が出ると、ファンクラブとかもできちゃうみたいだ。このへんは、テレビの中のアイドルと同じだ。

　確かにお手軽だし、校則にも反していないと思う。

　ちなみにあきらの最新型のノートパソコンは、買ってからまだそんなに経ってないのに、ウィルスが侵入して壊れてしまい、きのう修理に出したそうだ。あきらのことだから、きっと危険なホームページに行きまくったに違いない。インターネットの世界は、そういう悪意あるホームページもたくさんあるのだ。

　それにしても、ホームページを作るのはなかなか難しい。なにをどうしていいのか、よくわからない。

　エディターというやつでＨＴＭＬを書くらしいのだが、どうやれば世界に発信できるのかが理解できない。ＨＴＴＰとかＦＴＰとかＣＧＩとかＳＳＩとか、よくわからないアルファベットが色々出てきた。

　ぼくの数少ない友達の中で、こういうことに詳しそうなのはひとりだけいた。でも残念ながらあきらが嫌っているので、助けを求めることはできない。

　やっぱり本でも買った方がいいのではないかと思い、インターネットの本屋さんに行ってみる。

　検索してみると、たくさん出てきた。本は大好きだけど、インターネットで眺めていてもあんまり楽しくない。実際に手に取ってみないと、どんな本であるか予想ができない。

「こらー！　まこと！　なにさぼってるのよあんたはー」

「うわっ！」

　あきらがいつの間にかぼくの背後に立っていて、モニタを睨にらんでいた。

「なーんだ。エロサイトでも見てるのかと思った」

「な、なんだよそれ。……参考になる本でもないかな、って思って見てたんだよ」

「ふーん。あ、なにそれ」

　そこには、『最強のネットアイドルになる方法』という名の書籍が紹介されていた。

「あ、これいいかもね。本屋に行って立ち読みしてこようか」

「ばーか。こんなの読んだって、一般的で通俗的なことしか書いてないわよ。あたしはオリジナリティで勝負するの！　そんなハウトゥー本なんていらないわ！」

「そうはいうけど、作るのぼくなんだし……」

「最初に固定概念を埋め込むのがいちばんよくないの！　独創性よ、独自性よ、まこと！　ユニークなオリジナリティ！　キミならできる！」

　相変わらず、勝手なことをいう。

　自分はいうだけいって、本棚からマンガの続きを探しているくせに。

　ぼくはあきらを無視して、その書籍をクリックした。本の詳細が書かれている。値段は思ったよりも高かったけれど、それなりに売れているみたいだ。

　本の紹介文の中にリンクが張ってあったので、それをクリックしてみた。

「あ。ねえあきら、これ」



　　『ネットアイドル☆バトルロイヤル』

　　　世界最大のネットアイドルポータルサイト。

　　　登録ネットアイドル一三六八人！　全言語対応！　世界中のネットアイドルが集まっています！　アクセス数によるランキングがあり、素晴らしい特典があります！

　　　※会員登録（無料）し、審査に合格すれば、専用のレンタルサーバを一台ご用意します。

　　　※レンタルサーバ内のツールを使うことで、簡単にホームページが作成できます（ＣＧＩ、ＰＨＰ、ＪＳＰ等に対応しています）。

　　　※使いやすく高性能なコンテンツ・マネージメント・システムの使用も可能。

　　　※公開したホームページは、全言語に自動翻訳致します。



　なんだかあやしい広告文だが、簡単にできちゃうのはいい。でも、住所や電話番号も登録しなくちゃいけないみたいだから、ちょっと怖い。

　どこかの企業から個人情報が流出した、とかいうニュースは頻繁に流れている。こういうところに登録しただけで、キャッチセールスとかダイレクトメールとかスパムメールとか、いらないものがどんどん送られてきちゃうかも知れない。

　そんなことを思いながら躊ちゆう躇ちよしていたら、背後のあきらは持っていたマンガを放り投げ、乱暴にマウスを奪った。身体を密着させ、ぼくの頭に顎あごを乗せて。シャンプーのいい香りが鼻をくすぐる。

　文章を流し読みしつつ、次々とクリックしていく。あきらはマンガでも小説でも雑誌でも読むのが早く、ぼくはなんでも遅い。だから、なにが目の前のモニタに書いてあるのか、ちっともわからない。

「よし！　まこと、入力するのだー！」

「え、ええーっ？」

　じっくりモニタを見ると、登録フォームと書かれていて、名前とか住所とか電話番号とかメールアドレスとか、個人情報を記入するところが並んでいた。

「まずいんじゃない？　ここ、そんなに信用できないし」

「あたしが信用できると確信したわ！　だからだいじょーぶ！　とっとと入力しなさいよ。ネットアイドルになりたいと思った動機とか、どんなネットアイドルになりたいかとか、そのへんもキミに任せた！」

「ち、ちょっとあきら。わかんないよそんなの。あきらが入力してよー！」

　さすがにそこまで面倒はみれない。ぼくは慌てて椅い子すから逃れた。

　逆らうと、あきらは怖い。ぼくは身の危険を感じて、そのまま脱だつ兎とのごとくベッドに逃げ込み、タオルケットをかぶって隠れた。

　でも、なにもされない。

　いつもだったら、フライングボディプレスとかギロチンドロップとか腕うでひしぎ逆十字とかが、容よう赦しやなくぼくの身体を痛めつけるはずなのに。

　拍子抜けして、タオルケットから顔を出す。

　すると、嬉き々きとしてキーボードを打つあきらの姿があった。

「えっへっへー。登録完了、っと！」

「は、はやっ！　なんだよ、自分でやりたかったんじゃない」

「ノートＰＣ修理に出してから、ネットに遠ざかっていたからねー。メールチェックしなくちゃ。しばらく借りるわよ。うふふっ」

「遠ざかっていたって、修理出したのきのうじゃないの？　もしかして、もうインターネット中毒になっちゃったの？」

「やっぱ携帯のメールじゃ物足りないわー。あ、このメーラーバグが多くてセキュアじゃないから、フリーのメーラーインストールしておくね。まことのアカウントは、勝手に移しといて。てゆうか、このＰＣ遅いわねー。ＣＰＵなに積んでるのよ。あ、メモリも少ない。ＯＳもひと世代前のやつだね。回線はＡＤＳＬだっけ？　あたしのラビットくんに比べれば、ヴァンダレイ・シウバとアレクサンダー大おお塚つかくらいの差ね」

　どんな対比なのかサッパリわからない。プロレスラーか格闘技の選手の名前だとは思うけど。ラビットくんというのは、たぶん修理中のノートパソコンのことだろう。

　ノートパソコンを買ってもらって、まだ数日しか経っていないのに、もうかなり詳しくなっている。相変わらずあきらの好奇心のパワーはすごい。夜遅くまで向かいの窓が明るかったのは知っていたけど、ここまではまっていたとは知らなかった。

　にこにこしながらモニタを見ているあきらの横顔を眺める。

　おとなしくしているあきらは、とても綺き麗れいだ。最近、出るところが出てきてへっこむところがへっこんできたので、こうやって鑑賞するだけなら、最高の素材だ。

　それなのに、どうしてあんなに乱暴でいきあたりばったりで豪快さんなんだろう。中身は、まるっきり男の子だ。

「お。メールがきてる」

　クーラーの効いた部屋で、タオルケットにくるまってぼんやりとあきらの横顔を見ていたら、綺麗な顔がそういってこっちを見た。ぼくはなんだか照れくさくなって、タオルケットを乱暴に放り投げた。

「メールって、どこから？」

「さっき登録したサイトだよ。登録完了メール。えーっと、審査をしますので、写真を送ってください、だって」

「し、写真？　やっぱやめとこうよ。なんだかあやしいよ」

　アダルトサイトとかだったら、たいへんなことになる。写真なんて、絶対に送っちゃだめだ。インターネットの世界には、悪意がたくさん渦巻いているのだ。

　あきらの横に立って、モニタに顔を寄せて、メールの文章を読む。しっかりした文面だけど、なんとなく信用ができない。こういうことは、疑ってかかった方がいいのだ。君子危うきに近寄らず。

「ポチっと。送信完了」

　横を向くと、あきらはストラップのたくさんついた携帯電話を持っていた。

「え、ええーっ!?　なにしたのさ、あきら……」

「ん。携帯から写メール送ってやった。けっこー自信あるやつだぜ。ほら、これ」

　得意げになって突き出した携帯電話の中のあきらは、確かに笑顔が素敵な美少女だった。中身なんて想像できないくらい、おしとやかで完かん璧ぺきな笑顔だ。

「だ、ダメだって……。なんか怖いことになったらどうするの？」

「相変わらず心配性だなー、まことは。そんな顔しない。大丈夫だって！　あたしの勘がそういっている！」

　あきらの勘は、たいてい正しい。でも、それでも、やっぱり心配は心配なのだ。

「あ。もう返信きた。合格したみたい。専用のレンタルサーバをお送りします、だって」

「ご、合格？　ず、ずいぶん早いね。怪しい……って、レンタルサーバ？　なにそれ？　送ってくるの？」

「レンタルサーバって、貸し出し用の高性能なパソコンのことよ。そいつにホームページを載せて公開するの。住所ここにしといたから。明日には届くって書いてあるわ。宅配便にしては早いわね」

「え、ええーっ!?　あきらんちじゃなくて？　ぼくの家に？　パソコンが？」

「だって、まことがあたしのホームページを作るんでしょ？　当然じゃない！」

　椅い子すに座ったまま、困惑するぼくを見上げる、猫のような神秘的な瞳。そこには、悪戯いたずらな小悪魔の笑みが浮かんでいる。

「あきらの方が詳しいのに……」

「まことも詳しくなりなさい！　あー楽しみっ！　はやく明日にならないかなっ！　でもレンタルサーバ、ほんとに一台専用に貸してくれるのかな。買うとすっごく高いのよね。それに、大きいと思う。普通、サーバセンターとかに置いておくものなんだけど」

「そ、そんなもの置くとこないのにー。やっぱりキャンセルしない？　無理だよ。お母さんに怒られちゃうよ……」

「なにしょげてるのよ！　今からＨＴＭＬの特訓よ！　あたしが教えてあげるから！」

「あきらが作ればいいじゃんかー！」

「だめ！　却下！　まことが作るの！　さあ、早くー!!」

　強引に椅い子すに座らせられたぼく。あきらは優しく肩を揉もんでくれるが、ちっとも疲れは取れない。

　結局、いつものように、ぼくはあきらのいいなりになる。

　そんなに嫌でもないんだけど。



    

  
    
      
第二話　そいつは歩いてやってきた





　　　　　　　　　　１



「こんちわー。いやー午後になると、外は猛烈に熱いですなー」

　そういって、そいつは玄関を開け、クーラーの効いたぼくの家に入ってきた。

　ぼくとあきらは、並んでそいつを出迎えた。呆あつ気けに取られながら。

「危なく熱暴走するところでしたわ。ここは涼しくてええ按あん配ばいですなー。あれれ？　こちら西にし島じまさんのお宅ですよねえ？　あ、あなたが安良城あらきあきらさんですな！　いやあ、実物も綺き麗れいですなー。スカートから覗のぞく足も、細くて美しいですわ。写真がえらい可愛かったんで、期待はしておったんですが。いやいや、けっこーあるんですよ、写真と全然違うじゃーん！　ってのがねえ。携帯の画像だと、とくに多いんですわ、ハズレが。いやあ、よかったよかった。あっはっはっは」

　あっはっはっは。

　そいつは愉快そうに笑っている。

　愉快そうに。

　ぼくたちは、まだ固まったままだ。

「えーっと。これ納品書っすわ。どうぞお納めください」

　ぼくはそいつから納品書を受け取った。確かに『レンタルサーバ一台』と書かれている。

「こんなところじゃなんなんで、お邪魔させていただきますよ。あ、心配なさらずに！　靴はちゃんと脱ぎますから。ここから分離するんですわ、コレ。で、室内用の足をね。コチャっとね」

　コチャっと、背中から取り出した足首を取り付けて、そいつはぼくの家にあがった。踊り場に置かれた外履き用の足首をしゃがんで取ると、コチャっと背中にしまった。

　鉄色の肌。細い脚あし。細い腕うで。長細い四角い身体からだ。正方形の顔。見慣れぬフォルム。

　丸い目。四角い口。額ひたいには、ちいさなオレンジのランプとブルーのランプ。オレンジのランプは、激しく点滅している。

「……あ、あのう。あ、あなたはいったい……」

　ぼくは、振り絞るようにそういった。

「ああ、自己紹介がまだだったっすね。わいは機動サーバ・ＳＰＡＣＥ　ＥＸＰＲＥＳＳ　３６００っす。ネットアイドル☆バトルロイヤル、通称ネトア・ロイヤルからきました、レンタルサーバっすわ。よろしくお願いしますー」

　そういって、レンタルサーバはしおらしい顔になってぼくらにお辞儀した。

　きのうあきらが登録したネットアイドルポータルサイトから、レンタルサーバが送られてくる予定だった。あきらは朝からぼくの部屋にきて、楽しみに到着を待っていた。

　それが、今届いた。

　ぼくは知らなかった。

　レンタルサーバが、歩いてやってくるだなんて。

　レンタルサーバが、饒じよう舌ぜつだなんて。

　レンタルサーバが、表情豊かだなんて。

　レンタルサーバが、あっはっはっはと笑うだなんて。

「あっはっはっは。驚きました？　普通レンタルサーバが送られることなんてないっすよねえ。たいていは、ガンガンに冷房の効いたサーバセンターに並んだレンタルサーバの一台を、数十人の会員が使用するもんっすけども」

　レンタルサーバはここで言葉を区切り、その場でくるりと回転した。

「ところがどっこい！　ウチはそこが違うんですわ！　なんと会員ひとりにつき、高性能なサーバを専用に一台、ご提供します！　ＣＧＩもＳＳＩもＪＳＰもＰＨＰも使い放題！　便利なコンテンツ・マネジメント・システムも各種取り揃そろえておりまっせ！　もちろんデータベースもお好きなものをお使いいただけやす。しかも、広告のバナーは一切なし！　どうです、なかなか他じゃあないサービスでっせー！」

　そういって、ウィンクした。

　確かに他ではないサービスなんだろう。

　でも、それ以前の問題のような気がする。

　だって、このレンタルサーバは、どう見ても、どっからどう見たって。

　ロボットだ。

　とても現代的とはいえない、レトロチックな四角い鉄のロボットだ。

　これは夢か幻か。まさかロボットがぼくの家にやってくるだなんて。

「……す、すごいわ！」

　ぼくは、ドキっとした。

　ゆっくりと、あきらを見る。

　すらりとした脚あしが覗のぞくデニムのミニスカートに、格闘技団体のロゴが入った黒いＴシャツ。その上には、予想を遙はるかに上回るほどの笑顔があった。顔を紅こう潮ちようさせ、小刻みに震えている。

「よっしゃー!!　やる気が湧わいてきたわ！　さあレンタルサーバくん！　こっちへきなさい！」

「おおっ！　見かけに寄らず、なかなか元気な娘さんですなー！　あっはっはっは。よっしゃ、さっそく取り掛かりましょかー。まずはいろいろ説明しまっせー！」

　ぼくは、どたどたと階段を登るあきらと、てこてこと階段を昇るレンタルサーバのうしろ姿を、呆ぼう然ぜんとしながら見送った。

　信じられない。

　やっぱり夢でも見ているんじゃないだろうか。

　どうせなら、ぼくのこの性格ごと夢であって欲しいと願ったが、残念ながらそれは無理な願いのようだった。

　ぼくの手には納品書が握られているし、ぼくの性格は変わらない。

　嫌な想像が次々に湧わいてくる。

　悪質な嫌がらせか。誰かの罠わなか。秘密結社の陰謀か。宇宙の魔の手か。未来からの侵略か。予想もつかないような邪悪な意志が、ついにぼくの家に牙きばを剥むいたのか。

　なにかとんでもないことが起こっているような気がする。

　サーバというのは、ある特定のサービスを提供する高性能のパソコンであるはずだ。絶対にロボットのことじゃない。

　それに、あんなロボットが開発されていただなんて、そんな話聞いたことはない。犬のペットロボットとか、大手自動車会社が開発中のロボットなら知っている。でも、人間の言葉を喋しやべり、自立して動くロボットなんて、まだ存在しないはずだ。

　急に、あきらが心配になった。

　ぼくは慌てて階段を這はい登った。身体からだが思うように動かなくて、踏み外しそうになった。嫌な汗で、手のひらがびっしょりだ。耳の奥が、じーんと痺しびれている。

　今ぼくの家には、ぼくとあきらしかいない。お父さんもお母さんもお姉ちゃんも、仕事に出ていて夜まで帰ってこない。あきらの両親も、家を空けている。

　あきらは、ぼくが守らなくてはいけない。

　非力だけど、頑張るしかない。

　ゴクリと唾つばを飲み込んで、自分の部屋のドアノブを握る。汗でぬめる。心臓が、バクバク音をたてている。脚あしが震える。

　この向こうで、いったいなにが行われているのか。宇宙か未来か魔界からきた使者は、あきらになにをしているのか。

　部屋の中から、声が聞こえた。

「へえー。じゃあ、ぜんぶ貸してくれるんだ！　すっごいサービスいいわね！」

「はいな！　スキャナにタブレットにプリンタが標準装備っすわ。ソフトウェアも揃そろってまっせー。このデジカメなんて、ほうら、こんなにコンパクトで軽いのに、なんと八○○万画素でっせ！　しかも光学一二倍ズームつき！　バッテリーの持ちもいいでっせー」

「マジでー!?　すっごーい！　貸して貸して！」

　ドアを開けると、あきらとレンタルサーバは絨じゆう毯たんに座って、見事に談笑していた。

　ある意味、もっとも恐るべき事態である。

　細い脚できちんと正座をした鉄色のロボットは、屈くつ託たくのない笑顔をぼくに向ける。両手はしっかり膝ひざの上。なんて行儀のいいレンタルサーバなんだ。

　人間のくせに行儀の悪いあきらは、奇声をあげてベッドに飛び乗り、下着が見えるのも気にしないでぐるんと一回転すると、まくらを掴つかんで思いっきりぼくに投げつけた。

「その顔貰もらった！」

　とかいって、小さなデジカメでぼくを撮る。フラッシュで一瞬視界が飛んだ。

「ええとー、西にし島じままことさんですね？　あきらさんのお友達の。よろしゅうお願いしますわー。仲良くしてくださいなー」

　ヘンなアクセントの太い声で、そいつはそういってぺこりとお辞儀した。つられて、ぼくもお辞儀をしてしまう。

　悪いやつではなさそうだ。

　でも、やっぱりダメだ。不自然だ。ぼくの部屋に、ロボットがいるだなんて。どう考えてもおかしい。普通じゃない。

「あー。こら、まことー！　あんた、まだ現実を直視できてないの？　ダメよ、そんなんじゃ。しっかりしなさい！　目を背そむけちゃダメ！　男の子でしょ！」

　ぼくはまくらをぎゅっと抱き、泣きそうな顔であきらを見る。男の子とか、そんなの関係ない。おかしいものはおかしい。怖いものは怖い。

「ああ、もしかしてわいのことですか？　あっはっはっは。まあ、ちょっとだけ変わっておりますが、そんなに悪いもんじゃあありまへんので、安心してくださいな。こう見えても、サーバとしてのスペックは高いんですわ。お、ちょうど液晶モニタがありますな。お借りしまっせー。おお、旧型ですが、ええもの使ってるじゃあありまへんか。このメーカーのは、視認性がええんですわ」



    

  
    
      



    

  
    
      　四角いロボットはスチャっと立ち上がると、胸にある小さなパネルを開け、太いケーブルを取り出して、机の上の液晶モニタに接続した。パネルの中には、いくつもの端子が見えた。ぼくのパソコンに繋つないであったキーボードとマウスを取り外し、器用にそこに接続する。

「おっしゃ。ほいではあきらさん、セットアップお願いしますわ。安心してください、ごく普通のパソコンのセットアップと、たいして違いありまへんすわ」

　ブゥン、という音をたてて、モニタの電源が入った。青い画面に、コミカルなウィンドウが表示されている。あきらかに、いつも見ているぼくのパソコンの画面とは違う。

「んじゃーまこと。あなたやりなさい」

　部屋の入り口でまくらを抱いて立ち尽くしているぼくに、あきらがそういった。

「え、ええーっ!?　ぼ、ぼくが？」

「仲良くやりなさい。いいから早く！」

　あきらはぼくの背後に立つと、強引に背中を押す。ぼくはぐいぐい押されながら、机に近づく。

　机の上には液晶モニタ。

　机の横には、にこやかなレンタルサーバ。

　怖い。なんだかプレッシャーを感じる。やっぱり、これって普通じゃありえない。

　とはいえ、ぼくはまくらを取り上げられて、無理やり椅い子すに座らせられる。キーボードを手前に置かれて、準備ＯＫ。右肩から、あきらの楽しそうな顔がひょっこりと出てきた。ぼくは仕方なく、マウスを握る。

「ほんじゃま、よろしくお願いしますわ、まことさん。まあ、ふつーのＯＳのセットアップと同じですわ。あなたがたの情報を入れてもらって、あとはほとんど自動で設定しますから、簡単なもんですわ」

　優しくいわれても、違和感はぬぐえない。

「まずは使用許諾書か。こーゆうのは読み飛ばしていいのよね。まこと、次へ進んで」

　あきらは肩越しに興味津しん々しんな顔で画面を覗のぞき込んで、そういった。

「え、ええーっ!?　これこそしっかり読んでおかないといけないんじゃ……」

「面倒臭いのよ！　別におかしなこと書かれてないわよね？」

「はいな。つっても、わいもよーわかりませんけど。あっはっはっは」

　あやしい。完かん璧ぺきにあやしい。

　でも、あきらはぼくの手の上から勝手にマウスを動かして、次へボタンを押してしまう。ぼくの心配していることなんか、あきらはこれっぽっちも関心がない。

「個人情報の入力か。これはあたしのね」

「すでに入力済みなんで、確認するだけでＯＫですわ。おおっと！　肝心かなめの、ネットアイドルとしての、あきらさんの名前を入れておくんなさいませー！　これはかなり重要ですわ。検索に引っかかりやすくするとか、可愛くするとか、ローマ字や英語名にするとか、色々とありまっせー」

「あきら、でいいわ。まこと、入力して。ひらがなでいいから」

「い、いいの？　ねえ、本当にいいの？」

「いつまでぐずってるのよ。はい、あーきーらー。よし入れたわね。次は？」

　あきらはどんどんクリックしちゃう。ぼくはキーボードに指を置いて、あきらのいいなりだ。

「おおっと！　ついにきましたなー。これも重要でっせー！」

　レンタルサーバはそういうと、両手を広げて片かた膝ひざを曲げ、スチャっとポーズを取った。

「機動サーバ・ＳＰＡＣＥ　ＥＸＰＲＥＳＳ　３６００こと、わいの名前を決めてくださいませー。カッコいいのお願いしまっせ！」

「サブ！　まこと、サ、ブ、よ。よし、入れたわね。次行って」

「ええええ、勢いに押されて入れちゃったけど、サ、サブ？　いいの、あきら？」

「３６００でサブロク。サブロウ。で、サブ。いいでしょ、サブ？」

「あっはっはっは。なかなかいい名前じゃあありませんかー！　気に入りましたわ。わいの名は、今日の今からサブですわ！」

　そういって、サブと名づけられたレンタルサーバは、満面の笑顔で、右手は腰に、左手は指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させたヘンテコなポーズを取る。

　気に入るんだ。

　このレンタルサーバ、もといサブは、どういうセンスをしているんだろう。あきらのセンスは、今に始まったことじゃあないけど。

　ここから先は、難しいこともなく、特殊なこともなく、時計の設定とか言語の設定とか必要なソフトウェアの設定とか、ほとんどそのままの標準的な設定で、どんどん先へ進んだ。机の横で笑顔を振りまくサブの存在を気にしなければ、普通のパソコンの操作と変わりはない。

　セットアップは完了した。でもぼくは、まだ安心できない。あのサブの笑顔の奥には、なにか邪悪な罠わながあるかも知れない。

　あきらは単純だからあっさり心を許しているけど、ぼくは警戒を解かない。なにしろ、かなりの人見知りなのだ。自慢じゃないが、クラスメイトにだって、自分から声をかけることができない。

　続いてプロフィール・マネジャーというソフトが起動して、あきらのプロフィールを詳しく入力するところが出てきた。身長、体重、スリーサイズまで、しっかり入力済みだ。登録のときに入力したものだろう。

　確認すると、ちょっとサバを読んでいる。最近成長してきているけど、ここまでじゃないはずだ。

　画面の中に、きのう写メールで送った、中身なんて想像できないくらい、おしとやかに笑っている写真があった。綺き麗れいなんだけど、パソコンのモニタで見るとちょっと小さい。

「んー、これじゃあ小さいわよね。画質も荒いし。もっと大きくて、綺麗で、素晴らしくビューティフルな写真がいるわね」

「どうするの？　やめとく？　今ならまだ引き返せると思うよ？」

「心配ご無用でっせ！　スキャナがありますから、写真も取り込めますわ」

　サブが背中からなにかを取り出そうとしたが、あきらはそれをさえぎった。

「ううん、いらないわ、サブ。明日、撮影会に行こうよ。ホームページのアルバムにも必要だしね。まことも、いいわね？　いっぱい撮らなくちゃ！」

「あっはっはっは。そいつはナイスアイディアですわ！　もちろん、わいも全力で協力しまっせー！」

「え、ええーっ!?　キ、キミは外出ちゃまずいでしょ！」

　つい、突っ込んでしまった。

　どこに写真撮影に行くにしても、こんなロボットがいちゃまずいだろう。色んなひとに好奇の目で見られるのは間違いない。こんなにあやしさ満点なんだから、警察に捕まっちゃうかも知れない。どっかの研究所の研究員に、拉ら致ちされてしまうかも知れない。見慣れない黒服の男に、連行されてしまうかも知れない。ぼくたちも捕まって、尋じん問もんされるかも知れない。

　後ろ向きな想像だったら、ぼくは誰にも負けない自信がある。

「だいじょぶだーって、変装していけば。まことの服とか着れるんじゃない？」

「あんまり暑いのは苦手なんですが、まー仕方がないですわ。シャツと帽子でも貸していただければ、完かん璧ぺきだと思いまっせー」

　あっはっはっは、と笑うサブ。

　全然完璧じゃない。そんな程度で隠せるような姿じゃないじゃないか。

　このレンタルサーバ、ちょっと天然ボケなんじゃないだろうか。天然ボケのサーバなんて、ちょっと怖い気がするけど。



　　　　　　　　　　２



　不思議なものである。

　さっきまでは、このサブと名づけられたレンタルサーバの存在が信じられなくて、なにか裏があるんじゃないかと疑い、とんでもないことに巻き込まれたみたいで怖かったのだが、あきらと楽しそうに会話している姿を見ているうちに、だんだん慣れてきてしまった。

　普通じゃないのは、あきらだって同じだ。そういう意味では、彼らは同類だ。

　話を聞いている限りは、そんなに悪いやつじゃなさそうだし。

　それに、確かロボットには三原則とかあって、ひとを傷つけてはいけないはずだった。小説かマンガの中の話だけど。

　サブの身体からだは、サブ自身の機能があるところと、サーバの機能があるパソコン部分に分かれているようだ。胴体のほとんどがパソコンになっていて、横のパネルをパカっと開けると、マザーボードとか冷却ファンとかが見えた。ぼくのパソコンと同じような構造になっていて驚いた。

　サブの胴体は、Ｗｅｂサーバになっていた。つまり、胴体の中に高性能なパソコンが内蔵されていたのである。

　Ｗｅｂサーバの中身は、最新のパーツで構成されているらしい。ＣＰＵは６４ビットで５ギガヘルツのデュアルプロセッサーが搭とう載さいしてあり、メモリは８ギガバイト。ハードディスクはＳＣＳＩのＲＡＩＤ５で４テラバイトの容量。グラフィックボードも最新型のやつが載っていて、綺き麗れいな３Ｄゲームも問題なく動作するらしい。

　あきらはメーカー名までわかって喜んでいたけれど、ぼくにはちんぷんかんぷんだ。

　自慢げにサブが説明してくれる。冷却ファンはすべて静音使用なので夜も煩うるさくないらしい。ネットワークは１００Ｇｂｐｓの速度を誇る超広域無線電波で、ネトア・ロイヤルのアクセスポイントに常時接続されているらしい。うちのパソコンからも、アクセスポイントをサブに設定すれば、サブ経由でインターネットに接続することもできるようだ。

　いちばん驚いたのは、鼻と口から空気を取り込み、酸素と窒素を電力に変えるシステムが内蔵してあるので、電源は必要なし、ということだった。酸素と水素を反応させて電力を発生させる燃料電池なら聞いたことはあるけど、酸素と窒素で発電できるだなんて聞いたことがない。

「すっごいじゃない！　究極の省エネルギーマシンね！」

「あ、ありえないよね？　それって、ふつうありえないよね？」

「いやあ、照れますなー。あっはっはっはっは」

　照れるサーバというのも珍しい。いや、もう珍しいとかいっていたらきりがない。このサーバはこういうサーバなんだと割り切ろう。

「でも、こんな市販品のパーツであなたが動いちゃうの？」

「あいや、これはあくまでもＷｅｂサーバの構成部品でして。わい自身の構成部品とは別なんですわ。電源は共用ですけども」

「ふーん。そっちは見せてくれないの？」

「あっはっはっは。そいつは勘弁しておくれやす。ブラックボックス、ってことで」

「すっごい宇宙技術とか未来技術が使われてたり!?」

　興奮するあきら。なんだか核心に近づいているような気がする。

「いやまあ、そのへんは、企業秘密、ってやつっすわ。核融合炉ろとかは搭載されておりまへんので、ご安心を。あっはっはっはっは」

　なんだか物騒なことをいって、笑ってごまかすレンタルサーバ。

　ネットアイドル☆バトルロイヤル、通称ネトア・ロイヤルの独自仕様のサーバには、いくつものゲームがインストールされていた。サブの背中には様々な周辺機器が収納されていて、さっそくゲームパッドをふたつ取り出して、接続してくれた。

「普通は、運用中のサーバでやることじゃあないんすがね。まあ、オプションってことで。楽しんでくださいませ」

　大喜びしたのはあきらだった。最新の格闘ゲームを起動させて、ぼくをボッコボコにやっつけて喜んだ。ぼくはこういうゲームは苦手だ。もっと知的でじっくり考えながらやるゲームが好きなのだ。三國志のシミュレーションゲームとか、育成ゲームとか、カードを集めてデッキを組んで対戦するゲームとか。

　ぼくが負けるのと同時に、ニューチャレンジャーが乱入してきた。ＣＰＵかと思ったら、机の横で正座したサブが、しっかりゲームパッドを握っていた。

「あっはっはっは。わいは強いでっせー！」

「にゃにおー！　小こ癪しやくな！　返り討ちにしてくれるわ！」

　サブは意外に強くて、あきらはギリギリのところで負けてしまった。熱くなる、負けず嫌いなあきら。ぼくを放置して、かなり盛り上がっている。

　ぼくはその戦いを見ているだけでも楽しい。ふたりは大げさに叫んだり、喜んだり、悔しがったりと、喜怒哀楽を思う存分表現してくれる。画面を見ているよりも、彼女たちを見ている方が面白い。

　格闘ゲームで決着がつくと、今度はパーティーゲームだ。ぼくも参加して、駆け引きを楽しむ。パズルゲームに落ちものゲーム、アクションゲームにクイズゲーム。ネットワークＲＰＧまである。最新版の、たくさんのゲームたち。とても一日では遊びきれない。

　とっても楽しい。

　でも、ぼくの頭の奥では、妙に冷静な部分があった。なるべく気にしないようにしているのだけれど、それはだんだん大きくなってきた。

　親に、どうやって説明しよう。

　あきらの両親は、あきらの両親だけあって、異様に理解がある変人なのだが、ぼくの両親はとっても普通だ。この非現実的なロボットを、そう簡単に受け付けるとは思えない。

「ああ、それでしたら心配ありまへんわ」

　ぼくが不安を口にすると、サブはあっけらかんとそういった。

「まあ、見てておくんなさい。ほりゃっ。てりゃっ」

　そういいながら、サブは地味に変形した。

　手足を身体に収納し、頭を埋めて、ちょっといびつな長方形の箱になった。

「なるほど！　これならただのパソコンに……見える？」

　あきらがぼくにそう尋たずねる。

「お、大きすぎない？　それに、ぼくにはパソコン買うお金なんてないよ。疑われるよ」

「それじゃあ、ご用のないときには、押し入れの奥にでも隠れてますわ。あ、隠れているときに連絡くれる場合は、こちらにお願いしますわ。これで会話できますんで。ちなみに、多人数との会話に対応しとります」

　モニタに、電話番号が表示された。

　なんていうか、無茶苦茶便利なやつだ。

「すごいわねー。完かん璧ぺきじゃなーい！」

「か、完璧、かな？　確かにすごいけど。でも、ずっと押し入れに入れておくのもかわいそうだよね」

「じゃあ、ご飯とお風呂と寝るとき以外は、あたしもいっしょにいてあげるから。それなら話し声してても普通だし、隠れなくてもいいでしょ？　ついでだから、ここに泊まっていっちゃおうかな。まこと、いっしょに寝る？」

「な、ななななにいってるんだよ！」

「あはははは。なに考えてるのよ、まことのスケベー」

「ち、ちが」

「あっはっはっはっは。いやあ、平和ですなー」



　こうして、ぼくの家に新しい住人が増えた。

　ちなみにあきらは、本当にぼくの部屋に泊まっていった。

　朝までずーっとゲームをしていたようだけど。



    

  
    
      
第三話　真夏の撮影会





　　　　　　　　　　１



　白いＴシャツに膝ひざまでのズボン、赤いキャップ。

　三角の鼻が、強烈な朝の陽ひ射ざしで光り輝く。

「どうっすか、まことさん？　わりと似合ってるんじゃないっすかねー」

　ヘンなアクセントでそういって、腰に手を当てて脚あしを交差させたポーズを取るサブ。

　でもごめん。まるっきりロボットだよ。胴体が長いのでＴシャツからはみ出ているし、キャップだって風が吹けば飛んでしまいそうだ。正方形の頭にちょこんと乗せてあるだけだもの。

　やっぱりやめた方がいいんじゃないかと口に出そうとしてたら、隣の家の玄関が元気よく開いて、大きなバッグを背負ったあきらが、青いマウンテンバイクを押して出てきた。

　驚いたのは、中学校の時の制服を着ていたことだ。白いセーラー服に、赤いタイ。スカートは膝上のかなり短いやつ。それと、ルーズソックス。半年前まで着ていたものとはいえ、色んな場所が成長しているので、ものすごい違和感がある。

「おっはよー！　撮影会の準備はいい？」

「こっちはＯＫですわー！　あきらさん、どうっすか、わいのこれ。この渋しぶ谷や系のルックス。似合うでしょー？」

「あはははは。いい感じじゃない、サブ」

　昨日夜遅くまでサブとゲームをしていて寝不足のはずのあきらは、健康的に笑う。ぼくはしっかり八時間も眠ったはずなのに、まだ眠くて頭が重い。嫌な夢をいっぱい見たような気がする。

「それじゃー、行こうか！　しゅっぱーつ！」

　そういって、あきらは無造作にマウンテンバイクにまたがる。

「うわっ、あきら！　ぱんつ見えたよ今！」

「あ、ごめーん。ていうか、スケベ。いちいち報告しないでいいわよ！」

　べーっ、と舌を出して、そのまま立ちこぎで走り出す。白いぱんつを見せ付けるようにして。

　これでもアイドルを目指そうという女の子なのであろうか。もう少し、おしとやかにして欲しいものだ。

「朝からええもん見せていただきましたわー。極楽極楽」

　こいつはこいつで、なぜかあきらの背中に向かって合がつ掌しようしている。ロボットのくせに、人間の女の子の下着に興奮するものなのだろうか。

　今日はお弁当持参で、近くの森林公園に撮影会に行くのである。あきらの写真を、たくさん撮るのだ。

　デジカメとか、機材はすべてサブが持っているというので、とくに用意するものはなかった。あきらは、衣装をバッグにいっぱい詰め込んできているみたいだけど。

　森林公園までは、自転車で三○分くらいだ。今日も真夏日和びよりで陽ひ射ざしが強くて暑いから、お弁当を食べたらすぐに戻ってくる予定だ。

「あ。……そういえばサブ、自転車乗れないね」

　ぼくの自転車も、あきらと色違いの赤いマウンテンバイクだ。入学祝いにいっしょに買ってもらったサスペンションつきの有名メーカーものだが、後ろに人は乗せられない。

「それなら心配ありませんわー。このオプションの足をね、コチャっとね」

　コチャっと、背中から取り出した足首を取り付けた。今までつけていた足は、背中にしまう。

　ローラーブレードだ。大き目の足に、けっこうゴツいローラーがいくつかついている。

「ほうら、これならイケルでしょ。これでもけっこー速度出るんでっせー。ほんなら、わいらも出発しましょうかー」

　サブはぼくにウィンクして、走り出した。確かに速い。

「あっ。ま、まってよサブ！」

「あきらさん、だいーぶ先に行ってしまいましたわ。まことさん、追いかけましょー！」

「うん！」

　ぼくが全力で走っても、なかなか追い抜けない速度で走るサブ。四角い頭にちょこんと乗せたキャップが取れないのを不思議に思いながら、森林公園に向かって走り出した。



　午前中の森林公園は、ひともまばらだった。犬の散歩をするおじさんや、沼のほとりで絵を描いてるお爺じいさんや、のんびり歩いている老夫婦がいるくらいだ。土日はフリーマーケットとかやっていて、子ども連れのひととかいて賑にぎやかだけど、平日は閑散としたものだ。

　アスファルトの大地から開放されて、土の地面を踏みしめ、木立の影に入ると、ちょっと涼しい。駅前に行くと、ビルや車やひとでごったがえしていて余計に暑く感じるけど、公園は木々が生い茂っていて気持ちいい。

　自動販売機でジュースを買って、椅い子すに座ってひと息つく。そのままどこで写真を撮ろうかと、作戦会議。

「沼にかかる橋と野外ステージ。ここは外せないわね。鯉にえさあげてるとことかどう？」

「あんまり目立つとこは恥ずかしいよ。ひとがなるべくいないとこで撮ろうよ」

「バカねー。そんな地味なの意味ないじゃん。目立つところで撮らなきゃ。動物園はどうしようか？　子どもっぽいかな」

「入場料いくらだっけ？　節約したいなあ」

「じゃあジュース没収！」

「うわ、だめだよ！　これはいいの！」

「なにそれ。あ。弁財天はどーしよっか。一応押さえとこうかな」

「おしとやかになりますように、ってお参りしよう」

「むかっ。まこと、そんなに沼に落とされたいの？」

「むぐぐぐぐぐ！　ぐ、ぐるちい……」

　あきらの殺人技が、ぼくの顔面を絞る。顔面が胸の谷間にはまり、息ができない。

「あっはっはっは。ほんとに仲がいいですなー。羨うらやましいですわ」

　屈託のない顔で笑うサブ。この自然溢あふれる公園で、この鉄の塊かたまりはあきらかに異質なはずなのに、意外と馴な染じんでいる。

　サブからデジカメを借りて、ぼくがカメラマン。サブは折りたたみ式のレフ板を取り出して、アシスタント。なんだか本格的になってきた。

　広場にある野外ステージに飛び乗って、セーラー服のあきらがポーズを取る。ぼくはひとの目が気になって仕方がないのだけれど、サブがしっかりと仕事をしてくれて、ぼくの立ち位置とかいろいろサポートしてくれるので、だんだんその気になってきた。

　あきらは最初からハイテンションだったが、最初はちょっと表情がぎこちなかった。でもだんだん自然になってきて、とても可愛い笑顔でくるくる回る。

　おへそを出したり、ぱんつが見えたりと、見ているこっちが心配になるポーズが続出だったけれど。

　トイレで着替えてきたあきらは、ボーイッシュなＴシャツとショートデニムパンツ姿で出てきた。髪の毛をポニーテイルにして、いつもとかなり雰囲気が違う。

　沼のまわりの遊歩道を走りまわるあきらを追いかけて、写真を撮る。動きやすくなったあきらは、全力で走ったり跳んだり、ハトを追いかけたりカラスから逃げたり、なぜか突然ぼくを追いかけまわしたり。

　デジカメのメモリはたくさんあるようなので、遠慮なく連続で撮影。ローラーブレードのサブの腕は的確で、嘘のように光源が決まる。撮った写真をプレビューで見ると、かなりいい写真が撮れていた。

　ぼくが楽しそうにシャッターを押していたので、意地悪そうな笑みを浮かべたあきらがデジカメを奪った。ぼくが写真を撮られることが大嫌いなことを知っているくせに、あきらは容よう赦しやなくシャッターを押す。

　背は低いし華きや奢しやだし童顔だし肌は白いし、ぼくはとても男っぽくない。全力で逃げたのだけど、男顔負けの運動神経の持ち主であるあきらにはかなわない。恥ずかしい写真を何枚も撮られてしまった。

　散々笑われて、カメラマン交代。

　飲料用の水道の蛇口を思いっ切りひねって、あきらは頭から水を浴びる。太陽の光が反射して、とても綺き麗れいな写真が撮れた。

　びしょびしょに濡れたあきらは、サブからバッグを返してもらってトイレに駆け込んだ。

　次に出てきたあきらは、オレンジ色のビキニの水着姿だった。

「却下」

「えー!?　せっかく着たのに」

「わいも、それはちょっとどうかと……。いや、可愛いとは思いますが。アイドルとしては、むしろ王道なんすが……。その……」

「まるで変態じゃないか！　絶対にだめ！　だめー!!」

「ちえー」

　渋々トイレに戻ったあきら。

　あんな水着、いつのまに買ったんだろう。いや、それ以前に公園で水着って！

　今度は、濃いピンクのキャミソールと、濃い色のジーンズ。髪の毛は、ひとつに結わって肩から垂らしている。

　ぼくとサブは合格を出す。

　こういう動きやすい服が大好きなあきらは、おへそを見せながら走り出す。追いかけて、シャッターを押すぼく。サブの持つレフ板が太陽光線を見事に反射させて、汗を流すあきらを魅力的に演出する。

　公園の奥にある、ちいさな社やしろのある弁財天にくると、ぼくは予告どおりに「あきらがおしとやかになりますように」と、一○円玉とともにお願いした。

　あきらは声に出して、「世界一のネットアイドルになれますように！　ていうかなります！　イエーイ！」とか叫んだ。まわりに大人のひとがいて苦笑していたので、なんだかいっしょにいるぼくの方が恥ずかしくなってしまった。

「どーしよっか。飽きちゃった」

　突然、あきらが立ち止まってそういいだした。

　いつもよりかなり早いけど、もうネットアイドルに飽きてしまったのだろうか。

「そうですなー。思ったよりも狭いもんですな、この公園も」

「そうなのよねー。電車で遠征した方がよかったかな。まだ衣装は残ってるんだけど。あ、そうだ。駅前行こっか」

　飽きたのは、この森林公園のことらしい。

「え、駅前？　ちょっとそれはまずいんじゃ」

　そういって、ぼくはサブを見る。今だって、誰にも突っ込まれない方がおかしいのだ。Ｔシャツを着て頭にキャップを乗せているけれど、よく見れば鉄の箱に細い手足が生えたロボットだ。

「わいですか？　いやいやいや、大丈夫ですわ、まことさん」

「そうそう。ここで大丈夫なら駅前だって大丈夫よ。あんまり心配ばかりしてると、そのうち白髪になっちゃうわよ。ちょっとヘンなやつ、程度ですむって。おっしゃ、行こう！　あ。その前に着替えてきちゃうわ」



    

  
    
      



    

  
    
      「はいなー。お待ちしておりまっせ」

　このふたりは、どうしてこんなにも楽天的なんだろうか。ぼくの心配事なんて、ちっとも気にしていない。

　最後の衣装は、腰にリボンのついた白いワンピース。三つ編みにした髪の毛を両肩から前に出したその姿は、夏っぽくて爽さわやかで、とても綺き麗れいだ。

　そうだ、あきらは動かないで黙っていたら、とても可か憐れんな美少女なのだ。

「痛いっ！」

　口に出していないはずなのに、なぜかいきなり殴られた。

「どーせあたしはこーゆーの似合いませんよーだ！」

「いやいやいや！　健康的で元気ハツラツな姿もいいですが、そういう衣装もいいっすわ、ほんまに！　なに着せても似合いますなー。いや、感心しますわ実際！」

　お世辞なのか本音なのか、このレンタルサーバはそういってあきらを持ち上げる。実際、ぼくやあきら以上に楽しそうだ。



　自転車で駅前まで行き、ひと通りの激しいアーケードの中央で、堂々とポーズを取るあきらを撮影。ぼくはおろおろ。ひとの視線が痛い。

　おなかが空いたので、デパートの屋上の遊園地へ行く。遊園地といっても、乗り物はコインで動く車とかしかない、ちいさなところだ。子どもといっしょに、短い距離を走る顔のついた機関車に乗ったあきらを撮影して、やっと休憩。

　日陰の涼しいベンチに座ってお弁当を食べながら、今まで撮り溜めた写真を見る。枚数を確認したら、二○○枚を越えていた。

「うわー、ずいぶん撮ったね。こんなにどうしよう」

「しっかり吟味しないとね。……やだまこと！　なにこのぶさいく！　わざとでしょ！」

「い、痛いっ！　違うよ！　たぶん」

「あっはっはっは。これはこれでベストショットですなー」

　あきらとサブは元気いっぱいだけど、さすがに体力のないぼくは疲れてきた。楽しくて、ちょっとはしゃぎすぎた。あきらは屋上にあるペットショップをひやかしに行ったけど、ぼくはベンチに座ったままぐったり。

　こんな街の中でも、サブはあんまり目立たなかった。好奇の目で見るひとは多かったけど、立ち止まって追究するようなひとはいなかった。考えすぎだったのかな、とかちょっと思った。木製のベンチに座る鉄色のロボット。どう考えてもおかしいのだけれど。

　太陽が眩まぶしい。午後になってから、陽ひ射ざしとセミの声は殺人的に強くなってきた。

「いやあ、平和ですなー」

　日陰で、サブがしんみりとそうつぶやいた。

「そう？」

　サブは、相変わらず笑顔のままだ。ちいさな子どもがはしゃぐのを見て、とても幸せそうな顔をする。ロボットのくせに、やけに表情が豊富だ。

「いいことですわ。大切にしなくちゃいけませんなー、コレ」

「よくわかんないけど。確かに日本は平和だよね、平和ボケかも知れないけど」

　なぜかサブは、嬉しそうにこくこくと頷うなずく。

　それだけでは飽き足らず、合がつ掌しようしておじぎをした。さらに、「ありがたや、ありがたや」とかつぶやいている。

　もしかしたら、戦争経験のあるお爺じいちゃんでも取り憑ついているのではないだろうか。

　そう思うと、なんとなくおかしくなって、ちょっと笑ってしまった。

　慣れないひととふたりきりでいると、緊張で胃が痛くなるぼくだけど、きのう知り合ったばかりなのに、サブとふたりきりでもなんともない。

　ぼくは、こんなヘンテコなサブのことが好きになり始めている。

「なにたそがれてるのよ！」

　まだまだ余力のあるあきらが、クーラーの効いたペットショップから飛び出してきてそう叫んだ。叫んだついでに、ぼくの背後からスリーパーホールドをかける。可か憐れんな衣装がだいなしだ。

「むぐぐぐぐ、ぐ、ぐるぢいよ、あぎら」

「そんじゃー、そろそろ帰ろうか、まこと。あんたももう限界でしょ」

　あきらはすんなり技を解くと、嬉しいことをいってくれた。異存なんてあるわけがない。ぼくは何度も頷いた。

「帰ってからも忙しいわよー！　写真の選別しなくちゃ。まこと、ところであなた、ＨＴＭＬはもう完かん璧ぺきなんでしょうね？」

「え？　なにいってるんだよ。昨日はずっとサブとゲームばっかしてたじゃないか。パソコン使えなかったから、なにもしてないよ」

「なんですってー！　ダメじゃない！　今日中にマスターしなさい！」

「無茶いわないでよ……。むぐぐぐぐぐ！　ぐ、ぐるちい……」

「帰ったら特訓よ！」

　再度ぼくの首を細い腕で締め上げながら、あきらはそういった。

「わ、わかったよ。本買ってくるから、先に帰ってて」

「おーけー！　んじゃあサブ、先に帰ろっか！」

「はいなー。んですが、おひとりで大丈夫ですかね、まことさん」

　ベンチから立ちあがったサブが、心配そうにぼくを見る。

「うん。本屋でわかりやすそうなのを買ったら、すぐ戻るから」

　逆に、あきらやサブがいたら集中して本を探せない。

　小走りにデパートの中に消えるあきらを見送る。白いＴシャツのサブが、慌ててローラーブレードで追いかけていく。

　大きく息を吐き出す。楽しかったけど、とても疲れた。

　まるで嵐が去ったような静けさを感じた。セミの声はうるさいけれど。
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　しばらくぼーっとして体力が戻るのを待ち、ぼくはデパートから出て他のデパートの地下へ行く。そこにある大型の書店は、ぼくのお気に入りだ。

　いつものように、文芸書を眺め、ノベルスの新刊と文庫の新刊をチェックする。面白そうな本があれば、手に取ってちょっと読んでみる。

　最近ぼくは、ファンタジー小説にはまっている。剣と魔法の物語だ。最近のものから古いものまで、手当たり次第に読んでいる。全部は買えないから、図書館で借りることも多い。うちの学校の図書館は、文庫が豊富なのでとても助かる。

　絵本のコーナーに行って個性的な絵を眺め、マンガの新刊を調べる。こうしていると、体力が回復したように思える。ぼくは本が大好きなのだ。

　いままで立ち入ったことのない、パソコン書籍のコーナーを見つけた。見慣れないアルファベットが書かれた分厚い本が、たくさん並んでいる。

　ＨＴＭＬという文字を見つけた。たくさんあってどれがいいのかわからなかったから、タイトルに「はじめての」とか、「一週間でマスター」とか、「初心者のための」という文字がついた本を手にとってみる。どれもフルカラーで、重い本ばかりだ。

　インターネットは詳しくはないけど、やったことがあるので、ホームページがどういうものかはだいたいわかる。

　タグという記号を使って、文章を装飾して、画像を貼はって、レイアウトを作る。そうしてできたファイルを、サーバにアップロードする。そうすると、世界中からインターネットを介してブラウザで見ることができるようになる。

　このタグという記号がＨＴＭＬなのだ。ホームページを作るには、他にもいろいろな方法があるらしいけど、基本はこのＨＴＭＬである。

　実は、だんだん楽しくなってきていた。勉強はあんまり好きじゃないけど、あたらしいことを覚えるのは好きなのだ。

「……西にし島じまくん？」

「え？　あ、あれっ？　さ、佐さ藤とう、さん……」

　そこに立っていたのは、クラスメイトの佐藤良りよう子こさんだった。

　クラスで前から二番目のぼくと同じくらいの身長で、ふわりとした栗色の髪と、眼鏡めがねの奥のまんまるの瞳が特徴的な、おとなしい女の子。成績はすごくいいのだけど、身体からだが弱いらしくてよく学校を休んでいた。そのせいか、いつもクラスではひとりでいることが多い。

　失礼ながら、なんとなく同じ人種のように思えて、密かに親近感を抱いていた。佐藤さんもファンタジー系の小説が好きみたいで、図書館でよく逢うから、本や作家のことで話をしたことがある。たったそれだけの関係だけど。

「珍しいね、西にし島じまくんがこんな本を見てるなんて」

　どうもぼくは、外で予期せぬひとに逢うのが苦手だ。人見知りが激しいせいもある。予期せぬ出会いに、思いっ切り狼ろう狽ばいしてしまう。

「あ、ええと……。あ、そうだ。いまホームページを勉強しててさ。それで、えーと、あ。ＨＴＭＬって知ってる？　なんかタグなんだけど、勉強を、してるんだ。うんと……」

　頭に血が上っているのがわかる。我ながら情けない。きっと顔は猿のお尻のように真っ赤っかだ。

「西島くん、そういうのに興味があったんだ」

「い、いや。そうじゃないんだけど、あ、安良城あらきあきら、って知ってる？　一組のさ。ぼくの幼おさな馴な染じみなんだけど、知ってる？　し、知らないよね……。ええと……」

　なにをいっているんだ、ぼくは。段々わけがわからなくなってきた。

　大きな声を出してしまったような気がして、通りかかるひとの視線が痛い。佐さ藤とうさんは、上目遣いで不思議そうにぼくを見つめている。

「安良城くん？」

「い、いや、あきらって男っぽい名前だけど、女の子で。あんまり女の子らしくないけど……。で、そいつが強引でさ。その、で、ホームページを、さ、……作らされ、いや、作ってあげようかと……」



    

  
    
      



    

  
    
      　語尾が空気に溶けてしまった。佐さ藤とうさんの顔が怖くて、見ることができない。別になにも悪いことはしていないのだけど。

　頭の中は変に冷静で、頭のおかしいやつだと思われたかも知れないとか、嫌われたかも知れないとか、ネガティブな思考でいっぱいになる。

「それで、ホームページを作っているの？」

「う、うん！」

　なんとか誤解がとけないだろうか。ぼくの数少ない読書仲間に嫌われてしまう。

「わあ。私も今、勉強しているの。飼っている猫のホームページを作ろうと思って。嬉しいな、同じことしているひとがいて」

「え！　そ、そうなんだ」

「ちゃんとしたカメラがないから、携帯で撮った写真だけど、パソコンに取り込んで、ホームページに使ってるの。可愛いのよ、うちの猫。アメリカンショートヘアーの女の子と、ロシアンブルーの女の子」

　楽しそうに、ほんわかと笑う佐藤さん。学校では無表情なことが多いけど、笑うととても可愛い。女の子は、こうでなくっちゃいけないと思う。

　ぼくは、ほっと胸を撫なで下ろす。誤解はされていなかったみたいだし、嫌われてもなかったみたいだ。たぶん。

「へえー、そうなんだー。見てみたいなー。どれくらい作ったの？」

「まだ全然。スタイルシートが難しくって」

　スタイルシート。そんなのぼくは存在すら知らない。

「け、けっこう難しいことしてるんだね」

「うん。スタイルシートを使ったほうが、フォントの装飾とかレイアウトとかデザインが、色々できて面白いみたいなの。本当は、フラッシュやジャバスクリプトも使いたいんだけど、まだ難しくって」

「そ、そうだよね。難しいよね、あれは」

　当然、聞いたこともない。

「……ホームページできたら、教えてくれる？」

「え？　う、うん！　もちろん！　……さ、佐藤さんのホームページも教えてくれる？」

「ええ、いいわよ。まだ完成してないけど、サーバにアップはしてあるの。……携帯、メールできる？」

　頬ほおを染めて、にっこり笑う佐藤さん。

　なんという僥ぎよう倖こう！

　ぼくはここで、どきどきしながら、佐藤さんとメールアドレスの交換をした。お互い慣れてなくて、ちょっと手間取りながら。

　いままでぼくの携帯には、あきらとお姉ちゃんからしかメールがこなかった。これでやっと、友達のメールアドレスが記録できた。佐藤さんも、あまり友達がいないから、と喜んでくれた。

　ぼくは調子に乗って、ちょっと難しそうな『ＨＴＭＬ　リファレンス辞典』を手に取り、レジに向かいながら手を振って佐さ藤とうさんと別れた。価格は三二○○円。これにて、ぼくの七月のお小遣いはなくなってしまった。

　でも、ぼくの心はうきうきだった。

　スキップしたいような気分で、マウンテンバイクに跨またがって走り出す。

　ちょっとだけ、あきらに感謝しながら。
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　どすん、と振動が伝わってきた。

　すぐさまベランダのガラス戸がどんどん、と叩かれる。慣れてるからいいけど、知らないひとが聞いたらまるで泥棒か不審者だ。

「はいはいはい。ちょっと待ってー」

　レースのカーテンをめくって鍵をひねり、ガラス戸を開ける。クーラーの効いた部屋に、熱気とともに暑苦しい女の子が元気よく飛び込んできた。

　今日はヘアバンドで長い黒髪を持ち上げて、左右に垂らしている。

「おっはよー！　どう？　ホームページできた？」

「あん？　Ｗｅｂサイトがどうしたって？　それに、もう昼の二時だぞ」

　暑苦しいあきらに応えたのは、ぼくの数少ない友達のひとり、金かね本もと悟さとるだった。短い髪を金色に染め、目つきは悪く、痩やせていてひょろ長い。

　こいつとは中学時代からのつき合いで、高校でもクラスメイトになった。遠慮のない間柄だけど、お世辞にもいいやつだなんていえない。普通知らないようなマニアックなことをよく知っているので、一目置いてはいるのだけれど。

　今朝いきなり電話があって、久しぶりに遊びにくるといってきた。新作のゲームを持ってくるという。ぼくの好きな戦略カードゲームだったので、喜んでＯＫを出したのだ。

「……げ！　な、なんであんたがいるのよ。あたしに断りもなく」

「親友の家に遊びにきてなにが悪い。つーか、未いまだにそっから入ってんのかよ。ガキか」

　あきらは如によ実じつに嫌な顔をする。あきらと悟も中学時代からの知り合いだが、双方とも嫌いあっている。あきらは悟の嫌味なところが嫌いだというし、悟はあきらの女らしくないところが嫌いだという。

　睨にらみ合うふたり。ぼくの頭の中では、雌めすライオンとジャッカルが威い嚇かくし合っている図が浮かんでいる。

　このままでは埒らちがあかないので、ぼくはあきらの肩を掴つかんでベランダに押し出す。

「なによなによまこと！　あいつ追い出せばいいでしょ！」

「そんなことできないよ。とにかく今日は、悟と遊ぶから」

「この裏切り者！　浮気もの！」

　鼻息が荒いあきら。やっとベランダに押し出したけど、油断すると部屋に飛び込んできそうだ。悟さとるととっくみあいの喧けん嘩かでも始められたら困る。中学時代に何度かそんなことがあって、ぼくが仲裁に入って大変だった。

「あ、そうだ。悟ってさ、インターネットに詳しいから。ＨＴＭＬを教えてもらおうと思ったんだよ。これから勉強！」

　とっさにそんなことを口にした。嘘ではない。悟はインターネットのことにはやたら詳しいのだ。某巨大掲示板にも、スレッドを立てたり書き込みをしたりしているらしい。

「ＨＴＭＬだったら、あたしだって知ってるし！　あんなやつに教わることないじゃない！　それに、サブだっているじゃん！」

　サブはいま、押し入れの中。静音仕様だけあって、微かすかな音も気配もしない。

「だってあきら、いつも遊んでばかりじゃん。昨日だって、朝までゲームしてたし。それに、あきらのために勉強するんだからね」

　ぼくは小声でそう諭さとす。

「うー。納得できないなー。……じゃあ、あたしも男友達と遊びにいっちゃうから！」

「うん。今日はそれで頼むよ。ちゃんとホームページ勉強しておくからさ」

　ぼくがそういうと、なぜかなんともいえない複雑で微妙な表情を浮かべるあきら。くしゃみが出そうで出なかった不発の顔、といえばいいか。

「じゃあね。暑いから閉めるよ」

　ぼくはそういって、ヘンな顔のあきらをベランダに置いたまま、部屋に入ってガラス戸を閉めた。レースのカーテンも閉めると、ベランダでどすん、というおおきな音が鳴った。

「……いいのかよ、まこと。なんかいじけてねーか、安良城あらきのやつ」

「なんだろうね？　でも大丈夫だよ。続きやろ！」

　人気の戦略カードゲーム。たくさんのカードの中から自分だけのデッキを組み、勝負をする。三戦やって、一勝二敗。ぼくは格闘ゲームやアクションゲームで負けてもなんとも思わないけど、こういう頭を使う戦略系のゲームで負けると熱くなる。

　ゲーム機のコントローラーを握り締め、テレビ画面を睨んでデッキを組む。さっき負けたばかりだから、また組みなおしだ。

「ったく、相変わらずなのな、お前ら。とくにお前。いつか捨てられるぞ」

「ふーん」

　絨じゆう毯たんにだらしなく寝そべって、茶髪の頭をかく悟の言葉には耳を貸さない。いつもの気を逸らせようとする作戦なのだ。

　悟と決めたルール。デッキ調整時間はきっかり一○分。時間は無駄にできない。

「まあ、相手がアレじゃあ仕方ねーか。いい加減、おとなしくならねーのかね、あいつ。見かけだけは、昔からいいのにな」

「まあね」

「お前、未いまだにあいつにプロレスの技とかかけられてんの？」

「……うん。最近は、なんか柔術とか、格闘技系の技。柔道の授業で教えてくれたけど、落ちるってどういうことか、すでに知ってたよ。経験してるから」

「うはっ。マジに気失わされてるのか？　気をつけろよ、癖になるっていうぜ」

「そ、そうなの？　あきら、たまに加減忘れるからなあ」

　あきらのお父さんがプロレス好きで、あきらは思いっ切り影響を受けていた。小学校の時の作文で、将来の夢は女子プロレスラーのチャンピオンになること、なんて発表していたくらいだ。

　たまに、プロレスや格闘技の雑誌を持ってきて、ぼくに説明してくれる。今どんな選手が注目なのかとか、選手と選手にどういう因縁があるかとか。対戦成績表の○が勝ちで●が負けだとか、ＴＫＯというのは危険だと判断してレフリーが試合を止めることだとか、知らなくてもいいようなことまで教えてくれた。

「しかしまあ、羨ましくもあるがな。抱きつかれたりしてるんだろ？　気を失わされるくらい、ぎゅーっと。あのナイスバディに」

「……な、なにいってんの？」

「思春期の男子にとっちゃ、たまらねーぜ。エロティック！　そうだろ、まこと」

　ケケケケという特徴のある嫌な笑い声をあげながら、悟さとるは細く長い指で、ぼくのおでこを強く押した。あきらが大嫌いな笑い声。ぼくもあまり好きではない。かなり不気味だ。

「し、知らないよ。そんなの悟だけだろ」

「とぼけんなよ。最近出るとこでっぱってきてるじゃねーか、安良城あらきのやつ。お前だって、異性としてなんか感じることあるんじゃねーか？　ん？　んんー？」

　悟がいわんとしていることはわかる。健全な男子として、それは当然のことだろう。

　でも、実際は気を失わされるような酷ひどい目に遭あっているのである。感じることといえば、命の危険くらいである。

　悟の指を乱暴に払って、テレビ画面を睨にらむ。

「ケケケケケ。なに照れてんだよ。ガキだな、お前は」

「うるさいなあ。ちょっとは黙っててよ」

　まずい。全然集中できない。悟の術中にはまっている。

「待ってる間、暇なんだよ。あ、そうだ。そういやサブカル研の宿題やってるか？　九月の文化祭で売る本の記事。ちゃんとネタ考えてんのか？」

　悟に誘われて入部したサブカルチャー研究部の唯一の存在意義である、研究結果報告書『アトランティス』。しっかりとオフセット印刷されたＢ５サイズの分厚い本を一冊もらったけれど、まだ全部読んでいない。本棚の上に放置しっぱなしだ。文章量がハンパではなく、ときおり挟まれる挿さし絵えもお世辞にも巧うまいとはいえないものだったので、かなりきつい。それにくわえて、内容もかなり痛い。

　この本の最新号に、ぼくは記事を書かなくてはいけない。それが部員の務めなのだ。

　ちなみに、誘われて入ったはいいけど、ぼくはいまだにサブカルチャーがなにを意味しているのかよくわかっていない。ごく一部の人々から情熱的な支持を集める、マイナーな文化。確か部長はそう説明してくれたけど、抽象的すぎて、やっぱりよくわからない。

　そういえば、ネットアイドルというのもサブカルチャーなのだろうか。

「……うーん。悟さとるはどうするの？」

「ネタはネットで探すさ。エロ担当」

「な、なんだよそれ。さっきから、エロエロって……」

「サブカルチャーには、そういうのも必要ってことさ。エロ・グロ・ナンセンス。『アトランティス』には、とくに必要だと思うぜ。あんな文章メインのわかりにくい本、誰も買わねーって」

「うん。ぼくもそう思う」

「だからエロさ。萌もえだってサブカルチャーだしな。コスプレとかフィギアとか、ネットアイドルとかな」

「うっ」

　言葉に詰まってしまった。

　意識せず、視線が押し入れに向かう。あの中には、ネットアイドルと超常現象に限りなく近い存在がしまわれている。

　どうも悟は、無意識にぼくの頭の中を覗のぞくのが得意らしい。ぼくがひとりで街にでかけていても、悟とばったり出会うことがよくある。ぼくが生まれて初めて行く場所にも、姿をあらわしたこともある。そんなとき悟は決まって、「やっぱここにいたか」という。

　もしかしたら悟は宇宙人か超能力者なんじゃないかと、たまに本気で思うことがある。

「おし！　時間切れ。次の勝負行くぜ！」

　悟はいきなりそういうと、勢いよく身体からだを起こし、素早くコントローラーを手にした。

「え、ええーっ!?　まだデッキ組めてないよ！」

「決めただろう、デッキ調整時間は一○分って。だらだらやるのは嫌いなんだよ。始めるぜ！」

「そ、そんな……。あーっ、まだ編集中なのに！」

　ケケケケと笑って、悟はゲームをスタートさせる。

　結局ぼくは、悟の術中から逃れることはできなかった。お蔭で、対戦成績はとても無惨なことになってしまった。



    

  
    
      
第四話　デビューしたはいいけれど
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　深夜一時。ぼくは自分の部屋で正座しながら興奮していた。

　隣にいるあきらも、立ち上がって興奮していた。

　あきらは学校の制服の冬服を着て、髪の毛をしっかり後ろに縛っている。いつもは緩めているネクタイも、しっかり締めている。

　なんでも、これが正装なのだそうだ。ぼくは普段着だけど。

「ほんじゃま、行きまっせー？　心の準備はいいですかい？」

「イエーイ！　おっけー！」

「う、うん！　ていうかあきら、声でかい。夜中なんだから」

「むぐ！　メンゴ！」

「ほいでは行きまっせー！　全世界に向けて、回線接続ー！」

　ぼくたちの前に立つサブは小声でそう叫びつつ、満面の笑顔で、右手は腰に、左手は指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させたヘンテコなポーズを取った。

　額のブルーランプが、グリーンに変わった。

　で、それだけだった。

「……ええと？」

「あっはっはっは。まあ、こんなもんすわ。今までグローバルには開放してなかったコンテンツを、コンフィグ変えて開放しただけっすからねえ」

「そ、そう。よくわかんないけど。でも、これで……」

「はいな！　全世界のどこからでも、あきらさんのホームページが閲覧可能になった、っつーことですわ！」

「おっしゃー！　ネットアイドルデビュー!!」

　まるで実感がないけど、そういうことらしい。

　ついさっき、あきらのホームページが完成した。

　サブに協力してもらって、ぼくが一週間かけて仕上げたのだ。

　ブログという日記形式のシステムではなく、ごく普通のホームページの形式にした。他にもページを管理するコンテンツ・マネジメント・システムという便利そうなものをサブに説明してもらったけど、よくわからなかったので今回は見送った。

　画面のサイドにメニューがあって、写真のギャラリーやプロフィールや掲示板などのコンテンツがあるという、一般的な構成。それでも、わかりやすく可愛らしくデザインできたと自負できる。

　トップページのあきらの笑顔は、とても清潔感があって綺き麗れいだ。

　その笑顔だけでほとんどなにも手伝わなかったあきらは、さっきまでぼくのベッドに寝そべってマンガを読んでいたけれど、ついにやってきたこの時に、心躍おどらせている。

「ウフフフフ。カウンター回るかなー。どんだけアクセスあるかなー。楽しみー」

「最初はそんなにないんじゃない？　一日一〇〇件アクセスがあったら、ネットアイドルだと認められる、ってどっかに書いてあったね」

　カウンターというのは、ホームページの最初のページにつけられたもので、来訪者の数を数えるものだ。

「おおっと、忘れてもらっちゃあ困りまっせー。わいは世界最大のネットアイドルポータルサイト、ネットアイドル☆バトルロイヤルのサーバなんでっせ！　すでにいくつもの有名検索エンジンに登録申請しましたわ。キーワードは、ネットアイドル、女子高生、美少女、セーラー服、三つ編み、アルバム」

「……うわあ。なんかそれって、いかがわしくない？」

「いやあ、まことさん、ネットアイドル業界は競争率高いんでっせー。ＳＥＯ、つまり検索エンジン最適化の工夫は重要なんすわ。コスプレとか、メイドとか、限界ギリギリのライバルは多いですからねー」

「ねえ、サブ。ネトア・ロイヤルには、ランキングとかもあるんだっけ？」

　あきらはぼくの机の椅い子すに座り、後ろに縛った髪をほどきながら、カチカチとマウスをクリックする。

「ええ、そりゃーもっちろんっすわ。ウチはそれがメインでっせー」

「それって、やっぱアクセス数で決まるわけ？」

「鋭いですなー、あきらさん。ですが、実はそれだけじゃないんすわ。特別審査員の審査とか、まあ色々な要素がありますわ。基本はアクセス数ですがね。これがないと話になりまへん。ですが、当面はあんまし考えなくてええんじゃないっすかねー。まずはコンテンツを増やしたり、頻ひん繁ぱんに更新したりして、リピーターの心を掴つかむことですわ」

　これで終わりだと思っていたけど、実際はこれからがスタートなのだ。

　そう思った途端、肩が重くなった。

「やるからには、チャンピオンを狙ねらいたいわね！」

　あきらのまぶしいくらいの笑顔が、ぼくを照らした。

　やはりそうきたか。あきらの負けず嫌いは、たいていの場合、災難となってぼくに降り注ぐことになる。

「さっすがあきらさん。その意気ですわ！　そのためには、ちょっと他とは違うコンテンツが必要かも知れませんなあ」

「他と違うって？　ど、どんなのを？」

　なんか嫌な予感がする。

「そうですなあ。イラストとか、小説とか、ポエムとか、料理とか、占いとか。個人売買しとるひともおりますし、自作の曲を公開しとるひともおります。アクセス数が高いホームページは、みなさん趣向を凝こらしておりますわ」

「そう。じゃあ、全然足らないわね、このままじゃ」

「いやいやいや、このホームページ、結構ええ感じだと思いまっせ。なにしろ素材がいい！　まことさんのデザインセンスも、なかなかよろしいですわ」

　ちょっと照れる。でも自分でもよくできたと思う。スタイルシートも使ってみたし、簡単なＪａｖａＳｃｒｉｐｔも使ってみた。もちろん、専用のツールを使っているし、サブに教えてもらいながらだったから、すべて理解して作ったわけじゃないけど。

　でも、佐さ藤とうさんにこの力作を教えることができないのは寂しい。

　ネットアイドルのホームページだなんて、あまりにも恥ずかしい。ぼくが作ってるだなんて、誰にも知られたくない。

　あきらやサブには悪いけど、こういうのってちょっと胡う散さん臭いような気がする。

「どんなのが人気あるんだろ。上位のひとたちのホームページ見てみよっか」

「うーん。参考になるかなあ……」

　ぼくは参考にしようとして、実はもう見ていた。だから、知っていた。

　山の高みを。

「……うわあ」

　しばらくいろいろなホームページを見ていたあきらが、そう呻うめいた。

　確かにトップテンのネットアイドルは、アクセス数が尋常じゃない数値だった。それに、とても可愛かった。

　そして、かなり個性的だった。

　あまりにも個性的すぎて、ぼくはついていけなかった。

　ヤンキー系、お姉さま系、妹系、お嬢様系、獣けもの系、自傷系、ゴシックロリータ系、コスプレ系。外国人のものもあった。二人組や五人組もいた。

　これって一八禁なんじゃないだろうか、ってくらいのキワドイ写真もいっぱいあった。握手会とかサイン会とか開催したり、撮影会やコンサートまでやっているところもあった。

　しかも掲示板を覗のぞくと、ものすごい量のアツイ書き込みがある。

　こういうのもサブカルチャーと呼ぶのかも知れない。これは、住む世界が違うな、と思った。すくなくとも、あきらが好みそうな世界ではないと思った。

　思ったのだが。

「燃えてきたー！　負けないわよ、こいつらには！」

　あきらは制服の上着を脱ぎ捨て、椅い子すの上に立ちあがると、片足を机の上に乗せて、拳こぶしを握り締めてそう叫んだ。

　とても楽しそうな笑顔だ。その笑顔で、ぼくは何度窮地に立たされたことか。

「まこと！　あんたもなんか考えて。アクセス数アップのアイディアを！」

「ほ、本気なの？　気持ち悪くない？　ファンって、大人とかもいるんだよ？」

「どっちかっつーと、三○代とか二○代が多いですな。一○代はあんまりいませんすわ」

「ほ、ほら。……怖くない？」

「ちっとも！　それに三○代の方がお金持ってるじゃない！」

　なに邪悪なことをいってるんだ、この娘は。

「せっかくサブもいるんだから。協力してくれるわよね？」

「ええ、もっちろんですわ。わいだって、あきらさんに人気者になってもらいたいんですわ。実はですね」

　コホンと、わざとらしく間を置いた。

　ロボットのくせに、コホンってなんだよ、って思った。

「ご存知かもしれませんが、ウチはアクセス数に応じて報酬が貰えるシステムなんですわ」

「そういえば、そんなこと書いてあったっけ」

「そうよ、報酬！　お金もらえるの!?　いくら!?」

「あきら……。がめついよ」

「あっはっはっは。えーとですな、ネトア・ロイヤルには巨大なスポンサーがおりまして、アクセス数に応じた報酬が、専用のカードに振り込まれやす。でもって、ネトア・ロイヤルと提携を結んでいるインターネットショップでお買い物ができるんですわ！　週締めで、その週にあったアクセス数かける○・一円がチャージされまっせ」

「すごい！　じゃあ一○○○万アクセスあったら、一○○万円ね！」

「一週間じゃ、そんなにこないよ……」

「いやいやいや、そんくらい行くこともあるんですわ、実際。で、他にもわい専用の特典がありまして、アクセス数に応じて、パワーアップアイテムが支給されるんですわ！」

「どんなの？　チェーンソーとか？」

「……な、なんでチェーンソーなんだよ」

「あっはっはっは。まあ近いですな。わいにとって実用的なもの、といっておきましょう。謎があったほうが、わいの魅力もあがるでしょ？」

　そういって、サブは脚あしを交差させて細い腕うでを組んで胸を張った。

　今さら謎がひとつふえたところで変わらないと思うけど。なにしろ、存在自体が謎なんだから。

「とにかく、あたしとまことが頑張れば、サブも得をするのね」

「はいな。その通りですわ！　あ、最初は新人さんということで、メインコンテンツの新人さんコーナーに載りますんで、アクセス数が期待できまっせ。ウチのメインサイトは、すっごい人気っすからねえ。ガリガリきてますわー！」

　サブの額ひたいにあるオレンジのランプとグリーンのランプが、ピカピカ点滅している。

「わ！　ほんとだ。もうアクセス数、三○○越えてるわ！」

「ええーっ!?　すごいじゃない。あ、掲示板に書き込みあるかも」

　あきらの背中越しにモニタを見る。あきらが掲示板をクリックすると、そこにはもう数十件の書き込みがあった。



『あきらちゃんはじめまして！　宇宙一可愛いコ発見！　ブックマークしましたよ～。応援しますので、頑張ってください！』

『はじめましてあきらさん。ネトア・ロイヤルの新着リンクのほうから来させて頂きました、さだきちと申します。アルバムの写真、とても可愛かったです！　それで、あきらさんをモデルにイラストを描きたくなりました。あきらさんのアルバムにある写真をもとに、描かせていただきたいのですが、どうでしょうか？　是非ご検討のほどよろしくお願いします』

『めっちゃかわいいでっすね！　もっと更新してください！　応援してます～！　これからもよろしく～！』

『うわ～かっわい～ね！　応援してるんで、がんばってねぇ～！　ムププ！』



　ざっと流し読みしただけで、くらくらしてしまった。

　そしてもっともぼくを驚かせたのは、この書き込みだった。



『写真の場所、知ってますよ！　こんな近くにこんな美少女がいたなんて！　街であったら握手してくださいね！　応援してます。また！』



「ど、どうしよう！　まずいよねえ、これ。絶対まずいよねえ……」

「まあ、このくらい普通ですわ。万が一ストーカーとか出ましても、わいがガツーンとやりますから、安心してくださいな！　ネトア・ロイヤルのレンタルサーバは、ボディーガード兼用ですわ！」

　サブは誇らしげにそういって胸をゴインと叩たたいたけど、そんな細い腕うででなにができるというのだろう。ロボットなのに、全然強そうに見えない。ぼくよりは強そうだけど。

「あははは。なんだかディープな世界ね。よっし、とりあえず返信しなくちゃ」

「え？　するの？　やめちゃってもいいんだよ？」

「バカいわない！　初めてのお客さんだよ！　しっかり心を鷲わし掴づかみにするのよ！」

　どうやら、あんな書き込みでも嬉しいみたいだ。腕まくりをして、キーボードに指を走らせる。

　そういえば、あきらはあんなに可愛いって連呼されることなんてなかった。いつも元気で大暴れするから、「黙ってれば可愛いのに」とか、「動いてなければ美人なのに」とかいわれてばかりだったのだ。

　写真を撮ったのはぼくだし、ホームページのデザインを褒ほめてくれる書き込みを見つけると、ちょっと嫌な気はしない。

　あきらが書き込みすると、掲示板に反応があった。追いつかないくらい、書き込みが増える。

「ち、ちょっとこれは困ったわね。こんなに一気にくるもんなの？」

「いやー、これは素晴らしい反応でっせ！　いきなりこの人気は、なかなかないっすわ。あきらさん、これはアクセス数、かなり期待できますわ！」

「そう！　じゃあ、あたしも気合い入れないとね！　まこと！　交代で返信するわよ！」

「え、ええーっ!?　ぼくが？　あきらになりすますの？」

「まことの方が、可愛い書き込みできるでしょ？　わー、すごい！　相互リンクのお願いだって」

「自動でエントリしときまっせ。ぽちっとな！」

「サブって便利ねー！　大好きよ！」

「あっはっはっは。照れますがなー」

　照れるレンタルサーバ。

　なにはともあれ、あきらはネットアイドルとして世界デビューしてしまったのだ。

　これからが色々たいへんだろうけど、頑張って乗り切ろう。
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　夏といえば、海である。

　毎年あきらの家族とぼくの家族で、海水浴にでかけるのが恒例だ。ぼくのお父さんの会社の保養所が逗ず子しにあり、土日を挟んだ二泊三日で遊びまくるのだ。

　朝早くに出発し、二時間かけて到着。保養所になっているマンションの一室に荷物を置いて、水着に着替えると、ぼくとあきらとお姉ちゃんの三人で海岸へ走る。

　ぼくの年の離れた姉、西にし島じま加か奈な子こは、バリバリのＯＬだ。ショートカットの髪を明るく染めて、スタイルもいい。優しくて真面目で、ぼくの自慢の姉だ。仕事が忙しくて、あまり家にいないのが寂しいけど。

　お姉ちゃんは、あきらのことを妹のように可愛がっていた。あきらも、バリバリ働くお姉ちゃんのことを尊敬していた。

　砂浜はすでに太陽に照らされて熱くなっていて、とても素足では歩けない。

　眩まぶしくて目が開けられないくらいの、素晴らしい晴天。

　海は都心に近いだけあって汚れた色をしているけど、この際目をつぶろう。太陽の光を反射して、それなりに綺き麗れいだし。

「うしゃーっ！　夏がきたーっ！　って感じね！」

「あいかわらず、すごいひとだね」

「よーし！　仕事のストレス発散するわよー！」

　黒いビキニを着けたお姉ちゃんがそう叫んで駆け出すと、あきらも追いかける。

　ぼくはそんなふたりを微ほほ笑えましく見送ると、海の家でプラスティック製の寝そべることができる広い椅い子すを借りた。肌が赤くなってしまうから、日焼け止めをしっかり塗り、パラソルの日陰の中で海風にあたりながら、のんびりと読書をする。この日のために、図書館で本を何冊も借りてきたのだ。

　海へ飛び込んだふたりがはしゃぎまわるのが見える。

　波の音、潮の香り、雑踏の声、ぬるい風。

　実に優ゆう雅がだ。お姉ちゃんがいるから、あきらの相手をしなくて済む。

　と思って油断してたら、そうはいかなかった。

「こらまことー！　海になにしにきてるのよ。ちょっとは泳ぎなさいよ！」

　濡れた髪を後ろに縛り直しながら、小麦色の健康そうな肌に焼けてきたあきらがやってきた。白いワンピースの水着。去年に比べてかなり発育したあきらを、なんだか照れくさくて直視できない。

「ぼくはいいよ。あんまり泳げないの知ってるでしょ。優雅に読書するんだ」

「だめーっ！　いいから泳ぐ！　ほら！」

　強引に腕うでをひっぱられる。腕が柔らかい胸に触れているけど、あきらはそんなことは全然気にしない。でも、こっちもそんなことを気にしている余裕はない。

　たくさんの海水浴客をよけて、乱暴に海へドボン。塩辛い水が、鼻から口に入る。

「ぼぐぱああああ！　いだいいだい！　だにずるんだよ、あぎらぁ！」

「あはははははは。まこと、バッチイ！　鼻水出てるわよ！」

　やっと息が落ち着いたと思ったら、今度は背後から足をすくわれた。

「よしまこと！　水泳の特訓よ！」

「や、やめてよお姉ちゃうばわああああああ!?」

　しばらくそんな感じで二人に弄もてあそばれたあと、お父さんたちと合流して昼食。美お味いしい海鮮丼を食べると、砂浜へ戻る。

　お姉ちゃんがお父さんたちと話し込んでいる間、ぼくはサブから借りたデジカメで、海ではしゃぐあきらの写真を撮りまくった。

　ちゃんとネットアイドルのことも考えているのだ。

　ちなみにサブは、家でお留守番だ。

　森林公園の撮影会で見せてくれたオレンジ色のビキニとか、背中の開いたピンクのワンピースとか、スクール水着とか、あきらは水着をたくさん持ってきていた。更衣室で次々と着替えてきて、海で泳いだり砂浜で寝そべったり。

　最初は楽しかったけど、なんだか自分が変態男のような気がして、だんだん恥ずかしくなってきた。ひとの目が冷たく感じる。

「仕方ないなー。じゃあ、加か奈な子こさんに頼む？」

「うん。お姉ちゃんに頼もう」

　昼間からお酒を呑んでるお父さんたちの隣で、椅子に寝そべっていたお姉ちゃんのところに行って、事情を話す。お姉ちゃんも、ちょっとお酒臭い。

「おっけー！　あきらを激写すればいいのね。青春の思い出ね！」

「加か奈な子こさん、めっちゃ可愛くお願いします！」

「ウフフ。わたしに任せなさい！」

　ふたりが仲良く走り去ったので、お姉ちゃんの椅い子すに代わりにぼくが寝そべる。

「まこと。お前もあきらちゃんと一緒に泳ぎに行かないのか？」

「いいんだよ、お父さん。あきらにつきあってたら、体力持たないんだ」

「今からそんなんでどーすんだ？　ちったあ体力つけたらどうだ」

　そういうぼくのお父さんは、ぐったりしながらビールとか呑んでいる。最近白髪が増えてきて、お腹も出ていてちょっとカッコ悪い。

　あきらのお父さんは若くて快活で、身体からだも引き締まっていてカッコイイ。見比べると、なんだか恥ずかしい。でも、仲はとてもいいみたいだ。お母さんどうしも、仲がいい。

　大人は大人の会話をしているので、ぼくは読みかけの本を手に取り、安心して読書に入った。やかましいあきらもいない。至福のとき、再び、だ。

　だがしかし、またしても油断大敵。うたた寝をしていたら、いきなり水着をずるりと剥はぎ取られた。

「う、うわーっ!?　なにするんだよお姉ちゃん！　エッチ！」

「ナイス加奈子さん！　あはははは。まことのその顔もらった！　激写！」

「この海パンももらった！　男なら、取り返してみなさい！」



    

  
    
      



    

  
    
      「や、やめてよあきら！　なにいってんだよ、お姉ちゃん！　やめてーっ！」

　忘れていた。普段は優しくて大人しいお姉ちゃんだったが、あきらと合わさると、調子に乗って無茶苦茶をやるのだった。

「男なんてみんな死んじゃえー！　うらあーっ！」

　ぼくの水着をぶんぶん振り回して海へ走るお姉ちゃん。酔っている、というか、かなりストレスが溜まってたみたいだ。

　そんな感じで昼間は海で遊びまくり、夜はバーベキューをしたり、カラオケに行ったり。翌日は、鎌かま倉くらの大仏を見に行ったり、江ノ島に行って野良猫に餌をあげたり、水族館に行ったり。

　朝早くから夜遅くまで。充実しまくった。一日が、とても長く感じる。

　美お味いしいお刺身を食べながら、暑い部屋の押し入れにこもっているはずのサブに悪いなあ、とか思う。

　熱暴走とかしていないといいけど。クーラーがあるから大丈夫かな。
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「たっだいまー！　サブ、元気してた？　って、暑っ！」

　ぼくといっしょに部屋に乗り込んできた小麦色のあきらは、あまりの部屋の暑さにむせた。いくら午後の陽ひ射ざしが強いとはいえ、いくらなんでも暑すぎる。

　そんな部屋の中央で、レンタルサーバのサブがぐったりと座り込んでいた。

「う、うわーっ!?　サブ、大丈夫!?」

「……あ、まことさん。お、かエり、ナサ、イ」

　額のランプがぴかぴか点滅しているから、壊れてはないみたいだけど、かなりの重症に見える。関節が軋きしんでいて、動きが悪い。ところどころ、身体からだが窪くぼんでいる。

　ぼくは急いでクーラーのスイッチを入れ、温度設定を一九度にして風量をマックスにした。軽い振動とともに、冷たい風が流れてくる。

　クーラーが直接あたる場所にサブを移動させようとしたあきらが、悲鳴をあげた。

「熱っ！　サブ、本当に大丈夫なの？　壊れてない？」

「い、いやあ、すんまへん。クーラー入れることもできまへんでしたので、じっとしておったのですが、さすがにこたえますわ……」

「ばかだなあ、サブ。クーラー使ってもよかったのに！」

「いえいえ。頑張ったんすけどねえ、ここまでこうなってまうとは……。ああ、クーラーの冷気が身に染み入りますわー」

　ずずず、と這はうように移動して、クーラーの冷気を浴びるサブ。

　なにを遠慮することがあろうか。ぼくの部屋は南西向きだから、クーラーをつけていないと溶けてしまうくらいの暑さになる。夏はクーラーがないと、生存不可能な部屋なのだ。

　あきらとふたりで、ノートでぱたぱたと扇おあいであげながら、海の話をサブにする。写真もいっぱい撮ってきたから、あとで加工してホームページに載せよう。

　トントン、とドアがノックされた。この優しいノックの音は、お姉ちゃんだ。

　あきらが慌ててサブを机の下に隠そうとして火傷やけどしそうになったので、迷わずベッドの上にあったタオルケットをぶっかけた。それを確認すると、ぼくはゆっくりと、ドアを少しだけ開ける。

「あ、お姉ちゃん。な、なに？」

「なんか届け物だって。お隣さんが預かってたの。うちの住所なんだけど、あきら宛あてみたい。なんだろ？」

「え？　なんだろう……」

　不思議そうな顔をしたお姉ちゃんから、ダンボールの箱を受け取る。少し重い。宛名は確かに安良城あらきあきら様。

　送り主は、紅い薔ば薇らのひと。

　もちろん、そんなヘンテコな知り合いはいない。はずだ。いくらあきらでも。

「え、ええと……。イタズラかな？」

　背後からあきらがやってきて、ぼくの手から荷物を奪うと、乱暴にがさがさ振り回す。

「あ、あきら！　危ないよ！」

「だいじょーぶよ。ありがとう、加か奈な子こさん！　これ、あたしが頼んだものなの」

「なあんだ、そうだったんだ。ちょっとびっくりしたわ」

　安心したように笑うと、お姉ちゃんはドアを閉めて行ってしまった。

　でもぼくは、まだ安心できない。あきらが嘘をついていることを知っているからだ。あきらは嘘をつくとき、絶対に相手の目を見ない。

「ね、ねえあきら。それって大丈夫なの？　もしかしたら、ホームページを見たファンからのプレゼントとか。イヤガラセとか……」

「サブ。どう思う？」

「……はいな。ちょいと見せてくださいな」

　ぼくの心配をよそに、ずるりとタオルケットを払ったサブに、あきらはダンボールの箱を渡す。

「ありゃー……。これは、アレですわ」

　サブが四角い顔に困った顔を浮かべて、ぼくたちを見る。

「え？　やっぱりまずいの？」

「ええ、ちょっとまずいですわ、コレ」

「ええーっ!?　ま、まさか、ば、爆弾とか？」

「そんなわけないでしょ！　ねえサブ、なにがまずいの？」

「紅い薔薇のひと。このひとなんすけど、有名人なんですわ。ネットアイドル業界の」

　そんな業界あるんだ。あんまり知りたくない世界だ。

「で、なんなの？　この紅い薔薇のひと、って」

「えー、なんというか、恥ずかしい話なんすけども。このひと、実は……」

「実は？」

「ネトア・ロイヤルの、関係者なんですわ。ポータルサイトの運用しとりますところの、システムエンジニアなんすよ。これがまた、趣味が高じて仕事になった、みたいなひとでねえ、とにかくまあ、美少女が好きなんですわ。それで気に入られようと、住所を勝手に調べて、プレゼントを送ってきたんでしょうなあ」

「ええーっ!?　それって職権乱用だよ！　犯罪だよ！」

「ええ、まあそうですわなー。普通でしたら、厳重に処分されちゃいますわ。でも、恐ろしいことにこのひと、会社の重鎮の息子なんですわ」

「それで有名人、か。あたしの他にもあったんだ、こーゆーこと」

「噂ですけどね。いきなり紅い薔ば薇らの花束が贈られた、とか聞いたことありますわ」

「うわっ。さいてー……」

　ぼくの恐れていたことが現実になった。こういう危ないひとも多いのだ、インターネットの世界には。

「じゃあ、とりあえず開けてみよっか。薔薇とかじゃなさそうだし」

「え、ええーっ!?　やめなよあきら！」

　ぼくが止めようとしたのに、あきらはもうペリペリとテープを剥はがしている。

　だけど、そのダンボールの箱の中に入っていたのは、ビニールの梱包材と、有名メーカーのデジタルビデオカメラの箱だった。

　予想外だったので、ぼくは逆にびっくりした。

「あら。なにこれ、最新型のやつじゃん！　嬉しいんだけど！」

　がさっ、と箱を取り出すと、ぱらりとなにかが落ちた。

　かわいいピンクの封筒と、しおれた紅い薔薇が一輪。

　封筒の表には、あきら様。裏には紅い薔薇のひとより。と、あまり上手ではない細い字で書かれている。

「こ、これは……なにかしら？」

「ラブレター、といってもいいかも知れませんわ。噂によると、かなり妄想、激しいらしいでっせ……。読まないで捨てた方が、精神衛生上よろしいかも知れまへん」

　あきらはぼくにデジタルビデオカメラの箱をぽい、と渡すと、しおれた薔薇をゴミ箱に放り込み、サブの忠告も聞かず、封筒を躊ちゆう躇ちよなく開けた。

　あきらの背後から恐る恐る手紙を見ると、薄桃色の可愛らしい便びん箋せんには、細い字がたくさん書かれていた。



　　始めまして、マドモアゼルお嬢さん。いや、あきらさん。リビドーがバイブレーショ　ンするくらいエキセントリックな感じで今ヤバイ。

　　いい名だ。ビューティフルなフレーバーが、まるで宇宙全体に漂っているようだ。

　　ミーの名は、紅い薔ば薇らのひと。お好きなように呼んでもらって構わない。連呼したっ　て構わない。できれば毎晩就寝前につぶやいて欲しい。だけどアイムソーリー。私の本　当の正体は、あるのっぴきならない事情があってあかせない。心が痛いぜ。

　　突然のいきなりでとても非常に申し訳ない。キミのホームページを思う存分閲覧させ　ていただきました。端から端まで読み尽くし、リロードボタンを連打しまくって、私の　ライトハンドは腱けん鞘しよう炎さ。でも、私のラヴは永遠不滅さ。エターナルラヴなのさ。

　　同封したビデオカメラは、自由に使ってくれて構わない。なに、私にとってはたいし　たことのないものだ。遠慮なく、かつ心置きなく、自由自在に使ってくれて構わない。

　　そして、できれば、キミが動く姿を見てみたい。躍やく動どうする笑顔が見たい。つまりムー　ビーが見たい。動画が見たい。許してくれ、私のこのわがままを。だが、それを望んで　いる人間が、この大宇宙には何兆人もいるのだよ。

　　あきらさん、アイラヴユー。アイウォンチュー。アイニーデュー。今ここで筆を置く　が、いつでもまた筆を取るだろう。おもむろに、そして躊ちゆう躇ちよなく俊しゆん敏びんに。

　　今後とも、よろしく。あなただけの紅い薔薇のひとより。



　長い。長い上に、文章がでたらめで、意味不明だ。妄もう想そうとか、そういうレベルではない。このひと、かなり危ないひとなんじゃないだろうか。

　眩暈めまいがする。

　あきらのホームページは順調だった。まだ載せていなかった写真をアルバムに追加したり、日記を更新するだけで、アクセス数は増えていった。

　掲示板の書き込みは激しく、あきらと交代で返信を書いていた。書き込みの中には、かなり妄想の激しい書き込みもあったらしいが、そういうのは事前にサブがカットしてくれていたから、今までこんな痛い文章には出会ったことがなかった。

「こ、こんなものが届くなんて、怖いね……」

「なにいってるのよ、まこと！　こんなおいしいことはないじゃない！」

「え、ええーっ!?」

　振り向いたあきらの目が、爛らん々らんと輝いている。

　あの無茶苦茶な手紙にも、全然引いてない。むしろ、鼻息が荒い。

「ある意味、認められた、ってことでしょ？　有名人に。それがたとえ変態だったとしても、お金持ってるのなら話は別よ。たっぷり貢いでもらおうじゃないの！」

「あ、あきら……？」

「あっはっはっは。さすがはあきらさんですわ。そうです、その意気ですわ！」

　ヘロヘロだったサブも、元気を取り戻したみたいで、笑顔でそういった。

「よーっし！　じゃあ、さっそく日記の更新しよっかな。掲示板もチェックしなくちゃ！　まことは、デジタルビデオカメラの説明書読んでおいて！」

「え。……これ使うの？」

「お出かけ中にも、アクセス数かなり増えておりますわ。この調子だと、ランキングに入るのも確実っすわ！」

「ランキングって、いつ更新されるの？」

「毎週月曜日でおます。新人さんは、一週目は対象外だったんで、結果は明日っつーことですな」

「おっしゃー！　燃えてきたー!!　まこと、デジカメ出して！　さっそくビューティフルな水着画像を取り込むわよ！」

「え、だって、今ビデオカメラを……」

「そんなのあとあと！　あ、あたしのノートパソコン戻ってきてるんだった。取ってくるわ！　まことはこっちで画像加工して！」

「忙しくなってまいりましたなー。わいも、お手伝いしまっせー！」

　あきらは、脱だつ兎とのごとくベランダから飛び出して行ってしまった。サブは机のよこに座ると、笑顔でぼくを誘う。

　ぼくの不安や心配を毛ほども感じてくれず、ふたりはかなりやる気になってしまった。



　正直、ぼくには判断がつかない。これからどうなってしまうのか、どうすべきなのか。でも、あきらがとっても楽しそうにしているから、ぼくまで楽しくなってきてしまった。

　机の上の液晶モニタに、サブを接続する。旅行バッグの中からデジカメを取り出して、これもサブに接続する。画像を加工するソフトは、もう起動していた。

　不安だけど、嫌じゃない。

　もともと、こういうデスクワークは向いているみたいだし。

　あきらはいつもいちばんを目指すけど、今回だけは、そんなに巧うまくはいかないだろう。だって、ライバルはみんな本格的だ。ホームページはぼくみたいな素人ではなく、ちゃんとしたひとたちが何人か集まって作っているみたいだった。

　だけど、ランキングはぼくも気になる。もしかしたら、もしかするかも知れない。だって、まだ一〇日くらいしか経ってないのに、もうアクセス数は一○万を越えているのだから。

　これって、とてもすごいことなんじゃないだろうか。

　小麦色のあきらの写真は、かなり好評だった。なにしろ女の子の水着の写真なんだから、男だったら誰でも喜ぶだろう。あの悟さとるだって、あきらを見直すかも知れないくらいの威力がある。

　新しくチャットルームを作ったので、夜はそこで会話をする。あきらが油断してプライベートなことを書き込もうとしても、サブがちゃんとチェックしてくれるから、任せっきりでも問題はない。

　少し距離を取って仲良くなった方がいいでっせ、とサブはいう。ぼくも、そう思う。あくまでもインターネット上のアイドルなのだから、現実世界のことは秘密にしておいた方が安全だ。

　オフ会を開きませんか、という誘いもあった。オフ会とは、インターネットで知り合った人たちが、現実世界で会合を開くことらしい。

　とんでもない話だ。ぼくは絶対にだめだといった。どんなひとがいるかわからないのだし、どんな落とし穴があるかわからない。そういう危険なことは避けるべきだ。

　君子危うきに近寄らず、である。



　お風呂から出て、ぼくはベッドの上でデジタルビデオカメラと格闘していた。説明書を読んで、機能を試す。最新型で高機能なやつなので、いろいろなことができるみたいだ。

　紅い薔ば薇らのシールが貼ってあったので、それは気持ち悪いから剥はがして捨てた。

　ベッドの棚に置いてあったぼくの携帯電話が、メロディーを鳴らした。珍しいことなので、ぼくはびっくりしてそれを取った。

　メールが入っていた。佐さ藤とうさんからだ。

　ちらりとあきらを見ると、チャットに夢中になっていて気づいていない。

「くそー！　このサトチンって、嫌なやつだなー」

「あっはっはっは。でも、なかなか的確なこというじゃあありませんか。これも愛でっせ！」

　メールには、簡潔にこう書かれていた。

『こんばんは。今日も暑いですね。海はどうでした？　ホームページの方は進んでいますか？　もしわからないところがあったら、教えますよ』

　ぼくは嬉しくなって、返信を書こうとした。

　ホームページは、用意はできている。あきらのホームページの他に、ぼくはこっそり自分のプロバイダに自分のホームページを載せていたのだ。ぼくが読んだ本を紹介するだけという、地味で人気のなさそうなホームページだけど。全然未完成だし。

　佐藤さんのホームページは、かなり完成度が高かった。

　書店で話した時はよくわからないといっていたのに、トップページにはフラッシュアニメが大きく載せてあって、自作の絵の猫が可愛く動いていた。カウンターや掲示板も設置してあって、オレンジが基調のデザインもとてもよかった。

　猫の写真がメインだけど、佐藤さんの日記やイラストも載せてあった。猫に関してのウンチクのページもあって、とても初心者が作ったなんて思えないくらい楽しめる。掲示板には、インターネットで知り合った友達の書き込みもあった。ぼくも、少しだけ書き込んでみた。すぐに返事があって、ちょっと嬉しかった。

　佐藤さんがここまでちゃんとできるだなんて思っていなかったから、少しショックを受けた。ぼくも、頑張らなくちゃいけない。

　佐藤さんに教えてもらうとしたら、この部屋に呼ぶことになるのかな、とか思ってわくわくしていたら、またしても携帯電話が鳴った。今度はメールじゃない。

　着信相手は、悟さとるだった。

「よう、まこと。元気か？」

「うん。あ、また対戦やる？　デッキ新しく組んだよ。今度は負けない！」

「いや。そうじゃなくてさ。ちょっと気になることがあってな。お前、インターネットとかマジでやってたっけ？」

「うん。ちょっとだけどね。なんで？」

「ちょっと？　ちょっとってどんくらいだよ。ちょっとじゃねーだろ」

「え？　な、なんのこと？」

「ケケケケ。まあいいや。ズバリ訊きくぜ」

「な、なに？」

「お前、ネットアイドルのサイト作ってるだろ。びっくりしたぜ」

　その言葉に、ショックを受けた。

　そうだ、あきらのホームページは、全世界に公開されていたのだ。

　友達やクラスメイトにばれるのは、時間の問題だった。
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　八月第一週の月曜日は、登校日だった。

　それに気づいたのが、前日の深夜二時くらいだったから、ぼくとあきらはかなり焦った。よく考えたら、ずっとネットアイドルのホームページを作ったり、写真を撮りに行ったり、サブと遊んでいたりしていたので、登校日に提出しなくてはいけない宿題が、ちっとも進んでいない。

　あきらに屈くつ託たくのない笑顔で「男らしく諦あきらめよう！」といわれたので、ぼくはその通りにした。今更なにをしようとも、間に合いっこない。居残りで宿題をやらされるかも知れないけど、仕方がない。

　寝不足のまま、朝がきた。

　どんよりとした表情のぼくとは正反対に、あきらが元気よく玄関から出てきた。白いワイシャツに、紺と赤のチェック柄の短いスカート。ネクタイを少し緩めて垂らしている。

「こらー、まこと！　そんな顔じゃあ、せっかくのいい天気が台無しじゃない！」

「……なんでそんなに元気なのさ。ぼくはあんまり眠れなかったよ……」

　心配なのは、宿題だけじゃない。

　電話ではごまかしたつもりだが、悟さとるはぼくがあきらのホームページを作っているということを知ってしまった。ネットアイドルのホームページを作っている、ということを。

　あきらは全然平気だし当たり前だしもっと有名になるつもりだといったが、ぼくは心配で仕方がない。ネットアイドルだなんて、やっぱりいかがわしい。

　もしかしたら、悟以外にも知っているひとがいるかも知れない。先生にばれたら、どうしよう。そんな心配をしていたら、いつのまにか朝になっていた。

　マウンテンバイクに跨またがって、学校に向かう。あきらはしっかりスパッツをはいているので、スカートが短くても安心だ。

　大通りを越えて、二○分で学校に到着。走っているときは涼しいけど、信号待ちしているだけで、汗が出る。自転車置き場に自転車を置くと、もう汗でびっしょりだ。

　いつもとは雰囲気が違う、夏休み中の学校。

「じゃあまこと、ホームルーム終わったら、自転車置き場で待っててね！」

「う、うん」

　あきらの教室の前で別れる。教室に入ったあきらがなにか叫び、喚かん声せいがあがった。相変わらずの人気っぷりだ。

　なるべく目立たないように、廊下の壁際を歩く。なんだか人の目が怖い。自意識過剰なのかも知れないが、女子がぼくを見てひそひそ話をしているような気がする。

　静かに気配を消して教室に入ると、悟さとるが待ち構えていたように出迎えてくれた。細い目が不吉に光っている。逃げ場はない。

「よう、まこと。宿題やったか？」

「……ううん。やってない」

　かばんを机に置いたけど、全然身体からだが軽くならない。むしろ重い。気が重い。

「真面目なお前が、珍しいな。じゃあ、居残り組決定だな。オレはちゃんとやってきたぜ」

「意外だね。不真面目な悟がちゃんと宿題やってきてるなんて」

「まーな。ていうか、更新で忙しいのか？　でもすげーよな、あのアクセス数。一日平均でどんくらいあるんだ？」

　椅い子すに座って一息つこうと思ったのに、その言葉で硬直してしまった。悟はぼくの前の席に座り、あきらが嫌いないやらしい笑みを浮かべて、ぼくを見ている。

「え？　……さ、さあ。わかんないよ」

「かなりいいセンスのデザインじゃん。お前にあんな才能があったなんてな。いつの間にＨＴＭＬマスターしたんだ？」

「勉強したよ、いろいろ」

　ＨＴＭＬはサブにかなり教えてもらったけど、ツールを使ったし、マスターしただなんて口が裂けてもいえないレベルだ。ホームページの技術は、わりと奥が深い。

「ぶっちゃけ、あれだけのもの作れたら、仕事として食って行けるぜ。あれだけセンスいいサイト作れる高校生って、なかなかいねーぞ。見直したぜ」

「そ、そうでもないよ。まだ、わからないこといっぱいあるし」

　チャイムが鳴って、無ぶ精しよう髭ひげでだらしない格好の木き村むら先生が入ってきた。この若い担任の先生は、夏休みだからだらけているのではなくて、いつもこんな感じだ。担当は、倫理。

　まだなにかいいたそうにしていた悟だったが、名残惜しそうに自分の席に戻った。ぼくは、解放されてほっとした。これ以上突っ込まれたら、どうしていいかわからなくなっていたところだ。

　ふと窓際を見ると、佐さ藤とうさんがぼくを見ていた。

　にこりと、笑ってくれた。

　ぼくは、ちょっとだけ救われたような気分になった。



　登校日といっても、授業があるわけではない。

　まずは校舎に挟まれた中庭で朝礼が行われる。日陰になっているのでまだましだが、お喋しやべり好きの校長の、気が遠くなるほどつまらない話を延々と聞かされ、意識が朦もう朧ろうとする。まるで拷ごう問もんだ。

　このまま意識を失って、目が覚めたら夏休み一日目に戻っていたらいいな、とか虚むなしい妄もう想そうをする。

　長い朝礼が終わると、ロングホームルームだ。担任の木き村むら先生はいいかげんなひとなので、最初に軽く話をしただけで、あとは自由時間。みんな勝手なことをやっている。木村先生は、教壇でうちわを扇あおぎながら読書を始めた。

　教室の真ん中の席でぼんやりとしていると、悟さとるがやってきた。ぼくの前の席の女子は、友達のところへ遠征に行っているので、悟は遠慮なくその席に座る。

「暑いなー、今日も。やってらんねえ。校長の話はなげーし。あれはもう、嫌がらせだとしか思えねえ。家庭が上手くいってねーのかな、あのハゲ」

「ハゲとかいわない。長すぎだったけどね」

　そのまま、ゲームの話とか、テレビの話とか、他愛もない話をする。

　長いつき合いだから、その目を見るだけで、なにかいいたそうにしているのがわかる。でもぼくは、決してそれに触れない。そして、悟もあえてその話題は出さない。たまに意味ありげな笑みを浮かべるだけ。かなり不気味だ。

　弱みを握られたみたいで、居心地が悪い。早くロングホームルームが終わらないかと、そればかり考えていた。こういう時っていうのは、やたら一分一秒が長く感じる。

　やっとロングホームルームが終わったと思ったら、予想通り居残りさせられた。提出しなくてはいけない宿題をやっていなかったからだ。

　悟は無情にもさっさと帰ってくれたので、ぼくとしては安心できた。



　セミの声を聞きながら、ぼんやりとプリントと格闘する。ぼくと同じく居残りさせられたクラスメイトは五人しかいないので、教室は静かだ。窓の外から生暖かい風が、セミの声を運んでくる。

　一時間くらいすると、木村先生がだるそうに教室に入ってきて教壇に立ち、あまり説教らしくない説教をする。これだけやる気のない説教も珍しい。

「ほいじゃまー、今日はこのへんでおひらき。続きは家でやってこい。腹減っただろ？　オレも腹へっちゃったんだよ。お前らがいると、帰れないからなあ」

　木村先生がそういうと、ため息とともに歓声が上がる。いつもこんな調子の木村先生。悟の話だと、この飄ひよう々ひようとしたキャラクターは結構人気があるらしい。

　帰り支度をしていたら、木き村むら先生が机の前にやってきた。近くで見ると、無ぶ精しよう髭ひげが目立つ。

「ま、西にし島じまはいろいろと忙しいだろうからな。でも、夏休みの宿題はちゃんとやっとけよ。応援してるからな」

　木村先生は出席簿でぼくの頭を軽く叩たたき、笑顔でそういって、ぶらぶらと手を振って教室から出て行ってしまった。

　頭の中が真っ白になるぼく。

　気づくと、教室にはぼくひとり。

　もしかしたら、先生にばれているのだろうか。ぼくがネットアイドルのホームページを作っている、ってことが。

　ぼくの考えすぎであろうか。

　嫌な汗をかきながら、ぎこちなく立ち上がると、ガラガラと教室のドアが開いて佐さ藤とうさんが入ってきた。

「あ、西島君！　まだ残ってたんだ。……よかった」

　ふわりとした栗色の髪の毛が揺れる。少しうつむいて、上目遣いでぼくを見る。眼鏡めがねの奥のまんまるの瞳は、とても魅力的だ。

　この唐突なエンカウントに、またしても頭の中が真っ白になりそうになった。悟さとるの話だと、佐藤さんはこの学校でかなり人気があるらしい。そう思うと、なんだか余計に緊張してしまう。

「ど、どうしたの、佐藤さん？　わ、忘れ物？」

　どうしても、どもってしまう。授業で教科書を読まされるときも、ぼくは声が震えてしまう。この気の弱さを、なんとか克服できないものであろうか。

「ううん。今まで図書館にいたの。……まだ西島君いるかな、って思って」

「う、うん。い、今、居残り終わったとこだよ」

　かばんを握る手が、じっとりと汗で滲にじんでいることに気づいた。

　佐藤さんとは、放課後の図書館で何度か話をしたことがあるけど、今は教室にふたりきり。状況が違う。

「……えと、お話ししたいことがあるし、いっしょに帰らない？」

「えっ!?　う、うん！　もちろん！」

　異存があるわけがない。ぼくは全力で頷うなずいた。

　なにか忘れ物をしているような気がしたけど、考えないことにした。

　教室を出て、階段を降り、下駄箱へ。こうしてふたりっきりで下校できて嬉しいのだけれど、ぼくはなにも喋しやべれない。心臓の音が、やけに大きく聞こえる。

　自転車を引いて、佐藤さんと歩く。本当はお昼前に帰れるはずだったのに、もう午後一時だ。太陽は容よう赦しやなくアスファルトを焼いていて、とても暑い。

「最近、ずーっと暑いね」

　佐さ藤とうさんが、か細い声でそういった。ぬるい風が、シャンプーのいい香りを運んでくる。

「そ！　そそそそうだね。い、嫌になっちゃうね、こ、こうも暑いと」

　沈黙に押しつぶされていたぼくは、弾はじけるようにそういった。いってから、かなり後悔した。いくらなんでも大げさにどもりすぎだ。

「結構遅くなっちゃったしね」

「う、うん。もう、一時だもんね。……あ。と、図書館で、なんか本借りてきたの？」

　我ながら、いい発想だ。これだったら、会話が繋つなげられそうだ。

「ううん。夏休み中の貸し出しはないから」

　撃沈。

　ぼくの横を歩く佐藤さんを直視できない。空を見上げると、蒼い空に入道雲が眩まぶしく光っていた。

「……お腹空かない？」

「え？　そ、そうだね。お腹空いたね」

「あの、よかったら、……うちに寄ってかない？」

　ぼくは、耳を疑った。

　さっき、佐藤さんの家は学校から歩いて一○分くらいのところにあると教えてくれた。ぼくの通学路からそれほどずれていない。だから、佐藤さんを家まで送るつもりではあったのだが。

「……嫌？」

「いいいい、いいえ！　はい！　行きます!!　……で、でも、いいの？」

「う、うん。今日は親も仕事だし。……誰もいないから」

「だ、誰もいないの!?」

　急転直下。いったいなにが起きているのだろうか。ぼくの焦りは臨界点を突破しそうだ。

「あ。ＨＴＭＬ、わからないところがあったら、教えるよ？　あんまりこういう技術的なこと話せるひとっていなくって……。ひとりでやってると、煮詰まるしね」

「そ、そうだよね！　うんうん、ぼくもそう思う」

　なぜかお互い視線を合わせることもできずに、おろおろしながら話す。ぼくのこの焦りが、佐藤さんにも伝わってしまったらしい。

　セミの声が、やけに耳につく。暑さと緊張で、目が回ってきた。

　こんなこともあろうかと、ぼくは自分の個人的なホームページを作っていた。地味だし面白みのないホームページだけど、佐藤さんにいろいろ質問するには適している。

　ひとつだけ心配なのは、佐藤さんがあきらのホームページを発見していないかどうか、だった。あきらの、ネットアイドルのホームページ。いくらなんでも、恥ずかしすぎる。

「ねえ、西にし島じまくん……安良城あらきさんとは、親しいの？」

「え？　あきら？　うーん、親しいというか、なんていうか。幼おさな馴な染じみだからね。お隣さんだし。家族みたいなもんかな」

「家族、なんだ……」

「うん。いっつも無茶いってさ。いじめられてるよ。困ったやつだよ、あいつは」

「……ふうん。親しいんだ」

　親しいといえば親しいのだろう。でも、遠慮がなさすぎるというか、近すぎるというか。親しき仲に礼儀なし、というか。あきらは、誰にでもあんな調子なんだけど。

「あ。西にし島じま君のホームページ、見つけたよ」

「えっ!?　……ほ、ほんとに!?　ぼ、ぼくの!?　ぎゃあ！」

　驚きのあまり、自転車を倒してしまい、そのままつんのめって倒れてしまった。

　いや、待て。落ち着くんだ、ぼく。

　西島君のホームページ、ということは、あきらのホームページではない。そうだ、ぼくの作りかけのホームページのことだろう。

　佐さ藤とうさんに助けられながら、ぼくは安心した。ネットアイドルのホームページを作っていることは、ばれていない。たぶん、きっと。

　インターネットの世界には検索エンジンというものがあって、キーワードを入れると、どんなホームページも見つけることができるらしい。電話帳みたいなものだ。きっとそうやって、ぼくのホームページを見つけたのだろう。

「……すごいよね、あのホームページ。感心しちゃった」

「そ、そうかなあ？　まだまだ未完成なんだけど」

　サブにも頼らずに、こっそり自分の技術だけで作ったホームページだから、褒ほめてもらうととても嬉しい。褒められるようなところなんて、思い当たらないのだけれど。

「ネットアイドルなんて、すごいよね」

　視界が真っ白になった。

　なにも聞こえなくなった。

　今この瞬間、確実に世界が停止した。

　佐藤さんに、ばれている。

　佐藤さんが知っているのは、ぼくの読書感想文のホームページではなくて、あきらのホームページだったのだ。

　ネットアイドルの、ホームページ。

「……え？　ね、ねっとあいど、る？　な、なんだろう、それ？」

「え？　だって、西島君が作ってるんでしょ？　見つけた時は、びっくりしちゃった。私のホームページより、ずっと綺き麗れいで。もう少しスタイルシートを使ったら、もっとよくなるんじゃないかな」

「……そ、そう、か、な？」

　猛烈に恥ずかしい。幼おさな馴な染じみの女の子を無理やりネットアイドルに仕立て、ホームページを作ってあやしいことをしている。そう思われてしまったのではないか。

　今すぐ消えてしまいたい衝動に駆られる。

　いきなり空が曇って、雷でぼくを焼いてくれないだろうか。ＵＦＯが来訪して、黄色い光線でぼくを拉ら致ちしてくれないだろうか。異次元の穴がぽっかり開いて、ぼくを異世界に連れて行ってくれないだろうか。

「ネットアイドルって、やっぱりたいへん？　西にし島じま君って、……弟系よね」

　たいへんだ。どう返答したらいいのか、さっぱりわからない。佐さ藤とうさんがなにをいっているのか、さっぱり理解不能だ。

　もう現実逃避するしかない。弟系ってなんだろう？　実はぼくには双子の弟がいて、そいつが勝手にホームページを作ったのだろうか。それで、そいつはマニアックでスケベであやしいやつなのだ。きっとそうに違いない。

「ネットアイドル登場！」

　突とつ如じよブレーキ音とともに降ってきたその聞き慣れた叫び声が、ぼくを現実に呼び戻した。

　振り向くと、青いマウンテンバイクに跨またがって腕を組んだあきらが、見み下おろすようにぼくを睨んでいた。

「やあ！　あたしが今話題のネットアイドル、あきらです！　可愛いねえ、キミ！　よし、ネットアイドルのあたしが握手してあげよう！　でも、サインはまた今度ね！」

　大きな猫みたいな瞳をきつくして、のっしのっしとぼくたちに近づくと、きょとんとしている佐さ藤とうさんの手をぎゅっと握った。そのまま黒い髪をはためかせてぼくに振り向くと、思いっ切り歯をむき出して威い嚇かくする。

「つーか、まことーっ！　なんであたしを置いて先に帰っちゃうんだよ！　待ってなさい、っていったでしょ！」

　あきらの口の奥の喉のど仏ぼとけがよく見えた。ぼくは、なにがなんだかわからなくなっていた。混乱してあわあわしていると、あきらの拳こぶしがぼくのあたまをゴツンと殴なぐった。

「い、痛いっ！」

「お腹空いた！　とっとと帰るわよ！」

「う、うん！　ご、ごめん、佐藤さん。また今度ね！」

「あ、西島君……」

　佐藤さんの顔を見ることができなかった。悪いけど、あきらが唐突に登場してくれてとてもありがたかった。

　逃げるように、マウンテンバイクに跨って、あきらの後を追う。

　泣きたいような気分だった。
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　家に戻ると、誰もいなかった。

　お父さんとお母さんとお姉ちゃんは、仕事だからいないのは当然だ。お昼ごはんの冷やし中華が、ちゃんと冷蔵庫に入っていた。

　サブが、いない。

　机の下にも、押し入れにも、いない。ぼくの部屋のどこにも、サブはいない。

　どこへ行ってしまったのだろうか。それとも、あれは幻だったのだろうか。ネットアイドルとか、歩いて喋しやべるレンタルサーバとか、全部夢だったのだろうか。

　どすん、と振動が伝わってきて、すぐさまベランダのガラス戸がどんどん、と叩たたかれた。ぼくは夢遊病者のようにカーテンを開けて、ガラス戸の鍵を外した。

　制服のままのあきらが、無言で入ってきた。ノートパソコンを抱え、口に食パンをくわえて、乱暴にガラス戸を閉める。

「ね、ねえ、あきら。サブがいないんだけど」

　あきらは、無言のままベッドにどさっと寝そべって、ノートパソコンの電源を入れる。

　そういえば、あきらは帰り道でもひとことも喋らなかった。もしかして話しかけられていたのかも知れないが、ぼくは佐さ藤とうさんにネットアイドルのことがばれていたショックで、意識が朦もう朧ろうとしていた。

　それで、怒らせてしまったのだろうか。あきらはたまに、些さ細さいなことで怒ることがある。

　こういう時は放っておいた方がいいので、ぼくはお昼ご飯を食べにリビングへ降りた。サブのことは気になるが、部屋にいないのでは探しようがない。まさか他の部屋にはいないだろう。

　今日あったことはなるべく考えないようにして、テーブルで冷やし中華をすする。

　油断すると、佐藤さんの可愛い顔が浮かぶ。あのホームページを見て、どう思っただろうか。突然逃げ出してしまって、怒ってないだろうか。

　首を振って思い出さないようにしていると、どたどたと音をたててあきらが降りてきた。リビングに入ってくると、ぼくの前に腰掛ける。

　そっぽを向いて、視線を合わせようとしない。まだ怒っているみたいだ。この態度だと、やはり原因はぼくにあるらしい。

「……ごめん、あきら」

　とりあえず、謝ってみた。心当たりはないのだけれど。

　あきらは乱暴に立ち上がると、冷蔵庫から麦茶を取り出し、グラスに入れた。勝手知ったる他人の家。あきらは一気に飲み干すと、二杯目を入れて、テーブルに戻った。

　なんとなく、面白い。あきらがこんな風になるのは、久しぶりだ。いつもはうるさいくらい元気なのに、押し黙ってコップの中の麦茶を凝視している。

「……まこと。あのコに、ネットアイドルのこと話したの？」

　あきらがやっと、口を開いた。

「佐藤さんに？　……まさか。ぼくがそんなことするわけがないじゃない」

「でも、知ってたみたいじゃん？　ネットアイドル、って」

「……う、うん。な、なんか、ばれちゃってたみたい。たぶん、検索エンジンかなんかで見つけちゃったんだよ」

　思い出したくないけど、それは真実だ。できれば夢か幻であって欲しいけれど。

「ていうかさ、なんで一緒に帰ってたのよ」

「え？　ホームページのことだよ。佐さ藤とうさんもホームページ作っててさ。教えてもらおうかと思ってたんだ」

「……それだけ？」

「うん。それだけ」

「ほんとに？」

「うん。ほんとに」

　透き通るような神秘的な瞳が、ぼくをきつく睨にらむ。口はへの字に曲げたままだ。

　あきらの手が、すーっとこちらに伸びてきた。

「あっ！　なにするんだよ！」

　油断した。ぼくの食べかけの冷やし中華の皿を素早く持っていかれ、強引に箸も奪われた。呆あつ気けに取られていると、あきらは残りを一気に口の中にかき込んだ。

「うむ！　おいちい！　さすがはおばさんの料理だ！」

　むしゃむしゃやりながら、笑顔でそういった。さっきまでの暗い表情が嘘のようだ。

「もー。自分の家で食べればいいじゃないか！」

「なんかうちのお母さん、出かけてていないんだもん。お金置いてあったけど、コンビニ行くのめんどくさいし。あー美お味いしかった！」

　そういって、でへへと笑うあきら。お皿を流し台に持っていって、ちゃんと洗ってくれるのは嬉しいけど。まったく、勝手なやつだ。

　テーブルで、そんなあきらの背中をふくれたまま睨んでいたら、聞きなれないメロディーが鳴った。

　あきらは水道を止めて、タオルで急いで手を拭くと、スカートのポケットから携帯電話を取り出した。

「あ、サブ？　なに、どこ行ってたの？　うん。大丈夫よ」

「え？　サブ？」

　あきらが電話を切ると、同時に、呼び鈴がなった。

「うん。今帰ってきたって。玄関開けてあげて」

「ええーっ!?　どこ行ってたんだろ？」

　ぼくは廊下を走り、急いで玄関の鍵を開けた。

「いやー午後になると、外は猛烈に熱いですなー。こんな日に外出なんてするもんじゃないっすわ。あー、家の中は涼しいですなー」

「サブ、どこへ行ってたの？　心配したんだよ！」

「あっはっはっは。いやはや、すんまへん。ちょいと、本部へ行ってたもんで」

　本部とは、ネットアイドル☆バトルロイヤルの本部なのだろうか。それしか思いつかない。いったいなんの用事だったのだろうか。

　サブが背中から取り出した足首をコチャっと取りつけていると、リビングから麦茶を持ったあきらが出てきた。口には楊よう枝じをくわえている。

「お、あきらさんもおりますな。それでは、ここで発表しちゃいましょうかね！」

「え？　なにを？」

　サブの手には、白い大きな封筒が握られていた。かなり豪華な装飾の入った封筒だ。

　器用な手つきで、その封筒の中からＡ４サイズの紙をペラリと取り出すと、頭上に掲げ、脚を交差してポーズを取った。

「じゃじゃ――ん！」

「だからなによ？　じらさないでいいから」

　あきらが無表情のまま冷静に突っ込む。

「がふん！　ほ、ほいじゃま、読み上げまっせ。ゴホン。えー、ネットアイドル☆バトルロイヤル審査委員会正式認定書」

　サブは伸ばした両手でその紙を持ち、背筋を少し反り返し、半開きの目で粛々とそう読み上げた。

「え、ええーっ!?　なにそれ!?　審査委員会？」

「ゴホン！　静粛に。えー、ネットアイドルあきらさん、あなたはデビューしてからわずかの間にたくさんのアクセス数を稼ぎ、また、優秀な対応でリピーターも多く、非常に素晴らしい成績を収めました。よって、名誉あるネットアイドル☆バトルロイヤルのランキングに、名を連ねることを許可します。ネットアイドルあきらさん、あなたの初登場ランキングは！」

「ラ、ランキングは!?」

　いてもたってもいられず、あきらが飛び出してきてサブの手から表彰状をひったくる。

「二八位であります！　あっはっはっは！　どうです！　すごいでしょう！」

　サブは誇らしげに、満面の笑顔で、右手は腰に、左手は指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させたヘンテコなポーズを取って胸を張る。

　あきらが手にした豪華な透かしの入った表彰状には、確かに二八位と書いてある。

「えー。なによ、この数字。つまんなーい」

　あきらはそういうと、リビングのテーブルの上に表彰状をぽいっと放る。

「い、いやっ！　これ、すごいですって！　いやホンマに。むっちゃすごいんでっせー！　初登場二八位なんて、ほとんど奇跡ですわ！」

　ガッカリしたあきらを見て、丸い目が飛び出しそうになるほど驚くサブ。実際にちょっと飛び出していたかも知れない。サブは二八位がどれだけすごいことなのか、必死になって説明し始める。

　確かに、あれだけのネットアイドルの中で二八位というのはすごいのかも知れない。ネトア・ロイヤルに登録しているネットアイドルは、現役だけでも数百人いるらしい。その中で、新人で二八位なのだから、すごいことだ。きっと音楽のランキングチャートで、まったくの新人が初登場二八位、っていうのと同じことだろう。

　複雑な気分だった。

　あれだけ恥ずかしいことだと思っていたのに、この結果がとても嬉しい。あきらがみんなに受け入れられたということだし、ぼくが頑張って作ったホームページがみんなに認められたということだ。

　テーブルに置かれた表彰状を、手に取る。大きく立派な字で書かれた二八位。ぼくは、にんまりと微ほほ笑えむ。

「あれ？　なんだろ、これ」

　なにかの誤植かもしれない。だってあきらは空手の黒帯だけど、喧けん嘩かはしない。試合だったとしても、ぼくを連れて行かないわけがない。

「ねえ、あきら。これってどういうこと？」

　表彰状には、こう書かれていた。



『●ＫＡ☆ＹＯ　ＶＳ　あきら○　（七分三七秒、ストレートパンチ）』



    

  
    
      
第五話　バトルロイヤル
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　ネットアイドル☆バトルロイヤルは、本当にバトルロイヤルだった。

　バトルロイヤルとは、大乱戦、激しい勝抜き戦、という意味で、よくプロレスとかで使われている言葉だ。ちなみにバトルロワイアルと書くと、フランス語になるらしい。

　さっき知ったばかりのことだが、ぼくたちが海に遊びに行っていた土曜日の夜、サブはひとりで、秋あき葉は原ばらの地下の闘技場にいた。

　そこで行われたのが、ネットアイドル・ランキング戦。

　レンタルサーバどうしの、ガチンコの戦い。

　初戦は特別で、五○位以内のランクの高い相手が当てられる。サブの相手は、初戦としては破格の、二八位のネットアイドル・ＫＡ☆ＹＯのレンタルサーバ、《グレン》。

　レンタルサーバの強さは、アクセス数に依存するらしい。アクセス数が高ければ高いほど、パワーが充電されて、凄すさまじい攻撃力や、俊しゆん敏びんな運動能力や、堅固な防御力を得るというのだ。いったいどういう仕組みなのかサッパリわからないけど、サブたちレンタルサーバは、そういう仕様でできているらしい。

　サブは初めての戦いだったのに、なんと二八位のグレンに勝ってしまった。

　奇跡の勝利。

　その模様は、ネットアイドル☆バトルロイヤルのホームページで、ライブ中継されていた。ホームページの中にある動画だから、テレビで見るのと違って、小さくてあまり迫力はない。しかも有料会員専用のサービスだから、お金を払わないと見ることができない。

　それでも、いつもかなりのアクセス数があるようだ。秋あき葉は原ばらの会場にわざわざ足を運ぶ熱心なファンも、かなりいるらしい。

　ネットアイドル自身は有料会員扱いになり、ぼくたちはライブ中継を録画したものを見ることができた。

　サブとグレンの戦いを。

　グレンはすでに何戦も勝ち抜いており、武器や防具もゴテゴテに揃そろえていた。どこからどう見ても、立派な戦闘ロボットだ。

　サブの作戦は、逃げ回ること。

　丸くて広い闘技場を、限界まで使ってぐるぐる周って逃げ回り、相手の一瞬の隙すきを狙ねらって攻撃する。相手のグレンは戦車みたいな重装備タイプだったから、サブの動きについてこれず、武器を使い果たした。そして焦って転んだところを、一気に仕留めた。

　ぼくは、感動した。決してスマートな戦い方ではなかったけれど、力の差が歴然だったのに、諦あきらめずに頑張って勝利した。その勇気は、素晴らしい。

「いやあ、お恥ずかしい。結局は、アクセス数のパワーに助けられた、って感じっすわ。つまり、あきらさんとまことさんのお蔭ですわ！」

　そう笑って話すサブだったが、ぼくたちは申し訳ない気分だった。

　海から帰ってきたとき、サブはボロボロになっていた。あの時は暑さのせいだと思っていたけど、戦闘で傷ついた身体からだだったのだ。

　どうして教えてくれなかったのかと詰問すると、困った顔をしたサブは、負けたらやる気をなくしてしまうかも知れないと思い、いい出せなかったといった。

　それを聞いて、あきらはサブに説教をした。

「あたしたちは、仲間でしょ！　黙ってそんな危険なことをするなんて、信じられない！　いい、サブ。もう黙ってこんなことしちゃダメよ！　あたしたちには、ぜんぶ話して！」

　サブはロボットのくせに、泣きそうな顔になって謝っていた。ぼくは、なんだか泣いてしまった。

　そんなわけで、夕飯後、ぼくたちは作戦会議を開いた。

　机の上の液晶モニタを凝視する。そこには、レンタルサーバを強化するパーツがジャンルごとにたくさん並んでいた。

　以前サブがいっていたパワーアップアイテムとは、このことだった。アクセス数に応じてポイントが発行され、そのポイントを使って強化パーツが購入できる。

　装甲、射撃武器、手持ち武器、格闘武器、機動パーツ、装飾パーツ。画像と、こまかい性能まで記載されている。性能の方は数値を並べられてもさっぱりわからないけど、画像でだいたい想像できる。他にも、武器やレーダーを制御するソフトウェアもある。

　まるっきり、ロボットの強化装備だ。サブもやっぱりロボットなんだな、と今更ながら思った。

「最初は防御力をつけようよ。これから強いサーバと戦わなくっちゃいけないんだし」

「なにいってんのよ！　先手必勝！　防御は捨てて、一撃必殺よ！　チェーンソーはないの!?　電気ノコギリよ!!」

「……好きだね、チェーンソー。一撃必殺かなあ、それ」

「チェーンソーは、ちょっとまだ買えないっすわ。武器なら、ナックル系がええかと。安いのもありますし」

　嬉しそうなサブが、そういった。

　椅い子すの上であぐらをかいているあきらがマウスをクリックすると、画面が切り替わって、格闘武器の一覧が映し出される。なんだか、ＲＰＧの中で買い物をしているみたいだ。

「うわー。……なんか、本格的だね。すごいや、火薬で撃ち出すナックルもあるんだ」

「高いわねー。ええと、サブが使えるポイントって、八○○○ポイントだっけ？」

「ええ、正確には八八五○ポイントっすわ。修理の部品交換で、四○○○ポイントほど使ってしまいましたからねえ。ちょいとキビシイっすわ」

「次回の戦いも、修理でそれくらいかかっちゃうかも。どうしよう、先のこと考えると、使わないで貯金しておいた方がいいのかな」

「後ろ向きはよくなーい！　次は無傷で勝てばいいじゃない！　ポイント限界ギリギリのやつ買おうよ。あ、これだ！　アイアンナックル＋１！」

「あーすんません、あきらさん。ちょっとわいには重いですなあ。機動性が売りなもんで」

「うーん。じゃあ、こっちの軽い奴か。六○○○ポイント。ポイント余っちゃうわね」

「じゃあ防具買おうよ。さっき二○○○ポイントの追加装甲があったよ。あ、でも修理代に取っておこうか」

「買おう！　なんか買うのよ！　全力でパワーアップよ！　いいわね、サブ！」

「そりゃーもう、もちろんっすわ！　ですが、できれば速度向上用のパーツとかないっすかねえ。格上の相手と戦う場合ですけど、相手の隙すきをつくしかないんで、なるべく機動性上げとかんとまずいんすわ」

「おしゃー！　任せなさい！　あ、高機動ローラーブレードがあった。エンジンつきか。うわー、高い」

「これよくない？　高性能潤滑油。二○○○ポイントギリギリだけど」

「おお！　さすがまことさん、お目が高い！　それですわ、わいにピッタリなのは」

　サブが強化に使えるポイントは、アクセス数の一○分の一ポイントだそうだ。週締めで清算され、先週のアクセス数は一二八五○○だったから、一二八五○ポイントが加算されていた。

　だから、サブをパワーアップさせるには、アクセス数を稼ぐしかない。アクセス数はポイントを稼ぐだけでなく、サブの戦闘力を上げることにもなるらしい。

　ちなみに、そのポイントと同じだけの金額が、ネットアイドルとしての報酬としてインターネット上の銀行口座に振り込まれていた。このお金は、ネットアイドル☆バトルロイヤルと提携を結んでいるインターネットショップで、買い物ができる。

　これはぼくがしっかり管理し、絶対にあきらには使わせないことにした。パスワードも変更したから、絶対に大丈夫だ。

　次の戦いは、五日後。

　それまでに、アクセス数を稼げるだけ稼いでおきたい。

　ぼくとあきらは、いよいよ動画をホームページに載せることを決定した。
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「み、みなさん、こんにちは。あきらです。み、みなさん、いつもあたしのホームページを見てくれて、ありがとうございます。ほんとうに、嬉しいです。……えーと。今日は、あたしのプライビャータを……って、アレ？」

「あっはっはっは。なんすか、プライビャータって」

「う、うるさいサブ！　カットカット！」

　セーラー服姿のあきらが顔を真っ赤にして、ばたばたと腕を振る。ぼくが撮影を止めないで、それを取り続けていたら、ドロップキックが飛んできた。

「うわあ！　ビデオカメラ壊れちゃうよ！」

「カットっていったでしょ！　そんなにローリング・エルボー喰くらいたいの!?」

「いやあ、平和ですなー」

「全然平和じゃないよ！　助けてー、サブ！」

　窓の外は、あいにくの雨だった。

　せっかく朝から動画の撮影に出かけようとしていたのだけど、雨では外に出られない。少しは涼しくなるかと思ったのだが、蒸していてよけいに暑苦しい。

　あきらの部屋で撮影してはどうか、とサブが提案したのだが、あきらの部屋はとても女の子の部屋らしくない。サッカー選手のポスターとか貼ってあるし、鉄アレイやパンチングボールやハンドグリップが散らばっていて、まるでスポーツマンの男の子の部屋だ。

　サブも窓の外からあきらの部屋を覗のぞいて見て、あっはっはっは、と笑って諦あきらめた。

　ぼくの部屋の方がまだましなのだが、これはこれでちょっと殺風景すぎる。

　相談した結果、お姉ちゃんの部屋を借りることにした。といっても、許可は取ってないけど。昼間は仕事だから、無断で侵入した。ちょっと罪悪感がある。

　あきらは人気のあった中学時代のセーラー服で、おしとやかに髪を結って、お姉ちゃんの机の椅い子すに座る。机の上には、ノートパソコンとぬいぐるみがいっぱい。水玉模様のカーテンも、家具の趣味も、お姉ちゃんはセンスがいい。

「散らかしちゃだめだからね、あきら。入ったのがばれたら、ぼくが叱しかられるんだから」

「だいじょうぶだーって！　あたしと加か奈な子こさんとの仲だもん」

　確かにお姉ちゃんは、あきらのことを妹のように思っているけど、やはり断りもなく部屋を使うのはまずい。ネットアイドルのことはともかく、サブのことを説明するわけにはいかないから、仕方がないけれど。

「じゃあ、もう一回いくよ。ちゃんとセリフ覚えてね」

「うーん。けっこー緊張するわね」

「慣れですわ、あきらさん。頑張っておくれやす！」

　撮影を再開しようとしたら、呼び鈴が鳴った。

「あれ、なんだろ。お客さん？」

「なんだろうね。あたし出るわ！」

「え、ええーっ!?　あ、あきら、セーラー服のままだよ！」

「大丈夫ー！」

　普段着れない服を着て、ちょっとご機嫌みたいだ。意外とあきらは、コスプレとか好きなのかも知れない。

　階段を降りると、あきらは宅配便のおにいさんからダンボールの箱を受け取っていた。ぼくは台所から判はん子こを取ってきて、ぎゅっ、と押した。

　宅配便のおにいさんが出て行くと、あきらは箱を持ってどたどたと階段を駆け登る。

　それは、あきら宛あてに届いたものだった。

「嫌なタイミングで届いたなあ……」

　ぼくはため息をついた。

　問題の相手は、紅い薔ば薇らのひと。

　デジタルビデオカメラを送ってくれた、要注意人物だ。ネットアイドル☆バトルロイヤルのシステムエンジニアでもある。このひとは個人情報を勝手に盗み出して、あきらにプレゼントを贈ってきたのである。

　今回は、いったいなにを送ってきたのであろうか。ちょっと重そうにしてたから、また役に立つ機材かも知れない。

　階段に足をかけようとしたら、二階から悲鳴があがった。

　ぼくは焦りながら階段を駆け登る。まさか、爆弾とか、猫の死体とか、危険なものが入っていたんじゃないだろうか？

「あ、あきら！　大丈夫!?」

「ま、まこと……。こ、これ……」

　ぼくは、部屋の入り口で絶句した。

　まさか、こんなものを送りつけてきただなんて。

　恐るべし、紅い薔ば薇らのひと！

「……ま、まあ、そのお。噂には聞いておりましたんすがね。コレ。いきなりっすか。まったく、申し訳ないっすわ。身内として、なんとも恥ずかしい……」

　サブが、膝ひざをついてガックリとうなだれて首を振っている。

　あきらが手にとっていたものは。

　てかてかに光る、革製の黒いコスチュームだった。

　それはきわどくカットされていて、かなり露出度が高く、ハイレグになっている。同じ黒い革製のロングブーツと、ロンググローブ。それに鞭むちと革の仮面のようなものまでついていた。

「ＳＭってやつ？　これって、女王様？」

「ボンデージファッション、っつーやつですわ……。ブーツのヒールもえげつないですのう。それは、バタフライマスク。……女子高生に、なんつーものを贈るんや、あのお方は」

　泣けるものなら泣いてしまいたいといわんばかりに、サブの顔のパーツが歪ゆがむ。

　ぼくも、サブとまったく同じ気持ちだ。別の意味で。

　だって、あのあきらの顔。

「うわーすっごーい！　あたしのサイズにぴったりなのは気持ち悪いけど、これってカッコよくない？　きゃー！　着てみたーい！　女王様とお呼び！」

「だめーっ！」

　ぼくとサブは一致団結して、その箱は封印することにした。

　あきらは噛みつくような勢いで最後まで抵抗したけど、絶対に譲らなかった。いくらなんでも下品すぎる。

　手紙は、読まずに捨てた。



　あきらの動画はなんとか撮影を終え、編集してホームページに載せた。

　かなり好評だったみたいで、アクセス数はすぐに三○万を越えた。

　この中に悟さとるや佐さ藤とうさんも入ってるかと思うと猛烈に憂ゆう鬱うつになるが、なるべく考えないようにした。

　佐藤さんからは、あれからメールが何度かきてるけど、当たり障りのない返信しか出していない。

　ぼくの読書感想文のホームページも、放置されたままだ。

　注文して二日目に、サブの高性能潤滑油が届いた。これで次の戦いは楽勝だとサブは強がった。

　慣らし運転だといって、近所の駐車場で走り回った。静かなのにものすごい速さで、ぼくはびっくりした。時速一○○キロ以上は出ているらしい。

　とりあえず、やれることは全部やった。と、思う。



　そして、あっという間に土曜日がきた。
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　今日は、ネットアイドル☆バトルロイヤルの、ランキング戦がある日だ。ぼくたちはお昼ご飯を食べると電車に乗り、炎天下の秋あき葉は原ばらに到着した。

　目的地は、地下にあるという秘密の闘技場。サブの試合は午後四時からなので、まだ二時間もある。

　秋葉原は、ゲームとパソコンと電気の街だ。美少女の絵が描いてある大きな看板が、ビルの目立つところにたくさん見える。

　サブカルチャー研究部の活動だといって、秋葉原には何度か連れてこられたことがある。

　あやしげな店にも、いくつか連れてって貰った。あまり大きな声ではいえないけれど、ちょっと好きな街かも知れない。

　いつものようにぼくのＴシャツとキャップをつけたサブの案内で、裏通りにある小こ洒落じやれた喫茶店に入る。汗でシャツが身体からだに張りついて、気持ち悪い。クーラーで気持ちよく身体を冷やし、冷たい飲み物で渇いた喉のどを潤す。

　喫茶店の前の通りには、自作系のパソコンのパーツを売っている店が並んでいて、それっぽいひとたちがたくさん出入りしている。そんな風景を見て、なんとなく鉄色の肌のサブが喫茶店でお喋しやべりしていても違和感がない街だな、と思った。ある意味、この街はサブの故郷なのかも知れない。

　あきらはピンクのノースリーブのシャツに、白いミニスカート。珍しくアクセサリーをつけ、薄くお化粧もしている。

　今日はサブのセコンドとして登場するつもりなのだ。その姿はリアルタイムで動画配信されるから、それであきらの人気が上がる。アクセス数が上がればサブも強くなるらしいから、ちょっとした援護射撃だ。

「新人戦以外は、任意の挑戦なんですわ。もちろん今回も、挑戦状を出して試合を組んでもらいやした。前回かなり人気が高かったのと、アクセス数の増加率がよかったお蔭で、うまいこと審査が通って戦う権利をゲットしましたわ」

　ぼくとあきらの向かいの席で、手首を器用にうちわにして扇あおぎながら、サブがそういった。アイスコーヒーをおいしそうにストローで飲んでいるけど、ロボットとして大丈夫なのだろうか。

「ねえサブ。そろそろ教えてくれてもいいんじゃない？　今日の相手って何位のネットアイドルなの？」

　ぼくがそう尋ねると、サブは天井に向けて両手を広げ、にっこりと笑った。

「あっはっはっは。じゃあそろそろ明かしますか。なんと今日の相手はですね、一○位のやつでっせ！」

「え、ええーっ!?　いきなり？　てっきり二七位のひとと戦うのかと思ってたのに……。ちょっと一○位はキビシイんじゃない？」

「やったわね、サブ！　これでついにあたしもトップテン入りね！」

　ストローをくわえたあきらが立ち上がり、興奮しながらそう叫んだ。

「あ、あきら。それはちょっと無理だよ……」

「わいもそう思いますなあ。自信がまったくない、とはいいませんが」

　そういって、サブはなぜかぼくを見た。

「挑戦して負けると、ランキングが一個下がるんですわ。最低でも一月に一回は戦わないといけませんが、ランキングが下がるのを恐れて、なかなか戦わないひともおります」

「じゃあ、いきなり一位のひととも戦えるのね！」

「審査員が許可すれば、の話しっすがねえ。一○位だって、かなり破格っすわ。ランキング一○位以内のネットアイドルっつーのは、ちょいと格が違うんですわ。試合数こなしてますからねえ。歴戦っすわ。よく通ったなあ、しかし」

　サブも、意外に無謀なやつだ。あきらに似てしまったのかも知れない。

「ねえ、サブ。他のランキング戦って、何時からやってるの？」

　あきらは着席するなり貧乏ゆすりを始め、そういった。本当に落ち着きのない女の子だ。

「はいな。ランキング一○位以内の戦いは、メインイベントとかセミファイナルとかなんで、遅いんですわ。人気のある試合が最後の方で、前座はランキング五○位以下の戦いです。ふつう二八位っつーと、真ん中へんっすかな。なんですが、今日のわいの試合はセミファイナルっすよ！　嬉しいですなあ、二戦目でそんな大舞台なんて」

　うっとりとした表情を浮かべるサブ。ロボットのくせに、サブは表情が豊富だ。

「あ。ほんで、バトルロイヤル自体の開始時間は午後一時からですな。一試合の制限時間は二○分で、インターバルが一○分。つまり、終了の五時までに全八試合ですわ」

「なんですって!?　じゃあもう他の試合が始まってるじゃない！　見たいわ！」

「ああ、その気持ちはよくわかるんですが、客席には入れないっすわ。危険ですからねえ、ネットアイドルが客席におったら。ファンの暴動とか起きたりするんで」

「ううー。じゃあさ、控え室にはモニタとかないの？」

　あきらは足をばたばたさせる。子どもみたいだ。

「あ、あったかなあ。こないだは、緊張してまして。……あ、あったかも知れませんなあ」

「じゃあ行こう！　こんなところで油を売ってる暇はないわ！」

「ほんなら、ちょっと早いっすけど、行きましょか！」

　あきらの勢いに押されるような形で喫茶店から出ると、中央通りに出て、駅の方へ戻る。サブについて行くと、駅前にある、ネジとか電球とかケーブルとかスイッチとかが売られている、汚いビルの中に入った。左右に店が並ぶ狭い通路を進むと、店のおじさんたちが好奇の目でぼくたちを見る。ちょっと怖いビルだけど、サブはとても馴な染じんでいる。

　サブを先頭に、奥の細い階段を降りる。角を曲がると、黒いスーツ姿のおにいさんが二人立っていて、サブとぼくらを見て、奥へ通してくれた。また階段を降りて、地下二階、三階、四階。途中から雰囲気が変わって、薄汚れていた壁が、綺き麗れいなコンクリートになった。なんとなく、不安を感じる冷たい雰囲気だ。

　階段を降り切ると、青い明かりに照らされた通路を進む。まるで宇宙船の通路のようだ。クーラーが効きすぎていて、ちょっと肌寒い。

「なんか秘密基地みたいね。殺風景だけど。なんかすごいわ！」

　あきらがきょろきょろと辺りを見回しながらそんな感想を漏らすと、突然サブが立ち止まった。後ろを歩いていたあきらは、サブの背中に衝突する。その後ろを歩いていたぼくも、あきらの背中に衝突した。

「いたっ！　なによ、サブ！　まことにお尻触られたじゃない！」

「さ、触ってないよ！」

「いやいやいや！　たいへんっすわ、わいとしたことが、忘れておりましたわ！　ここから先は、まことさんを連れて行けませんわ」

「ええーっ!?　ぼ、ぼくだけ？　なんで？」

　サブが困った顔でぼくを見る。ぼくも困った顔でサブを見返す。

「ほら、ここはネットアイドルの重要な場なので、男性は立ち入り禁止なんですわ。いわゆる女性の聖地というやつでして。……すんまへん、今思い出しましたわ」

　なんてことだ。確かに女の子のネットアイドルがランキングを賭かけて戦うこの場所は、聖地なのかも知れない。

　でも、だからって、ここまできて帰らなくてはいけないだなんて、ちょっと納得できない。ぼくは、足をばたばたさせた。

「なんとかならないの？　せっかくここまできたのに。あきらといっしょに、思いっ切り応援したかったのに！」

「そうよ！　あたしだってまことと応援したい！」

「うーん。……いやあ、裏技的な手段が、ないわけじゃあないんすが、ちょっと……お勧めできませんねえ」

　うつむいたサブは顎あごを撫なでながら、搾しぼり出すようにそういった。

「なんでもいいわよ！　ね、まこと？」

「う、うん！　サブを近くで応援したいよ！」

「じゃあ、この手を使うしかなさそうですわな。……まことさん、あちらに」

　意を決したサブの視線の先には、トイレがあった。

　ぼくは喜んで、サブの後について行った。



　サブの控え室で、ぼくは膝ひざを抱えて小さくなっていた。

　あきらがやってきて、ぼくのあたまを優しく撫でながらクスクスと笑う。

　ぼくは、少し泣いていた。

　サブ専用に用意された控え室は狭い殺風景な部屋で、三人がけの安物のソファと、壁に繋つながった細長い机と、パイプ椅い子すが三脚あるだけだった。壁にはちいさな液晶モニタがついていて、試合と闘技場の様子を流していた。

　今そこに映っている試合は、新人戦だった。あきらの他にも、この夏休みにデビューしたネットアイドルがいたのだ。

　戦闘中のレンタルサーバは、真っ白な小動物みたいなやつだった。サブとは違うタイプのようで、コンパクトでかなり素早い。しっぽまで生えていて、猫みたいだ。

　セコンドのネットアイドルは、レースのフリルがいっぱいついた、ふわふわのピンク色の衣装を着ていた。顔はよく見えなかったけれど、頭に大きな赤いリボンをつけていて可愛らしかった。ぼくたちと同じくらいの年齢かもしれない。ちょっと気になる存在だ。

　会場が、大いに沸く。波乱があった。

　その新人のネットアイドルが、三七位のネットアイドルに勝利した。サブに続いて、新人の初戦突破が続いたことになる。

「む。このコ、やるわね！」

　ソファにふんぞりかえってモニタを見ていたあきらが、そういった。

「ええ、サーバもなかなか強いっすわ。どんくらいのアクセス数なんすかねえ」

「むむむ。ライバルだわ！　このコの名前を覚えておかなくちゃ。ええと、ショコラね！　レンタルサーバ名は、サラダ」

「不思議ちゃん系ですかねえ。あんな衣装着てはりますし」

　そういいながら、サブがちらりとぼくを見た。申し訳なさそうに、苦笑いをする。

「見かけや名前に騙だまされちゃダメね。油断大敵！　あなたも油断しちゃだめよ、サブ！」

「わいっすか？　一○位の相手に油断なんかしまへんっすわ。あっはっはっは」

　この試合が終わると、サブの試合まであと三試合。ぼくたちは、モニタの中の戦いをじっくりと観戦する。

　どのサーバも個性的で、セコンドのネットアイドルも可愛かった。戦闘中、ずっと歌を唄っていたひともいた。あんまり上手くなかったけど。

　そして、あっという間に出番がやってきた。

「よーし!!　行くわよ、サブ！」

「おいさあ！　いっちょ、勝ちに行きますかー！」

　勢いよくあきらが立ち上がり、サブも拳こぶしを握り締めて気合いを入れる。でもぼくは、すみっこから動こうとしない。動くもんか。

「ほら、まこと！　行くわよ！」

「……行きたくない。ここで待ってる」

「なにいってるの！　せっかく中に入れたんだから、いっしょに応援するの！　なんのためにそんなカッコしてるのよ！　ほら！　……似合ってるから」

　そういって、あきらは我慢できずに大笑いする。

　サブも申し訳なさそうにしながら、少し笑っていた。

　それはそうだ。

　だってぼくは、空色の薄いワンピースを着ていたから。

　はき慣れないスカートのせいで、足がすーすーして不安な気持ちになる。しかも、下着もしっかりと女の子用のものだ。いわゆる女装ってやつである。はっきりいって、変態である。

　男の子は入れないからといって、女装をするというのは、いくらなんでもおかしいだろう。確かにぼくはあきらより背が低いし、華きや奢しやだし、肌も白い。顔つきも、男らしくない。でも、正真正銘男子なのに。

　服を変えただけじゃ通用しないと思ったのだが、入り口にいた黒いスーツのひとたちは、すんなり通してくれた。髪型も変えていないし、化粧もなにもしていないのに。

　ぼくは、かなりショックだった。

「いよいよね、サブ!!　燃えてきたー！」

「わいも燃えてきましたでー！」

　無理やり立たされたぼくは、あきらにしっかり手を握られて、強引に連行される。

　通路を進むと、ざわざわと声が聞こえてきた。正面の鉄のドアを開ければそこはすぐ闘技場なのだろう。係員がいて、ここで待つようにいわれる。

　ぼくも緊張してきた。こんな姿だけど、どうせ客席に知ってるひとはいないのだ。ライブ中継されているけれど、有料だから、佐さ藤とうさんも悟さとるもそこまでは見ないだろう。

　サブは覚悟を決めたのだ。ぼくだって覚悟を決めよう。

「サブ、頑張ってね！」

　ぼくは、サブにそういった。

「ありがとうですわ、まことさん。まことさんのお蔭で、わいは強くなりました」

　満面の笑みで、サブがそういった。

「え？　……いや、ぼくなんて、そんな」

　係員が、緊張した声で「時間です」といった。
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　お腹に響くような大音量で音楽が流れ始めた。大御所の有名な演歌だ。この場所には似合わないような気がするが、サブの入場曲らしい。

　と同時に、鉄のドアが開いた。眩まぶしい。ものすごい喚かん声せいと熱気と興奮が流れ込んでくる。

　サブがゆっくりと歩き出す。続いて、あきらが。ぼくもその後に続く。想像以上の緊張感だ。意識が遠くなる。頭が痺しびれる。

「イヤッハーッ！　お待ちかね、噂の新人さんの登場だーッ！　今日もオレたちの度肝を抜いてくれるかな？　青コーナー、カモーン！」

　やたらハイテンションなリングアナウンサーが、鼓膜が破れるかと思うくらいの大きな声で、そう叫んだ。

　あきらの名を叫ぶ大声援。フラッシュが一斉に鳴る。

　闘技場は、動画やモニタで見たよりもかなり広かった。体育館をふたつ並べたくらいの広さだろうか。プロレスの四角いリングを想像していたから、度肝を抜かれた。

　コンクリートで固められた円形の広場は、ぐるりを三メートルくらいの高さの壁で覆われていた。

　その向こうには、ガラスで覆われた客席が並ぶ。照明でよく見えないが、すごい人数だ。二階席や三階席もあるみたいで、何千人も入っている。もっと多いかも知れない。

　ぼくは、この空気に飲まれて、わけがわからなくなっていた。

　予想以上の会場の興奮。ぼくがここにいることが、信じられない。

　こんなところで、サブは戦うのだ。危険な戦い。ロボットとロボットの戦い。

「やったぜお前らーッ！　今日は可愛いオーナーもきているぜーッ！　今注目の新人ネットアイドル、ランキング二八位、あきらだーッ!!」

　やっと闘技場の中央付近まで到着すると、タキシードに蝶ちようネクタイとサングラスがよく似合う巨漢リングアナウンサーに、そう紹介された。硬直しているぼくの前にいたあきらは、大歓声の中、思い切りよく飛び出していった。

「あきらでーすっ!!　今日もウチのサブが勝ちますので、応援よろしくー！　イエーイ！」

　笑顔のあきらは、リングアナウンサーの前で、堂々と大きな動きでアピールした。調子に乗ってバク転をしようとして、見事に失敗した。喚かん声せいが、温かい笑い声に変わる。

「あはははは。失敗しちゃった」

　尻もちをついたまま、ぺろっと舌を出すあきら。

「おやおやおや、大丈夫かい？　はっはっはー、元気なお嬢さんだー！　今日は期待しているぜーッ！　そちらのお嬢さんは、お友達かなー？　かっわいいねーッ！　キミのネットアイドルデビューを待っているぜ！　なあ、お前らーッ！」

　リングアナウンサーが、ぼくを指差してそう叫んだ。

　ここでまた大歓声。ぼくは血の気が引いて、倒れてしまいそうだ。

「おおっと、忘れちゃいけない。先週の戦いは、まさに奇跡！　今日の相手はすごいぜ？　怖気づいていないか？　ネットアイドルあきらの自慢のレンタルサーバ。その名は、サブ!!　渋いね、サブ！　イヤッハー！」

「よろっしくお願いしますわー！　今日も、勝たせてもらいまっせー！」

　紹介されたサブは、両手を広げて足を交差し、客席に笑顔を振りまく。

　突然照明が落ちて、一瞬沈黙が訪れると、すぐにオーケストラの荘厳な曲が始まった。有名なクラッシックの曲だ。大音量で、お腹に響く。

「よーし、お前ら！　お目当てのネットアイドルの登場だぜ！　ランキング一○位！　高貴な見かけに騙だまされちゃいけないぜ！　デンジャラスクイーンの登場だ!!」

　静かになっていた客席が、リングアナウンサーのその声で、一気に爆発した。

　闘技場の反対側の奥からしずしずと登場してきたのは、ゴージャスなドレスをまとったお姫様だった。金髪の巻き髪のウィッグをつけている。

　彼女の名前は、グィネヴィア。ホームページを見て知っている。現役ＯＬのネットアイドルだ。

　ぼくらより長い間ネットアイドルをしているので、その人気は抜群だ。名前を叫ぶ声援も、フラッシュの数も違う。

「え、ええーっ!?　なにあれ！　あれがレンタルサーバ？」

　ぼくは驚いてそう叫んでしまった。

　グィネヴィアの後ろを堂々とした足取りで歩いているのは、パールホワイトに塗られた大きなレンタルサーバだった。

　二メートルくらいの身長があり、長い脚とがっしりした体たい躯くで、アニメで主役をはれそうなカッコイイロボットだ。顔も鋭角的で、サングラスみたいな目をしている。腕うでも脚あしも太く、手には巨大な槍やりを持っている。

　ネットアイドルのホームページには、レンタルサーバのことは一切載せられていなかった。だから、ランキング一○位のレンタルサーバがどんなものかは、今この瞬間まで知らなかった。

　思わず、サブと見比べてしまう。

　ぼくと同じくらいの背丈のサブは、長細い四角い身体に細い脚と細い腕。正方形の頭には、丸い目と三角の鼻と四角い口の、とてもひょうきんな顔がついている。額ひたいには、ちいさなオレンジのランプとグリーンのランプが激しく点滅している。

　見かけだけなら、完全に負けている。完敗もいいとこだ。

　勝てるとしたら、表情の豊富さくらいだろうか。戦いにはまったく関係ないけど。

「いやまあ、ランキング一○位以内のネットアイドルは、別格ですからねえ。みんなあんな感じになっちゃうみたいっすわ。覚悟してましたが、ありゃあ強そうですなあ」

　意外にもリラックスしたサブは、他人事のようにそういった。

「イヤッハーッ！　ご存知、ネットアイドル、グィネヴィアーッ!!　そして連続一三戦防衛記録更新中の、乗りに乗ったレンタルサーバ、ランスロットーッ!!　今日も美しく、カッコイイねー！　お前の雄姿を期待しているぜーッ！」

　ランスロットといえば、アーサー王伝説の中で最も有名な円卓の騎士。湖の妖精ヴィヴィアンに育てられ、馬上槍試合で五○○人の騎士を倒したがひとりも死者を出さなかったという、最強を誇るひとの名前だ。その名に恥じない、美しく立派な姿。その強さも、想像できてしまう。

　そういえば、グィネヴィアはアーサー王の后の名前で、ランスロットと三角関係だった。このネットアイドルのグィネヴィアは、アーサー王ではなくランスロットを選んだということだろうか。

　曲が止まり、広い闘技場の中央に、リングアナウンサーを挟んで、両雄が並んだ。

　指にたくさんの宝石をはめたお姫様は、ぼくらと目を合わせようともしない。胸を張って、大歓声の客席を悠ゆう々ゆうと見回している。

「よろしくー！　正々堂々と戦いましょう！」

　あきらが、元気よく手を差し出す。

　しかしお姫様は、まるでそこにあきらがいたのをたった今知ったかのように大げさに驚き、身を引いた。

「まあ！　なんて無礼なんでしょ。そんなバッチイ手など、見せないで欲しいですわ。汚らわしい！」

「な、なぬーっ!?」

「おおーっと！　女の戦いはここじゃあ厳禁だぜ！　あとは、信頼するレンタルサーバに任せるんだ！」

　リングアナウンサーが、ふたりの間に入って止める。このひとは、こういうのに慣れているみたいだ。

「イヤッハー！　時間がきたぜ、お前ら！　いよいよ戦いの始まりだ。ふたりとも、用意はいいかい？　セコンドアウーツッ!!」

　リングアナウンサーがそう叫ぶと、お姫様は鼻で笑って背を向けた。

　ぼくは怒り心頭のあきらを強引に引っ張って、闘技場の中央から離れる。

　小走りで闘技場の入り口まで行くと、係員が手招きしていたので指示に従う。階段を少し昇ると、豪華な革張りのリクライニングチェアーがふたつあった。腰を降ろしたら、強化ガラスの屋根が天井から降りてきて、ぼくらを塞ふさいだ。するとそこは、ドーム型をしたガラスの壁の小部屋になった。



    

  
    
      



    

  
    
      　部屋の両サイドには、モニタがふたつずつ並んでいて、闘技場を色々な角度から映している。でもモニタを見なくても、正面から闘技場を一望できる。

　少し高い位置からみると、よくわかる。広い。こんな広い空間で、サブはたったひとりで戦うのだ。あのカッコイイロボット、最強の円卓の騎士、ランスロットと。

「サブー！　負けたら許さないからねー！」

　無責任に、あきらがそう叫ぶ。

「はいなー！　わかっておりますわ。さっきの仇かたき、わいが取りまっせー！」

　サブの声が近くで聞こえた。どうやらこの部屋には、マイクとスピーカーが内蔵されているようだ。

　一息つく間もない。一分一秒が、異様に短い。

　もう、時間がきた。

　ぼくの気持ちなどお構いなく、ゴングが鳴らされた。

　よく考えたら、これはかなり信じられないことだ。自立したロボットが存在したということだけでも驚きなのに、ここでこうして戦闘を繰り広げているだなんて。

　グィネヴィアの騎士であるパールホワイトのランスロットは、素早い動きで手にした槍を突く。空気が唸うなり、地面が削けずれる。

　新人ネットアイドルあきらのレンタルサーバである、四角い顔のサブは、闘技場の広さを利用して、ローラーブレードの足で逃げ回るのが精一杯だ。高性能潤滑油を入れたから、機動性は増しているはずなのに、ランスロットは決して逃がさない。

「あ、危ない！　逃げてーっ!!」

「ダメ！　攻撃こそ最大の防御よ！　殴り倒しちゃえ！」

「うわー！　全然効いてない！　うわー！　いまかすった！　かすっただけで、サブにあんなに傷が！」

「こっちの攻撃は効いてないわね。装甲がへこみもしない。すごいな、あいつ……」

　ガラスの中で、ぼくとあきらは愕がく然ぜんとしていた。

　サブとランスロットの実力の差に。

　前回の戦いも、サブはかなり苦戦していた。でも、これほどの力の差はなかったように見えた。サブの攻撃は地味だったけど、確実にダメージを蓄積させていた。

　だが、今回はまったく通用しない。

　ランスロットは、とんでもなく強い。最強の騎士の名前に負けてない。速く、硬く、華か麗れいだ。サブが勝っているところなんて、まるでなさそうに見える。

　あっという間に、傷だらけになるサブ。ナックルを装備した腕で危なっかしくガードして、今のところ致命傷はなさそうだけど、胸も顔も腕うでも脚あしも鋭い傷でいっぱいだ。

　余裕のランスロットは、パールホワイトの綺き麗れいな身体からだを誇示するように踊る。優ゆう雅がな足取りだが、一瞬でサブとの間合いを詰める。

　本気で戦っていない。サブは遊ばれている。

　モニタに、相手の顔が映し出される。ネットアイドル、グィネヴィア。貴族みたいなゴージャスなドレスを着て、ワイングラスを優ゆう雅がに揺ゆらしている。まるで余裕だ。

　こっちは必死である。あっちにもぼくたちの様子は見えているだろうけど、鼻で笑われようと馬鹿にされようと、応援せずにはいられない。サブが、あのひょうきんでへんな喋しやべり方をする優しいサブが壊されちゃうなんて、我慢できない。嫌だ。絶対に嫌だ。胸が締めつけられて、涙がこぼれてきた。

　ランスロットの動きが止まった。

　サブは距離を置き、壁際で停止した。ローラーブレードが、薄く白煙をあげている。

「……さっきから、キャンキャンうるさいですわね、庶民」

　イヤホンから、高飛車な高い声が聞こえてきた。

「そろそろ、本気を出させていただきますことよ。お覚悟なさい。おーっほっほっほっほ」

　グィネヴィアが、モニタ越しに蔑さげすんだ目線を送ってくる。

「むきー！　まだサブは本気を出していないんだ！　ほえづらかくなよ、このオバサンめ！」

　モニタに向かって、あきらが叫んだ。

「な！　なんですってー!?　ガキのくせに！」

「ガキで結構！　まだぴっちぴちですから！　お肌ツルツルー、ですから！　あんたみたいに、お肌ガサガサー、じゃありませんから！　残念！」

「キィィィィィッ！　ゆ、許しませんわよ！」

「ち、ちょっとあきら！　これ、外に流れてるかもなんだから、もう少しお上品に喋ってよ！」

「知るかーっ！　サブ！　負けるなー!!」

　椅い子すの上に立ち上がり、腕うでをぶんぶん回して闘技場のサブに叫ぶあきら。これでファンが減って、アクセス数が減らないといいのだけど。

　ランスロットが、闘技場の中央で槍やりを構えた。

　その途端、会場から嵐のような大歓声があがった。みんなで、なにか言葉を連呼している。

「覚悟なさい、新人！　ランスロット！　ファイナルスピアですわよ!!」

　ファイナルスピア。観客は、その技のことを知っていたのだ。それで、その技の名前を連呼していたのだ。

　膝ひざをついたランスロットの槍が、真っ赤に染まる。その周りの空気が蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがみ、かなりのエネルギーを集中しているのがわかる。バチバチと火花を散らし、なんだか恐ろしい重低音が聞こえる。

「な、なによあれ!?　まさか、必殺技!?」

「……た、たぶん。サブ、あれで壊されちゃうんじゃ……」

「大丈夫！　サブなら、絶対に勝てる!!」

　あきらがそう叫んだと同時に。

　ランスロットが真っ白に発光した。

　あまりの眩まぶしさに、目をつぶる。

　壮絶な轟ごう音おんが響き、地面が揺れた。あきらが椅い子すから滑り落ちる。

　ゆっくりと目を開けると、強化ガラスに、ひびが入っていた。ガラスの向こうから、ぱらぱらとコンクリートの破片が降り注ぐ。

「あ。サ、サブ……。サブーっ！」

　心臓が、バクバクと音をたてている。ぼくとあきらは、泣きながらガラスに張り付いた。白煙が舞っていて、闘技場がよく見えない。さっきまで声をあげていた客席も、しんと静まり返っている。

　サブが、壊されてしまったかも知れない。

　あの笑い声を、二度と聞くことができなくなるかも知れない。

　こんなことなら、挑戦なんてしなければよかった。だいたい、なんでネットアイドルのレンタルサーバが、壊し合いなんてしなくちゃいけないんだ。意味不明だ。ナンセンスだ。まるで必然性がない。

「あっ！　まこと！　あれ見て！」

　歯を喰くいしばっていたあきらが、そう叫んだ。

　白煙が、ゆっくりと消えていく。

　それに気づいた客席から、奇声があがる。

　そこには、ふたつのロボットが折り重なっていた。

　パールホワイトのロボットと、四角い顔のロボット。

　ランスロットの上に、サブが乗っかっていた。

「……いやあ、死ぬかと思いましたわ。九死に一生ですわ、こりゃ」

　サブが立ち上がると、ランスロットはぐったりと崩れた。

　その胸に、サブの拳こぶしから外れたナックルが、深々と突き刺さっていた。

　割れるような大歓声。

　サブが、ランスロットに勝った！

「ええーっ！　サ、サブが勝った!?」

「あったり前でしょ、まこと！　だから大丈夫だっていったじゃない！　すてきよサブっ！　やったわね！」

　ドーム状の強化ガラスの壁が、ゆっくりと持ち上がった。

　足をばたばたさせながら出られるようになるのを待ち、あきらが飛び出した。ぼくも後に続く。

　その途端、とてつもないブーイングが客席から轟いてきた。お腹に響く、悪意の波動。

　ぼくとあきらは、立ち尽くしてしまう。さっきまで温かい歓声を送ってくれた観客のひとたちが、ぼくらに敵意を剥むき出しにしている。

　向こうから、お姫様がふらふらとした足取りでやってきて、倒れたランスロットのかたわらで膝ひざをついて泣き始めた。客席からは、お姫様に対する慰めの声がいくつも飛び出した。

　ランスロットの横で、サブが気まずそうに立ちすくんでいる。

　すっかり悪役になってしまった。まだあきらがホームページを公開してから、二週間ちょっとしか経っていない。認知度や人気では、雲泥の差だったのだ。お姫様のネットアイドルグィネヴィアを応援するひとの方が多いのは、当たり前だった。

「うるさ――いっ!!」

　うなだれていたぼくは、その声にびっくりして飛び上がった。

　そのよく通る大声に、会場がしんと静まる。

「あなたたち！　勝ったのは、あたしのサブよ！　いい、この世界は弱肉強食！　やるかやられるか、なのよ！」

　そういうと、あきらは黒い髪をなびかせて。堂々とした足取りで闘技場の中央まで歩く。そして、ランスロットの傍でしくしく泣いているグィネヴィアに近づくと、すっと手を差し出した。

「強かったわ、あなたのランスロット。でも、今日はあたしの勝ち。次は勝てるかわからないけどね」

　お姫様は、呆ぼう然ぜんとした目であきらを見ている。

　ぼくも、客席のみんなも、固かた唾ずを呑んで見守っている。

　あきらは、ニコッと笑った。

「いつでも、挑戦は受けるわ！　あたしは、絶対に逃げないから！　このネトア・ロイヤルで、チャンピオンになるまで!!」

　会場が、爆発した。

　あきらへの声援で、いっぱいになった。

　これは、カリスマというものなのだろうか。学校でも、あきらはこんな調子だった。敵だと思っていたひとが、あきらの人柄に触れて味方になることも、何度かあった。中学時代、生徒会長に立候補したときも、このカリスマ性でライバルを駆く逐ちくした。

　ぼくは興奮しながら、あきらに近づく。

「フン！　よくいうわね。なにか裏技でも使ったんじゃない？　……勝てるわけないもの、あんなボロサーバに」

　客席には気づかれないように、小声でグィネヴィアがそういった。

　ぼくもそう思う。サブが勝利する要因など、なにもないように思えた。

　その疑問には、よれよれのサブが答えた。

「わいも、まさか勝てるとは思いませんでしたわ。ま、アクセス数のパワーのお蔭ですわ」

「……くっ！　あきら。覚えておきなさいよ！」

　そう小声で叫び、オーバーなアクションで涙を拭いて、お姫様が立ち上がった。

「この次は、絶対に負けなくてよ！　チャンピオンですって？　いいわ、なりなさい、チャンピオンに！　その座から引きずり落とすのは、あたくしですから!!」

　グィネヴィアがみんなに聞こえるようにそう叫ぶと、会場は再び興奮に包まれた。

　がっちりと、握手をする。

　このふたり、役者だ。

　ぼくとサブは顔を見合わせ、苦笑いをする。ふとランスロットの様子を見たら、こくこくと頷うなずいてくれた。壊れてはいないみたいだ。なんとなく、ぼくは安心した。

　ハイテンションのリングアナウンサーに、もう一度あきらは祝福された。この時は、もう客席からブーイングは出なかった。

　サブは右手は腰に、左手は指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させたヘンテコなポーズで歓声に応えた。すぐに足がふらついて倒れそうになったけど。

　ボロボロのサブを連れて、闘技場から出る。係員のひとたちが、笑顔で祝福してくれた。通路に出ると、客席の喚かん声せいが途切れて急に静かになった。

「でも、すごいねー、サブ！　あのランスロットに勝つなんて！　全然見えなかったけど、どうやって倒したの？」

「いやあ、一か八かだったんですわ。かなりの博ばく打ちっすよ。ずっと力を温存してはいたんですわ。で、あの技を撃つ瞬間、動きが停止したんで、そこへね。全力でダッシュして、衝撃波の真下を辿たどってね、ゴツンと」

「ゴツン、じゃないわよ。バッキャ――ンッ！　って感じだったんじゃない？」

　あきらが腕を振りながらそういった。

「あっはっはっは。まあ、そうですなあ、一筋の光線となって、みたいな」

「あ、そうだ。ねえサブ、もしかしてグィネヴィアさんって、アクセス数が」

　さっきから気になっていることがあった。お姫様は、アクセス数のパワーのお蔭で勝てた、っていうサブの言葉で、負けたことを納得したみたいだった。

「ええ。実はあのひと、アクセス数が伸び悩んでるんですわ。ランキングは一○位でしたけど、勢いだけでしたらあきらさんの方が上なもんで。わいらレンタルサーバは、アクセス数が力の源なんで」

「ふーん。そうなんだ」

「実は、わいらレンタルサーバのパワーエンジンは、みんな同じものなんですわ。例外なく。最初は、ごっついヘビーなリミッターがかかってましてね。ホームページのアクセスによる通信量で、それが徐々に外れるようになってるんですわ」

「へえー！　そうだったんだ」

　でも、それはあの装備の差を覆すほどのものなのだろうか。サブの作戦もあったのだろうけど、ちょっと信じられない。

「まあ、こっから上の方は、アクセス数も尋じん常じようじゃないんで、こう巧うまくはいかないでしょうけどねえ。トップテンに入ったら、下位ランキングのネットアイドルに挑戦を受けることもありまっせ。なにしろ、わいはまだ装備が貧弱なもんで、狙ねらわれると思いますわ」

「そ、そうだね。うーん、頑張らなくっちゃ」

　今のところ、アクセス数だけが頼りだ。今日の活躍で、あきらの人気は間違いなく上がっただろうけど、油断は禁物だ。あのランスロットみたいな装備は、まだまだ当分揃そろえられそうもない。

　控え室に入ろうとしたら、Ｔシャツ姿のラフな格好をした女性が笑顔で待っていた。

「おめでとうございます、あきらさん！　ネトア・ロイヤルの広報班のものですが、インタビューさせてください！」

「えっ？　あたし？　もっちろんＯＫ！」

　広報班の女性は、そういってあきらを連れて行こうとしたが、ぼくの方をちらりと見て、くすりと笑った。

　忘れていた。今ぼくは、女装をしているんだった。ワンピースのスカートをはいているんだった。

　逃げるようにして、控え室に飛び込む。鏡に写るぼくの顔は、真っ赤だった。

　ドアが半分だけ開いて、サブがちょろっと顔を覗のぞかせた。

「ほいではまことさん。わい、ちょっくら修理してきますわ」

　そういって優しい笑顔を見せると、サブは扉を閉めた。

　控え室に、ぼくひとりだけ。

　まだ恥ずかしくて、ちょっと手が震えている。据すえ置きの冷蔵庫からコーラを取り出して、ゴクゴク飲んだ。それで、やっと落ち着いてきた。

「それにしても、すごいよなー、サブ。あきらも」

　そう呟つぶやくと、ぼくがなにもしていなかったことに気づく。

　ホームページはぼくが作ったし、写真の撮影もやった。でも、あきらやサブほど頑張っていたわけではない。なんとなく、やっていただけだ。

　ぼくは、昔からそうだった。あきらに引っ張られて、仕方がなくいろんなことを経験したけど、自発的にはなにもしていない。男として、こんなことじゃいけない。そう思うと、落ち込む。ぼくはいつも、逃げてばかりだ。

　そんなことを考えて落ち込んでいたら、控え室にあるモニタにメインイベントの様子が映し出された。

　挑戦者は、ランキング六位のネットアイドル、ＳＡＹＡＫＡ。相手は、ネトア・ロイヤル世界チャンピオン、ＭＡＹ。

　ＳＡＹＡＫＡは現役中学生のネットアイドルで、体操着にいまどき赤いブルマという、ちょっとおかしなコスチューム。体操着の胸には、大きく名前が書かれている。チャンピオンの方は、姿を見せていない。

　レンタルサーバは、もう完全にアニメの主人公ロボットだった。ランスロットもカッコよかったけど、このふたりのレンタルサーバは全然負けていない。

　ＳＡＹＡＫＡのレンタルサーバの名前は、《スクリュードライバー》。オレンジ色をしたスマートなロボットだ。ハイヒールみたいな足で、女性的なフォルムをしている。

　対するチャンピオンのレンタルサーバの名は、《ルシファー》。神へ造反し、大天使長という最高位の地位からサタンとなった堕天使の名。チャンピオンにふさわしい名前だ。真っ白な流線型の美しいフォルムの機体で、背中には輝く大きな十二枚の翼まで生えている。巨大な剣を持ち、機械だとは思えないくらい動きが柔らかい。

　こんな試合見なければよかったと、すぐに思った。

　格闘ゲームなんか比較にならないくらいの、リアルなロボットの戦い。

　腕や肩に内蔵した火器が弾丸を発射し、火花が散る。背中のバーニアが火を噴き、空中を飛ぶ。斬撃がコンクリートに傷を作り、相手を吹っ飛ばす。

　これが実際に現実世界で行われている戦いだとは、信じられない。映画でも観ているかのようだ。

　きっとランスロットも、こんな戦いができたのであろう。そう考えると、四角い顔のサブがかなり特殊に思える。

　試合は、圧倒的な力でルシファーが勝利した。美しい機体に、傷ひとつついていない。

　すごい。あきらはこんなすごいチャンピオンに、喧けん嘩かを売ってしまったのか。

　モニタに、女性の顔が映った。

　それは、とても人間とは思えないくらいの美しい女性だった。

　蒼あおく、きらきら光る滝のような髪。真っ白な肌。神秘的な紅い瞳は、見るものを捕らえて離さない。シルバーのアクセサリーが、ほのかに光る。

　冷たそうな薄い唇がくちびる、静かに開く。

「今日、わたしに挑戦を表明したひとがいたらしいですね」

　ぼくは、心臓が縮み上がった。あきらのことだ。

「新人さん。まだ、あなたには早いです。もっと力をつけてから、おいでなさい。その時は、容よう赦しやしません」

　モニタに大映しにされたその瞳から、ぼくは目を離せなかった。怖い。そう思った。

　画面が切り替わると、催眠術から解放されたかのように、ぐったりとソファにもたれた。

　ネットアイドルとは、なんて厳しい世界なんだ。ぼくは、そう痛感した。ある意味、テレビの中のアイドルよりも厳しいかも知れない。

「ハァイ！　コングラチエーション！　マドモアゼル！　あなたの麗しき愛のラヴナイト、紅い薔ば薇らのひと、満を持してついに参上！」

　いきなりドアを開けて入ってきたのは、高級そうな紫色のスーツを着て、胸に抱えた大量の紅い薔薇の花束で顔を隠した、背の低い男のひとだった。

　ぼくは驚いて飛び上がると、ソファから転げ落ちた。

「今日はおめでとうマイハニー！　でも、ちょっとブリークンハートさ。だって、ユーはミーがプレゼントフォーユーした、ナイスなボンデージファッションを、グレイトに身に着けていなかったんだからね。あのロングブーツのヒールで、ミーをサディスティックにマゾヒスティックを堪たん能のうさせてもらいたかったぜー！　ねっ？」

　鼻が詰まったような妙な声でそこまで早口でまくし立てると、顔を隠していた薔ば薇らの花束をさっとどけて、顔をあらわにした。

　床で呆ぼう然ぜんとしているぼくと、目が合った。

　なんとも表現しにくい、気まずい沈黙。

　その男は、眉毛が繋つながっていて、オールバックは似合っていなくて、かなり愉快な顔をしていた。ちいさな丸い目で、きょろきょろと狭い部屋を見回す。

「あれ？　マイハニーは？」

　ぼくはゆっくりと立ち上がると、コーラのペットボトルを思いっ切り振って、そいつ目掛けて発射した。

「うわっ！　な、なにをするんだいロリータガール!?　ジェラシーはやめてくれ！　せっかくの美しい薔薇が！」

「あきらはここにはいないよ！　出て行って！」

　誰がロリータガールだ。ぼくはボーイだ！

　あんな変態を相手にしなくてはいけないだなんて、ネットアイドルとはなんて厳しい世界なんだ。ぼくはもう一度、痛感した。



    

  
    
      
第六話　波乱のオフ会
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「ええー!?　ほ、本気なの、あきら？」

「当たり前でしょ！　ここで攻勢にでなくてどうするのよ！　タイミング的に、今がいいのよ。ねえ、サブ」

「はいですなー。ネットアイドルたるもの、ファンは大事にせんといかんですからねえ」

　いつものようにぼくの机の横に立ち、モニタのケーブルをお腹のパネルに接続したサブは、にこやかにそういった。



　ランキング一○位になった効果は絶大だった。それと、あのあきらのパフォーマンス。そのお蔭で、かなりアクセス数が増加した。あれから三日で一○万もアクセスが増え、月曜日締めの一週間分のアクセス数は、二八万にもなった。

　通常の報酬は二八○○○円だが、トップテンに入るとボーナスが入る。一○位なので、プラス一○万円の報酬がつくのだ。これはもちろん貯金。口座のパスワードは、絶対にあきらには教えない。

　そしてサブにも同じだけのポイントが支給された。そのポイントでサブは、速度強化のロケットローラーブレードと、反射速度強化のセンサーと、硬度を強化した薄くて軽い装甲と、火薬で発射するナックルを購入した。

　対戦相手によって装備品を変えるのが常じよう套とう手段らしいけど、サブの相手はたいていサブよりも強いから、とにかく機動性を上げて、一撃必殺で対処するしかない。空を飛ばれてしまったら、どうしようもないけど。

　装備を装着しに本部に行き、サブは昨日、チューンナップされて帰ってきた。

　見かけ的には、あまり変わらない。オプションパーツをひと通り揃そろえれば変えることはできたけど、ぼくもあきらも今のサブの姿が好きだったから、このままにした。四角い頭にひょうきんな顔は、変わらない。

　しかし、これだけでは不足だ。

　これからは、もっともっとサブを強化していかないと勝てない。ぼくはそう確信していたので、なんとしてもあきらのホームページのアクセス数を増加させたかった。

　サブたちレンタルサーバに搭とう載さいされているパワーエンジンは、アクセス数により、徐々にリミッターが解除されるという。そのレベルは流動的で、アクセス数がダウンすれば、どんどん弱くなってしまう。

　そんなわけで、アクセス数を稼ぐ手段をあきらと協議した結果、つぎにやるべきことが決まりつつあった。

　それは、オフ会。

　オンラインのインターネットで知り合ったひとたちが、オフラインの現実世界で実際に逢って、食事したり遊んだりすることを、オフ会と呼ぶのである。

　テレビの中のアイドルと違って、こうやって実際に逢えることも、ネットアイドルの魅力のひとつである。楽しく話したり遊んだりすることができれば、ファンはとても喜ぶだろう。

　最初のころは、ぼくも掲示板に返答を書いていたけど、最近はあきらがひとりで掲示板やチャットで会話している。そこで、かなり仲良くなったひとが何人かいるみたいだ。その中には、女性もいる。

　不思議なことに、おかしな書き込みをするひとは徐々に減ってきて、今では全然見かけない。サブが事前にカットしているのかと思ったら、そういう書き込みは週に一件くらいしかないという。これは、よい兆候だと思う。

　だが、オフ会は諸もろ刃はの剣であると思う。ストーカーや変質者を生むこともある。家を突き止められたりしたら、一大事だ。

「まあ、まことさんが心配するのもわかりますが、一応、わいもそのへんのことはしっかりとサポートすることができまっせ。レンタルサーバは、ボディーガードとしての機能もありますからねえ」

「ロボットって、人間を傷つけちゃいけないんじゃないの？」

「おお！　詳しいでんなー、まことさん。まあ基本的にはそうなんすけども、オーナーに危険があると判断された場合は別っすわ。束縛とか拘束とか、まあそんな感じではありますけども。後は、警察にでも任せますわ」

「もー、大丈夫だって！　まことは心配しすぎ。みんないいひとばっかりだって！」

　椅い子すの上で足を組んで、あきらは口を尖とがらせてそういった。ぼくの机の椅子は、最近あきらに奪われっぱなしだ。

「そうですなあ。せっかくファンクラブもできたことですしねえ。会長のオメガさんが、なにからなにまで段取りしてくれるそうですし、こっちはなにも準備するこたありまへんし、楽ですわ」

「そんなことないわよ！　着ていくもの考えなくちゃ。あんたもくるのよ、まこと」

「う、うん。それはいいけど、大丈夫かなあ。危ないひと、いない？」

「だから、心配しすぎだってば！　まことって、昔っからそうよね。前出なきゃ！　オメガさんも、リュウさんも、ヒトミさんも、……サトチンはちょっと嫌なやつだけど、でもみんないいひとなんだから、全然問題ないわよ！」

「で、でも、実際逢ったわけじゃないでしょ？　こういうとこ、インターネットって怖いよ。どんなひとかわからない」

「わかるって！　けっこーチャットとかって、本心わかるものよ。現実のうわべだけの関係よりも、もっと親しい感じするもん」

「そういうもんでっせ、まことさん」

　そういうものであろうか。ぼくはまだ懐疑的だ。

　でも、あきらとサブが乗り気なので、ぼくは止めようがなかった。

　話はチャットでどんどん進んで行き、今週末の土曜日のお昼にオフ会が開催されることに決まった。参加希望者が殺到したので、抽選で決めた。

　気づけば、お盆も終わって八月も後半に差し掛かっていた。外は相変わらずの炎天下だけれど、夏は終わりに近づいている。

　あきらは、今年も進化しているような気がする。

　ぼくは、ちっとも変われないでいた。



　　　　　　　　　　２



　あきらのファンクラブの会長オメガさんがセッティングしてくれたオフ会の会場は、秋あき葉は原ばらにあるファミリーレストランだった。

　ぼくとあきらとサブは、二週続けて秋葉原にやってきた。今日は土曜日だったけど、サブの戦いはない。毎週戦うのもしんどいので、今週はお休みだ。

　駅から出ると、強烈な陽ひ射ひざしが迎えてくれた。空から降り注ぐ太陽光線、熱を吐き出すアスファルト、たくさんのビルから排出されるクーラーの排気熱。駅前には、たくさんのひとが歩いている。コスチュームを着てティッシュやちらしを配っているお姉さんたちが、ちょっとかわいそうだ。

「しっかし、暑っついわねー。せっかく皮剥むけたとこなのに、また焼けちゃうわ」

「いやあ、いい天気じゃあありまへんかー。オフ会日和びよりっすわ」

　サブはそういうけれど、普段ちっとも聞こえない放熱ファンの音が、雑踏の中でもかすかに聞こえる。パソコンとか精密機械に、熱は厳禁なのだ。

　今日のあきらは、エメラルドグリーンのキャミソールに白いパンツ姿で、黒い髪の毛はさらりと垂らしている。サブはいつものＴシャツに、赤いキャップを頭に乗せている。

　問題は、ぼくだ。

「ぷぷぷ。それにしても似合うわねー、まこと。ちょっと嫉妬しちゃうわ」

　そういって、あきらはぼくのあらわになった腕を、指でぷにぷに押す。

「……な、なんでこんなこと、に……」

「すんまへんなあ、まことさん。ファンのひとたちに、ヘンなかんぐりされたくないですからねえ。カレシいるのかー、なんて引かれちゃうと困りますし。ここはひとつ、我慢してください」

　サブはぺこりと頭を下げてそういうものの、ぼくは納得できない。

　またしても、ぼくは女装姿なのである。

　空色の薄いワンピースに、白いサンダル。丸い伊だ達て眼鏡めがね。

　認めたくないけれど、客観視すれば、鏡に映るショートカットの人物は、完全に女の子だった。最近髪が伸びてきているせいもあるが、華きや奢しやで背が低い自分の体格を恨む。

「……ヘンなかんぐりって、別の意味でヘンなやつだって思われちゃうんじゃないかな」

「大丈夫っすよ、まことさん。こんなこというのもなんですが、どっからどう見ても女の子でっせ。ほんまに似合ってますなあ。自信もってええですわ」

　そんな自信、持ちたくない。

　しかも、家からこの姿である。なぜかサブが標準装備していたこの衣装を、無理矢理着せられた。せめて秋あき葉は原ばらに着いてから着替えたかった。電車の中で、ぼくは恥ずかしくて死にそうになった。

　待ち合わせは、中央通りの向こうに見える大型家電デパートの中。はきなれないサンダルで、あきらの後について行く。

「あ！　ち、ちょいと待っててください。仕事してきますわ」

　中央通りの手前でサブは突然そういった。額ひたいのランプが、片方だけ赤くなっている。すぐにローラーブレードで走り出すと、人ごみを器用に避けて、角のビルの向こうへ消えた。

　なんだろうと、あきらと顔を見合わせていたら、すぐにサブが戻ってきた。

「ど、どうしたのよ、サブ？」

　あきらが不思議そうな顔をしてそういった。

「いやあ、まあ、なんつーか、お掃除してきましたわ。ゴミが落ちていましたもので」

　サブの肩に紅い薔ば薇らの花びらがついていたので、ぼくはそれをつまんで捨ててあげた。

「……お疲れ様、サブ。頼りになるよ」

「いやあ、これも仕事っすわ。あっはっはっは」

「なにそれ？　へんなのー」

　横断歩道を渡って、すぐに大型家電デパートへ到着。クーラーの効いた店内に入ると、家電がたくさん並んでいる。ちょっとひやかそうかな、と思っていたら、さっそくあきらが声をかけられた。

「こんにちは！　あきらさんですよね？　はじめまして、私、オメガといいます！」

　そのひとは、身長が一八○センチくらいある痩やせた大きなひとで、縁のない眼鏡めがねをかけて、年は二○代中盤くらいに見える。白いジャケットに短くした髪で、清潔そうな雰囲気のひとだった。優しい笑顔を浮かべていて、第一印象は、かなりいい。

　インターネットでは、自分の本名は使わない。使っているひともいるけど、たいていはハンドルネームという別名を使っている。ハンドルネームで自己紹介されるのも、ちょっとおかしな気がするけど。

「あ、オメガさん!?　はじめましてー、よろしくーっ！　あはっ、けっこーいい男じゃないですか」

「元気いいですねー。チャットと同じ感じの女の子だ。予想通りで、安心しました」

「あら、どーゆー意味ですかー？」

　いつものあきらは、こんなもんじゃない。今日は、わりとよそ行きモードだ。

「そちらはサブさんですね。こないだの試合、感動しましたよ！」

「あっはっはっは。いやあ、照れますなー」

「いや、本当に。あ、そちらはあきらさんのマネージャーの、まこさん？」

「うん！　ほら、まこ！　挨拶しなさい！　うぷぷぷぷ」

「……え！　あ、あの、よろしく。です」

　紹介しながら笑うなよ、とか思いながら、ぺこりと頭を下げる。

　ぼくが女装しているときの名前は、いつの間にか「まこ」になっていたらしい。おそらくあきらの思いつきだろう。

　オメガさんがいいひとそうなのはよかったけれど、できれば男の姿で出会いたかった。女装している恥ずかしさと、性別を偽っている罪悪感と、「まこ」という名前の違和感で、ぼくは目を見て話すことができない。声で男だとわかってしまうのではないだろうか。

「よろしく！　ハスキーないい声ですね。さすがあきらさんのお友達だ。美人揃ぞろいですね」

　いらない心配だったようだ。ほっとしたような、悔しいような。

　談笑していると、すぐにひとが集まってきた。

　今日集まってくれたのは、厳選された一○名。オメガさんを除いて、抽選で九名を選出した。ぼくとあきらとサブを入れて、一三人。かなり大所帯だ。

　あきらがいっていた通り、みんな普通のひとだった。年上ばかりで、三○代のひともいたけれど、危険な感じのひとはいなかった。女性も三人いて、あきらに抱きついたりしている。ぼくも抱きつかれそうになったけど、慌てて逃げた。

「あと、サトチンがちょっと遅れてくるみたいだから、先に移動してようか」

　時計を気にしながら、オメガさんがそういった。

「はーい。つーか、まさかサトチン選んじゃうとは思わなかったなー。あいつ、いつも辛口だから」

「あはは。それも、愛情の裏返しですよ」

「まあ、ちょっと逢いたかったんだけどね。今日もつっかかってきたら、ビンタしてやるんだから」

「その時は、止めませんからね」

　なんかいい感じだ。チャットでよく会話をしているせいか、息が合っている。

　というわけで、店を出て裏通りを通って、ファミリーレストランに向かう。みんな初めて逢ったはずなのに、あっという間に打ち解けて、あきらを中心に親しげに話している。緊張しているのは、ぼくだけみたいだ。

　ファミリーレストランに到着し、いちばん奥の席に通されると、テーブルをくっつけて特別に作られたような席が用意されていた。あきらとぼくとサブがソファの真ん中に座り、まわりをファンのみんなが囲む。

「あ、サブさん、例のあれ、もう始めてるんですか？」

　メニューを見ながら、オメガさんがそういった。

「おおっと！　忘れておりましたわ。すんまへん。じゃ、さっそく開始しますわー！」

　ひょいと頭から赤いキャップを取ると、そこに小さな丸いものがついていた。正面に、レンズがついている。

「え？　ねえサブ、なにそれ？」

「ＣＣＤカメラっすわ。今日のこの模様は、うちのホームページで生中継かましまっせ！」

「もしかしてライブカメラ!?　そんなの企画してたんだ！」

「あはは。すいません、秘密にしてて。ちなみにそれだけじゃないんですよ」

　オメガさんは、かばんをテーブルの上に載せると、中からノートパソコンを取り出した。

「ビデオチャットもできるようにセッティングしてあります。今日これなかったファンクラブの仲間と、顔を見ながらチャットできますよ。パソコンにカメラを接続しているひとたちだけですけど」

「すごーい！　なんか未来的ですねー」

　冗談じゃない。

　ぼくのこの女装姿も世界中に中継されてしまうってことではないか！

　さーっと、血の気が引く。どうしよう、隠れようか、帰っちゃおうか、トイレに引きこもってしまおうか、カメラを殴なぐり壊してしまおうか。

　頭を抱えながらそんなことを考えていたら、遅刻してきた最後のひとりがやってきた。

「ちわす。サトチンです」

　その声に反応して、ぼくはそちらを見た。

　一瞬、目の前が真っ白になった。

　なにもかもが終わった。そう思った。

「なにーっ!?　サトチンって、あんただったの!?　どーりで嫌なやつだと思った！」

「おや、お知り合いなんですか？」

　そこに立っていた茶髪頭でＴシャツ姿の痩やせた男は、間違いなく、ぼくの数少ない友達のひとり、金かね本もと悟さとるだった。

　サトチンはケケケケと笑いながら、ぼくを指差した。

「ええ、まあ。つーか、どっちかっていうと、そっちのコとですけどね」

「イヤーン！　もしかして、つきあってるの!?」

　女性の誰かが、そんな恐ろしいことをいう。ぼくは背筋がぞっとして、身震いした。

「いやあ、振られっぱなしですよ。全然連絡くれないし」

　余計なことはいわなくていい。ぼくは顔面ゼスチャーでそう叫んだが、悟はにやにやしているだけだった。

　うかつだった。悟はこうやってひとを驚かすことが大好きなやつだったのだ。悟があきらのホームページを知っていたことはわかっていたのだから、こういうことも予測すべき……いや、予測なんてできない。抽選にも引っかかるだなんて、宇宙的な運だ。

　悟は迎え入れられるように、ぼくの隣に座った。せっかくなので、肘ひじでわき腹を突いてやった。全然痛そうにしてなかったけど。

　和わ気き藹あい々あいとした雰囲気で会話も弾んでいたが、ぼくひとりだけ、落ち込んでいた。食事が運ばれてきたが、ぼくは食欲がわかなくて、あきらに全部奪われてしまった。

　ビデオチャットはかなり盛り上がり、みんな楽しそうにしていた。何度もぼくは話しかけられたけど、どうにも反応できない。あきらとサブがフォローしてくれたからよかったけど、恥ずかしくて顔を上げることができない。

　ちなみに、人生初の女子トイレを経験した。

　自己嫌悪で、泣きたくなってきた。

　食事が終わってお茶を飲んだあと、カラオケに行くことに決まったようだ。ここで退散しようと思ったのだが、もちろんあきらに却下された。

　ファミリーレストランを出て最後尾をとぼとぼ歩いていると、悟が話しかけてきた。

「なにへこんでんだよ。さっきから暗いぜ。ま、気持ちはわかるけどな」

「……話しかけないで。悟のせいもあるんだからね」

「お前の驚く顔が見たくてな。まさかそんなカッコまで見れるとは思わなかったが」

「……うう。最悪だよ」

「だから暗いって。好きでやってるわけじゃねーんだろ？」

「当たり前でしょ……。でも、悟さとるがあきらのファンクラブに入ってたなんて、信じられないよ。あんなに仲が悪かったのに。どんなイヤガラセ？」

「お前が思ってるほど、仲は悪くねーぞ。いちもく置いてる。廊下ですれ違うときだって、たまに喋しやべってるぜ。安良城あらきがオレを嫌うのは、そもそもお前のせいだしな」

「なんでぼくのせいなんだよ。意味わかんない」

「まあ、お前のファンクラブでもよかったんだがな」

「な、なにいってんの……？」

「ケケケケ。つーかそろそろ元気出せよ。安良城のやつ、必要以上に頑張ってるぜ。お前が雰囲気暗れーから。気づいてんだろ？」

「……う。そ、そうだね」

「どっちかっつったら、お前が盛り上げてやる方だろ？　こーゆー場合さ」

　悟が、ぱしっとぼくのお尻を叩たたいた。

「お。意外と柔らけーな」

「ば、ばかものっ！」

　ぼくは、思いっ切り悟の尻を蹴り飛ばした。

　でも、少し気分が楽になった。ちょっとだけ、悟に感謝した。

　カラオケの広い個室に入ると、ぼくは開き直った。これ以上、あきらに気を使わせるわけにはいかない。ぼくは、あきらのマネージャーなのだ。

　どっちかっていうと、オメガさんの方がマネージャーらしいけど。ドリンクの注文も、テキパキと手配している。

　いつもは誘われても唄うたわないけれど、今日はマイクを手に取った。流行の女性アーティストの曲を熱唱する。ぼくは自慢じゃないけど、唄には自信がある。すくなくとも、あきらよりは上手い。

　あきらは、実は音痴であった。音楽の成績も悪い。でも、カラオケは大好きだったので、唄いまくる。

　あきらが音痴であるとズバリと指摘した悟は、他のファンのみんなに、ぱこぱこぶたれていた。もちろん、あきらにも思いっ切り蹴られていた。二回目には、ドロップキックが飛んできて、たいへんなことになった。

　他のひとたちは、全員唄が上手かった。上手いというか、慣れているというか。オメガさんはデュエット曲やメドレー曲を入れたりして、盛り上げてくれる。

「なによまこと！　じゃなくて、まこ！　珍しくノリノリじゃない？」

　ぼくが熱唱していると、ハイテンションのあきらが飛びついてきた。

「うん！　ぼくは、変わるんだ!!」

　そうだ。いつまでも、あきらにおんぶに抱っこじゃいけない。いつまでも、あきらに迷惑はかけられない。

　変わるのだ。自立するのだ。

　オメガさんみたいな、優しくて気が利く男性になるのだ。

　こんな女装姿で決意したくはなかったけれど。

　こっそり悟さとるがお尻をさわってきたので、股こ間かんを思いっ切り蹴ってやった。すっかり悟はいじめられキャラになってしまい、鋭いひとことが出るたびに、みんなにぶたれていた。

　開き直ってしまえば、ものすごく楽しい。みんないいひとだし、ノリもいい。インターネットの世界も、なかなか捨てたものではないな、と思った。

　あっという間に時間が過ぎる。

　すぐに二時間が経過し、一時間延長。時計の針は、もう五時を指していた。悟がシブイ声で、アニメソングを歌っている。

「ねえ、サブ。今日のバトルロイヤルはどうだったんだろう？」

　ふと、そのことを思い出して、ぼくの隣で笑顔を振りまいているサブに訊きいてみた。

「おお、すっかり忘れてましたわ！　ええと、今日はトップテンの戦いはあったかな？　結果出てるはずなんで、ちょっと検索かけてみますわ」

　忘れちゃいけない。あきらはネットアイドルで、ランキング一位を目指しているのだ。そのためには、アクセス数を稼ぐのも大切だけど、サブの戦いも重要だった。ライバルたちの動向は、知っておいて損はない。

　ふと脳裏に浮かんだのは、サブと同じく強敵を撃破してデビュー戦を勝利で飾った女の子だった。

　フリルがたくさんついたピンク色の衣装を着て、小動物みたいなしっぽの生えたレンタルサーバをパートナーにしていた。名前は、確かショコラ。

　もしかしたら、今日も戦っているかも知れない。

「うっはあああああ！　こりゃすごいっすわー！」

　いきなり、サブが叫んだ。

　その声に、みんなが振り向く。オメガさんが、カラオケのボリュームを素早く下げる。

「サブさん、どうしたんです!?」

「いやあ、凄すごいことがおこりましたわ！」

　目をまん丸にしたサブが、あきらとぼくを交互に見る。

「先週デビューしたショコラってひとが、なんとランキング一二位のパインさんに勝っちゃったみたいですわ！」

「ええー！　それって、ほとんどあきらと同じじゃない!?」

　みんな騒そう然ぜんとした。

　サブが二戦目でトップテン入りしたことは、類を見ないくらいすごいことだった。だが、ショコラはそれと同じくらいのことをやってのけた。気になってはいたが、まさかそこまですごいとは思わなかった。

「でも、トップテンのネットアイドルと、それ以下ではかなり実力差があるから、サブさんとは、違いますよ。ライバルとして、無視できない存在ではあると思いますけど」

　オメガさんが、そういった。

「いや。パインってひと、こないだまで九位だったはずだぜ。確か先月連敗して、一二位になっちまってたけど」

　マイクを握ったままで、悟さとるがそういった。いつの間にそんなに詳しくなったのだろう。

「思い出した！　確かにその通りです。ですが、その連敗の中には、あきらさんが倒したグィネヴィアさんとの戦いも入っていたはずです。……とはいえ、トップテンレベルの強さではあったわけか。すごいな、新人なのに……」

　オメガさんが、深刻そうな顔をする。トップテンレベルというと、やはりランスロットみたいな、アニメの主人公ロボットっぽいレンタルサーバなのだろうか。そんな強敵に、あんな小さなレンタルサーバが勝った。

「みんな安心して！　あたしは負けない！　いつなんどきでも挑戦は受けるわ。あたしの目標は、あくまでもチャンピオンだもの！」

　悟からマイクを強奪すると、片足をテーブルに乗せ、あきらがそうシャウトした。

「さっすがー！」

　静まり返っていたのに、みんな拍手しながら歓声をあげる。このあきらの強気は、どこからでてくるんだろう。

　その時。

　ドアが突然開け放たれた。

「あっ!?」

　ぼくは、思わず立ち上がってしまった。

　そこには、レースのフリルがいっぱいついたピンク色の衣装を着た、栗色のふわふわした髪の毛に赤い大きなリボンをつけた、可愛らしい女の子が立っていた。

　ネットアイドルのショコラだ。

　でもぼくの驚きは、ショコラがこの場所に突然乱入してきたことではなかった。

　その顔に見覚えがあったのだ。

　モニタで見た時は、画面が小さくてわからなかったし、眼鏡めがねを外していたので気づかなかった。

　でも、今ならわかる。

「……無用心でしゅよ、サブしゃん。ここの場所、ホームページを見ているひとたちにばれていましゅ」

　ひょこっと彼女の背後から出てきた舌足らずな幼い声の主は、小柄でしっぽの生えた猫みたいなレンタルサーバのサラダだった。

「あっ！　サブさん、ライブカメラ！」

「おおーっと！　こりゃまずいことしましたわ、ずっとつけっ放しでしたわ！」

　オメガさんにいわれて、サブが慌てて頭の上のカメラを取り外そうとするが、悟さとるがそれを止めた。

「カラオケの入り口で、ネトア・ロイヤルの係員たちが、この場所を見つけ出してやってきたファンたちを止めていました。私は通してもらいましたけど」

「あ、あれっ!?　あなた……」

　あきらも、気づいたようだ。

　ショコラは、ぼくに気づくと顔をしかめ、あきらを睨にらんだ。

「ネットアイドルあきら！　私はあなたを許さない。あなたに挑戦するわ!!」



　その正体は、ぼくのクラスメイトの佐さ藤とうさんだった。
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　ぼくは机の上に肘ひじをついて、液晶モニタをぼんやりと眺めていた。

　そこで笑っている写真は、どれも可愛かった。アメリカンショートヘアーのかりんと、ロシアンブルーのみかん。そして、サラダ。小柄で猫みたいなサラダは、違和感なく猫と戯れていた。

　ネットアイドル☆バトルロイヤル、ランキング一二位のネットアイドル、ショコラ。その正体は、クラスメイトの佐藤さんだった。

　昨日あったことが、まだ信じられない。おとなしくて身体からだの弱い佐藤さんが、あきらに挑戦状を叩きつけた。あきらは、当然のように受けて立った。その様子は、サブのカメラによりしっかり生中継されていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　サブの話だと、一二位と一○位では、ほとんど問題なく対戦要求は受理されるだろう、とのことだった。戦いは、避けられない。

　あきらと佐さ藤とうさんの戦い。

　ぼくは、どちらを応援したらいいのかわからなくなっていた。

　夏休みが終わるまで、一○日を切っている。あきらの暴走は、いつも夏休みが終わるころには終了する。だからきっと、ネットアイドルだって辞めてしまうだろう。あきらは、醒さめる時は一気に醒めるのだ。

　佐藤さんは、どうなのだろう。このままずっと、ネットアイドルとして頑張るのであろうか。

　可愛いし、ホームページもこまめに更新しているし、ファンクラブもできたみたいだから、ずっと続けるかも知れない。

　だとしたら、ぼくは佐藤さんを応援した方がいいような気がする。

　でもそれは、あきらを裏切ることになる。

　あきらは飽きるその瞬間まで、いつでも全力でやる。手を抜くことはしない。佐藤さんとも、本気で戦うはずだ。

　今日何度目かのため息をつき、窓の外を見る。カーテン越しに、あきらの家の窓がそこに見える。

　時計は、午後の二時。昨日あきらといっしょに帰ってきてから、姿を見ていない。帰り道、あきらはなぜか口数が少なかった。

「いやあ、平和ですなー」

　机の横でお腹からケーブルを延ばしたサブが、しんみりとそういった。

「全然平和じゃないよ。……ねえ、サブ。サブって、うちにくる前は、他のネットアイドルのレンタルサーバをやってたの？」

「わいですか？　いや、新品の生まれたてですわ。つっても、研修に一年くらいかかっとりますが。基本的に、新人さんには新しいレンタルサーバが支給されますからねえ」

「え？　じゃあ、ネットアイドルが引退した場合は？」

「あっはっはっは。あんまり考えたくない話ですなあ。まあ、おそらく処分されるんでしょうなあ。プライバシーの問題とか、規約や法令がいろいろあるもんで」

　ぼくは、ショックを受けた。

　サブが、処分されてしまう。

　あきらが飽きてしまったら、サブはいなくなってしまう！

「ほいでもまあ、サーバとはいえパソコンと同じなんで、寿命はそんなに長くはないっすわ。せいぜい四～五年、長生きして一〇年ってとこっすかねえ」

「え、ええーっ!?　そんなに短いの？　もっと長生きできないの？　サーバの部分とロボットの部分って別なんでしょ？　ロボットって、不老不死みたいなもんじゃないの？」

「いやあ、わいらはあくまでもレンタルサーバなんで。ロボットじゃあないんすよ。ロボットっつーと、兵器になっちゃいますからねえ」

　真面目な顔をして、サブはそういった。

「レンタルサーバの部品は、ここの一般的なものを使ってますからねえ。常に稼動状態っすから、意外とへたるんすよ。消耗品の集合体ですわ、実際の話。パーツを入れ替えればそれこそ半永久的にもちますけども、相性問題とかドライバの問題がありましてね。古いパーツは手に入れにくくなりますし。まるごと新しいパーツに入れ替えるとなると、新品購入するのと同じかそれ以上のお金かかってしまうんですわ。データが失われる可能性もありますしねえ」

　サブは、頭をコンコン、と叩たたいた。

　データとは、サブ自身のデータであろうか。サブの性格、趣味、そしてぼくらとの記憶。それが失われてしまう可能性がある。

　……そんなの、嫌だ。なんとかならないものなのだろうか。

　どすん、と振動が伝わってきて、すぐさまベランダのガラス戸がどんどん、と叩かれた。ぼくは我に返って、レースのカーテンを開けてガラス戸の鍵を外した。

「ねえ、あきら！　たいへんなことがわかったんだ」

　あきらに飽きてもらっては困る。あきらには、ずっとネットアイドルでいてもらわなければいけない。サブがいなくなってしまうだなんて、絶対に嫌だ。

　黒いタンクトップと迷彩色のパンツ姿のあきらは、ぼくを無視してベッドにごろんと寝そべると、抱えていたノートパソコンをぱかっと開けて起動させた。無線のネットワークで、サブ経由でインターネットに接続する。

　あきらは昨日佐さ藤とうさんの挑戦を受けてから、なぜか不機嫌だ。機嫌が悪い時のあきらは、口数が極端に少なくなる。

　でも、これは重大な問題だ。放ってはおけない。あきらが飽きてしまったら、サブがいなくなってしまうのだ。なんとか説得しなくては。

「あきら。たいへんなんだよ！」

「たいへんね。見て、これ」

　ノートパソコンの画面を、ぼくに見せる。そこには、佐藤さんのホームページが表示されていた。

「え？　それがどうしたの？　ぼくもさっきまで見てたよ。別にあきらの悪口とか書いてないよね？」

　日記を読んでも、そんなことは書いていなかった。逆に、ライバルとしてかなり評価しているようなことが書いてあったはずだ。

「違う！　ここ！　よく見なさいよ、バカ！」

　あきらが指で乱暴に画面を叩く。そこには、佐藤さんのホームページの閲覧者数をあらわすカウンターがあった。

　気づかなかったけど、なんと一○○万アクセスを超えていた。

「うわーすごい！　一○○万だって！　いつの間にこんなに行ったんだろう」

「うはー、確かにすごいですなあ。やっぱあの衣装と、猫効果ですかねえ。女性ファンが多いって聞きますわ」

「じゃあ、こっちを見て。ほら、ここ」

　トラックパッドを叩いて、次に画面に映し出されたのは、あきらのホームページだ。

「……あっ！　ま、負けてる」

「あきらさんも、新人にしては、破格のアクセス数だと思うんですがねえ。まさか抜かれておるとは……」

　サブも、それを見てため息をついた。

　あきらのホームページのアクセス数は、現時点で八四万。一週間遅くデビューした佐さ藤とうさんよりも、一六万アクセスも少ない。

「まこと！　あなたのせいよ！」

　突然ベッドの上に立ち上がって、あきらがきつい目でぼくを指差した。

「はっきりしなさい！　あんたは、誰の味方なの？　あたし？　佐藤さん？」

「そんなの、あきらに決まってるじゃないか！」

　躊ちゆう躇ちよせず、ぼくはそう叫んだ。

　当たり前だ、サブの命運がかかっているのだ。もう悩んでなんていられない。あきらに頑張ってもらわないと、サブが捨てられてしまう。

　あきらが、なぜかぽかんと口をあけてぼくを見ている。

「……そ、即答したわね」

「なにいってるんだよ！　ぼくはあきらのマネージャーなんだから。協力するのは当たり前じゃないか！」

「そ、そう。……なーんだ。あははっ」

　どうしてかわからないけれど、急にあきらの機嫌が直ったみたいで、ベッドの上でぴょこんと飛び上がってくるんと回った。

「よし！　じゃあ作戦会議をしよっか！　アクセス数を稼ぐためにはどうすればいいか」

「それだけど、やっぱあきらは動いてる姿がいちばん魅力的だと思うんだ。だから、動画を多くした方がいいと思う」

「そうですなあ。こないだのバトルロイヤルでも、あきらさんのアピールは凄すさまじいものがあったですわ。歌とかは、……やめた方がいいですしねえ」

「うっさい！　あ、そうだ。サブのポイントが振り込まれるのって明日の月曜日だっけ？　今からなに買うか調べておかない？」

「うん。恒例の、サブ強化だね」

「次の試合は、絶対に負けられないもの！」

「あっはっはっは。任せてください。頑張りまっせー！」

　恒例といえば、もうひとつ恒例のものがあった。

「あきらちゃんきてる？　また届け物みたいだけど」

　ドアがノックされ、お姉ちゃんの声がした。あきらが「はーい！」と返事をしながら、サブを机の下に押し込める。ぼくはそれを確認しつつ、ドアを開ける。

　先週と同じくらいの大きさの箱を持ったお姉ちゃんが、心配そうな顔をして立っていた。

「届け物？　あきらに？」

「うん。あきら、通販にでもはまってるの？　大丈夫？」

「すいませーん、毎回毎回。通販っていうか、ネットオークションですよ。安いものなんで、心配ご無用！」

　あきらが飛び出してきて、お姉ちゃんから荷物を受け取る。もちろん、視線は外している。

　お姉ちゃんはちょっと不審そうな顔をしたけれど、それで引き下がってくれた。

　差出人は、もちろん紅い薔ば薇らのひと。このひとは、本当に懲こりないひとだ。毎週毎週プレゼントを贈ってくるつもりなのだろうか。

　あきらはびりびりと乱雑にテープを剥はがし、恐れることもなくぱかっと箱を開ける。

「ぬお！　こ、今度はこれできたか！」

「あ。あきらさん、ちょいと待ってくださいまし」

　サブはあきらがそれを取り出そうとするのをやさしく止めて、ごそごそと箱の中を探り、ちいさなものを取り出した。

「うは。こないだのボンデージの時もありましたけど、またありましたわ。これ」

「え？　それってまさか！」

「ええ、盗聴器ですわ。わいはこういうのを見つけることができるセンサーがついておりますので、簡単に見つけることができるんすわ。前回は心配させまいと思って黙って処分しましたけど、毎回ついてくるとなると……。いやはや困ったことですなあ」

　サブは申し訳なさそうにそういって、手の中にあったちいさな機械を握りつぶした。

「もう平気？　あははっ、すごいこれ！　初めて見たー！　こんなサイズのってあるんだ」

　それは、真っ白なシルクのウェディングドレスだった。あきらの体形に、ぴったり合わせてあって、ご丁寧に白いパンプスと真珠のネックレスまでついていた。

「たぶん、オーダーメイドですわ。あのひと、もう完全にストーカーですな。本部に報告しときますわ……」

「や、やりすぎだよね。それも、封印しておこう」

「いいえ！　まこと！　これを使うのよ！」

　それを持って勢いよく立ち上がると、あきらはそう叫んだ。

「ええー!?　ど、どうするの？　それ着るっていうの？」

「このままじゃダメね。先週のやつも使いましょう。まこと、あんた裁さい縫ほう得意だったわよね？」

「お蔭様でね……。でも、どうするの？　くっつけるの？」

「おお！　わかりましたわ。リングコスチュームですな！」

「そうよ！　カッコエロいリングコスチュームを着て登場するの！　これでアクセス増加間違いなし！　まこと、さっそく作りなさい！」

「ええー!?　あのボンデージ衣装と、ウェディングドレスを？　カッコエロいって……本当にまずいよ！　学校のひととか、みんな見てるかも知れないんだよ？　それに、ミシンとかないし。ボンデージのやつって、革だよ？」

「ほいじゃあ、本部に借りてきますわ。高性能で小型のやつが、確かあったはずですわ。任しておいてください、まことさん」

「いや、そーゆーことじゃなくって……」

「ほどよいエロさも必要だって！　サトチンもいってたじゃない！」

「そんなこと、いつ……。いや、悟さとるは単純にそーゆーのが好きなだけで……」

　確かに、これとあれを組み合わせたら、ちょとインパクトの強い衣装ができあがるはずだ。刺激が強そうな衣装になるけれど、佐さ藤とうさんに対抗するにはこういうことも必要なのかも知れない。

「……わかったよ。じゃあ、デザイン考えようか。切ってくっつけるから、失敗は許されないし」

「わいに、ちょうどいいソフトがインストールされてますんで、それ使ってやりましょか」

「おしゃー！　燃えてきたー！」

「あきら。それもいいけど、宿題、そろそろ取り掛かった方がいいよ」

「きゃー！　まことのバカ！　せっかく気合い入ったのに、萎なえさせるな！」

　あきらは素早くぼくの背後に回って、ヘッドロックをかけつつ胴締めスリーパーに移行した。テンションが高くなったあきらは遠慮を知らないので、額のランプを赤く点滅させたサブが止めてくれなかったら、本気で落ちるところだった。



　夏休みは、永遠に続くものではない。この楽しい時間だって、終わりはきっとくる。

　夏の終わりに、ぼくたちはどうなっているのだろう。



　オフ会とライブカメラの影響で、先週一週間のアクセス数は三一万にも跳ね上がっていた。佐藤さんのアクセス数の伸びにはかなわなかったけど、順調に伸びてきている。

　月曜日にポイントの加算があり、あらかじめ決めていたパーツを購入した。

　佐藤さんのサラダは、すばしっこくて捕まりにくい小型タイプだったので、その対応策として、サブには高機動パーツを装着することにした。かなり高価だったけど、全ポイントを消費して背中に装着するバーニアを買った。これで瞬間速度は三○○キロを越え、翼を装着すれば空だって飛べるようになるらしい。

「あーいう小型タイプ相手やと、機動性上げてもおいかけっこじゃ分が悪いんすがねえ。それに、ソフトウェアまで買えなかったんで、自作のプログラムで制御するしかないんですわ。制御プログラムがないと、ただ無む闇やみに突っ走るだけっすからねえ。土曜日までに間に合うかどうか……」

「大丈夫だよ、サブならきっとできるさ！　ホームページの更新作業は、あきらのノートパソコンでやるから。それなら、サブに負荷かけないでしょ？」

「申し訳ないっす。これから当日まで、寝ずに頑張りますわ！」

「あんまり無理はしないでね。当日オーバーヒートしたら、まずいから……」

　ロボットだって、寝るのだ。電源を落とすわけじゃなくて、スリープモードというやつで、部品の消耗を防ぐために、必要最低限の機能以外は停止させる。一日数時間は休めないと、不安定になる可能性がある。

　あきらは、日記に書くネタを仕入れてくるといって、遊びに出かけている。そろそろ宿題に取り掛からないと間に合わないはずだけど、あんまり手をつけていない。毎年、ぼくの宿題を写しているから、今年もそうするつもりなんだろう。

　サブが借りてきた小型の高性能ミシンは、素晴らしい性能だった。使いこなすまでにちょっと時間がかかったけれど、慣れると本職も顔負けのクオリティで縫ぬえる。

　紅い薔ば薇らのひとが送ってきた、ふたつの衣装。それを、ひとつの衣装にする。

　三人で考えた衣装のデザインは、かなり卑ひ猥わいなものになってしまった。素材が素材だったし、あきらのリクエストを取り入れたのも原因だった。こっそり変更しようかと思ったけれど、しっかり監視されていたので、その通りに作るしかなかった。

　あっという間に時は過ぎ、あきらのリングコスチュームは完成した。

　サブも、かなり手間取っていたみたいだけど、バーニアの制御プログラムをなんとか完成させた。

　あきらはホームページで必勝宣言をし、佐さ藤とうさんも負けじと対抗していた。
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　決戦を明日に控えた夕方、呼び鈴が鳴り、まさか今週二回目の紅い薔ば薇らのひとの贈り物かと思って恐る恐る玄関を開けたら、ありえない組み合わせのふたりが立っていた。

「たっだいまー！」

「よう、まこと。お邪魔するぜ」

　白い開かい襟きんシャツの悟さとると、水色のボーダーポロシャツを着たあきら。

　珍しいというか、考えられないカップリングだ。なにか胸騒ぎがする。

「おばさんもう帰ってきちゃってる？　こいつ追い返す？」

「え？　い、いや、まだだから平気だけど。……どうしたの？」

「ちょっとお買い物につき合ってもらったのよ。オメガさんに車で送ってもらったんだ。お茶くらい出してあげたかったのに、遠慮して帰っちゃった。こいつは、遠慮すればよかったのに、寄ってくつもりだって。やっぱり追い返そうか」

　くるりと振り返って悟さとるを睨にらむあきらだったが、それくらいで動じる悟ではなかった。

「遠慮するわけねーじゃん。親友の家なんだからな。な、まこと」

「え？　……う、うん」

　あきらは大げさにため息をつくと、どかどかと靴を脱いでぼくの家へ入った。苦笑いの悟も続く。

　悟が紙袋をふたつも抱えているのが気になる。なにを買ってきたのだろうか。ものすごく嫌な予感がする。

　階段を登ってクーラーの効いたぼくの部屋に入ると、あきらはベッドにダイビングした。

「あー涼しー！　ていうか疲れたわー！　まこと、肩揉もんでー」

「変わってねーじゃねーか安良城あらき。もちっとおしとやかにできねーのか？　見かけはいいんだからよ。少しはまことを見習えって」

「……ぼくを見習え、ってどういうことだよ」

「サトチンだって変わってないじゃーん！　嫌みなやつー」

　悟はケケケケと笑いながら、絨じゆう毯たんに腰を降ろした。

「ええと、わいは出てきちゃってええんでしょうかねえ」

　押し入れのふすまが少し開いて、ひょこっとサブが顔を出した。ぼくが出かけている間は、いつもこうやって隠れているのだ。

「いーんじゃない？　サトチン知ってるでしょ？」

「つーかもう出てるじゃねーか。おもしれーヤツだな、お前」

　悟にそういわれて、頭をかきながらサブが出てきた。

「で、どこ行ってきたの？　なにを買ってきたの？」

「お前にプレゼントだよ。オレも金出したんだぜ」

　そういって悟がぼくに紙袋を差し出した。ありえない組み合わせのふたりが、ぼくにプレゼントを買ってくるなんて、やはりなにか裏がありそうだ。

　悟は無表情に、あごで見てみろと催さい促そくする。あきらは、まくらで口元を隠しているが、目が笑っている。サブは好奇心の目でこちらを見ている。

　ごくりと唾を飲み込み、恐る恐る紙袋の中を覗のぞく。

　絶句。

　見るんじゃなかった。

　顔が引きつり、顔面蒼白になりながら、それを取り出して震える手で床に並べる。なにかの間違いか、勘違いだと思いたかったが、それはまさしくその通りのものだった。

　こんなプレゼント、全然嬉しくない。

　それは、いわゆるメイドの衣装だった。

　白いレースがふんだんについている、ゴシック風の黒いドレス。白いフリルのカチューシャ。膝ひざ上うえにリボンつきのレースがついた、白いオーバーニーソックス。底の厚い黒い靴。

　なぜか、大きな鈴のついた犬の首輪も入っていた。ちりん、と可愛い音が鳴る。

「……な、なに、これ……」

「どうだ？　気に入ったか、まこと？　似合うと思うぜ」

「オメガさんとサトチンがこういうの詳しくてさー、買うのつき合ってもらったんだ。けっこー高いんだぞー。その首輪は、オメガさんの個人的なプレゼント。どう？　気に入った？」

「……ええと。ここは、怒るとこだよね？　ね、サブ？」

　悟さとるの裏切り者め。

　ぼくの拳こぶしは、ぷるぷる震えていた。眉み間けんに血管が浮かんでいるのがわかる。

「いやいやいや！　実に素晴らしいですわ、あきらさん！　これは、まことさんのリングコスチュームっすね？　わいは嬉しいっすわ！　これでアクセス数アップ間違いなしっすわ！　まことさん、どうか嫌がらずに一肌脱いでおくんなさいませ！」

「……え」

　脱ぐのは嫌だが、着るのはもっと嫌だ。なにがどう間違って、ぼくがこんな女装をしなくちゃいけないんだ。意味がわからない。女装なんて、いいかげん勘弁してもらいたい。コスプレなんて、言語道断だ。

「ぜ、絶対に嫌だよ！　着ないからね！　ぼくは変態じゃない！」

「今更なにいってんだよ。慣れろよ」

「慣れるわけないじゃないか、こんなの！」

「ちょっとまこと！　協力しない、っていうの？　やっぱり佐さ藤とうさんの味方をするの!?」

　ベッドの上で、仁王立ちになるあきら。

「協力してるじゃない！　ぼくは、女装が嫌だっていってるんだ。女装以外だったら、なんでもするから！」

「あたしだって、まことが作った恥ずかしいコスチューム着るんだから、あんたも着なさいよ！　おあいこよ！」

「あれは、あきらが着たがってたんじゃないか！　ぼくは嫌だよ！　男のメイドなんて、気持ち悪いよ！」

「そんなことねーよ。似合うぜ、絶対。オレが保証する」

　にやけ顔の悟に保証されたって無意味だ。どうしてこのふたりは、ぼくに女装させたがるのだろうか。いじめじゃないか。

「まことさん！」

　サブが、強い声で叫んだ。土下座をして、ぼくに頭を下げている。

「まことさん。これは、真剣なお願いですわ。是非とも、なにがなんでも、その衣装を着てもらいたいんすわ。わいらレンタルサーバのパワーエンジンは、アクセス数によってリミッターが外れるとお話ししましたよね。少しでも、アクセス数を稼ぎたいんですわ。お願いしますわ。ほんま、本気でお願いします！」

　アクセントはへんだけど、真剣な言葉でそういわれた。あきらも悟も、そんなサブの様子を見て、ぼくをなじるように睨にらむ。

　こんな雰囲気では、断れない。ぼくだって、サブには負けて欲しくないし。

「……わ、わかった。わかったよ！　着るよ。着ればいいんでしょ！」

　もう、やけくそだった。泣けるものなら、大声で泣きたくなった。

「おお！　さっすがまことさん！　嬉しいですわ！　ほいじゃあさっそく、試着してみましょか。念のために」

「ね、念のためってなにさ!?　ダメ！　絶対にダメ！　当日になったら着るから！」

「なによーまこと。試着してみなくちゃ、感じがわからないじゃない。あたしも見たいし。えへへ」

「なにいってるんだよ、あきら！」

　あきらは乱暴にビニールを開けて、メイド服を取り出すと、ぼくにじわりじわりと近づく。悟さとるの手には、首輪が握られている。ちりん、と可愛い音が鳴る。

「く、くるなー！　あっちいけー！」

「いいかげん、覚悟決めろよ。男だろ？」

「男だから嫌がってるんじゃないか！」

「いやあ、平和ですなー」

「な、なにいってるんだよサブ!?　全然平和じゃないよ！　止めてよ！　このふたりを止めてよ！」

「うへへへへ。おしゃーサブ！　サトチン！　まことを脱がしちゃえ！」

「おしゃ！　覚悟しな、まこと！」

「了解ですわーあきらさん！　ほいじゃあまことさん、失礼しまっせー」

「う、うわーっ!?　サブの裏切り者ー！　悟のアホー！　やめろー!!　バカー！　変態ー！　助けてーおかーさー、むぐむぐ……」

　意地悪な笑顔のあきらに、口を押さえられた。

　いつかきっと、この仕返しはしてやろう。

　ぼくはそう、強く心に刻んだのであった。



    

  
    
      
第七話　逃げられない戦い
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　夏休み最後の土曜日がきた。

　決戦の日だ。

　今期待の新人アイドルの対決ということで、急きゆう遽きよ試合順が変更になって、メインイベントはあきら対ショコラの対戦となった。そうとう注目されているらしい。

　幼おさな馴な染じみのあきらと、クラスメイトの佐さ藤とうさんが戦う。ネットアイドルとして。

　……かなり複雑な心境だ。

　衣装を着るのに時間がかかるので、ぼくたちは予定の時間よりかなり早く、秋あき葉は原ばらにある秘密の地下闘技場の控え室に入った。

　係員に案内された部屋は、先々週の控え室と違い、とても広かった。豪華な革張りのソファやガラスのテーブルが置いてあり、冷蔵庫にはたくさんの飲み物やお菓子が入っていた。モニタも大型のものが壁に貼はりつけてある。スピーカーも大きい。全身が映る立ち鏡もある。

　ここは、メインイベントで戦うネットアイドル専用の、特別な控え室らしい。本当なら、あきらのような新人が入れる場所ではなさそうだ。

「……あきら。やっぱ、やめない？　それ、エッチすぎるよ」

「いいじゃんいいじゃん！　あたしは気に入ったけどなー、これ」

「いやあ、美しいですわ、あきらさん！　なかなかこういうのはありませんわ！」

　あきらは、立ち鏡の前で衣装のチェックをしている。

　背中が大胆に開いた、ハイレグの黒い革のボンデージスーツ。股こ間かんから胸の谷間まで、銀色のファスナーが一直線に伸びている。右の肩には、白い薔ば薇らを乗せている。腰の左右から背後にかけて、白いシルクのスカート。頭には半透明の白いロングベールをかぶり、髪に白い薔薇のヘアコサージュ。革のロングブーツにシルクのロンググローブ。首には真珠のネックレス。

　光沢のある革の黒と、さらりとしたシルクの白。

　動くたびに胸が揺れる。

　自分で作っておいてなんだけど、かなりアダルトっぽい。

　だがしかし、それよりも問題なのは、ぼくだ。

「まことも似合ってるわよ。うふふふ」

　あきらがそういって笑う。サブも、笑顔を浮かべている。

　あきらと悟さとるとオメガさんが協力して買ってきた、ゴシック風のメイド衣装。白いオーバーニーソックスが、はき慣れなくて気持ち悪い。底の厚い靴で、とても歩きにくい。とどめは、大きな鈴のついた首輪。ちりん、と可愛い音が鳴る。

　いつもの薄手のワンピースに比べれば、股間がすーすーしなくて救われるけど、今日はしっかり化粧までされてしまった。

　お蔭で、鏡の中の自分を直視できない。真っ赤なルージュを引いた男子なんて、どう考えてもおかしい。

「……早くも帰りたいんですけど」

　そういってだだをこねたところで、無駄なことはわかっている。ぼくはこの女装のままで、闘技場へ入らなくてはいけないのだ。

　あきらや悟は楽しんでいるだけだけど、サブに懇願されているから仕方がない。どういう理由があるのかわからないけど、ぼくがこの格好でいることが、サブにとってプラスになるらしい。

　時計は午後四時。そろそろセミファイナルの試合が行われる時間だ。

　控え室の壁に設置された、大型のモニタを見る。いつものハイテンションなリングアナウンサーが、叫んでいる。ランキング七位のＫＡＮＡＫＯと、三位のＭＡＲＩの戦い。ランキング一○位のあきらと一二位の佐さ藤とうさんは、ランキングが上のこのひとたちを差し置いて、メインイベントで戦うのだ。

「お客さん、今日もすっごい入ってるわねー」

「そうですなー。あきらさんとショコラの戦いを目当てにきてるひとも多いと思いまっせー。今、かなり注目の戦いっすからねえ」

「ぼ、ぼくは、はじっこにいるからね。あきらとサブで出て行ってよ？」

「はいはい。わかってますって」

　あの客席の中に悟さとるもいるかと思うと、恥ずかしくて情けなくて泣きそうになる。今日は、あきらのファンクラブのひとたちが大勢詰めかけているはずだった。

「うわっ！　これ、ほんとにサブと同じレンタルサーバなの!?　すごーいカッコイイじゃん！　ランスロットが特別なんじゃないんだ」

　モニタに映る戦いは、まるでゲームかアニメのようだった。大画面に大音量で、すごい迫力だった。カッコイイロボットが、飛んだりビームを発射したりと大暴れ。ぼくは先週観ていたから知っていたけど、あきらは初めてだ。驚くのも無理はない。

「ええ、まあ、わいの先輩たちですわ。ランキング一○位以内の古株は、かなり報酬もらっとりますからねえ、これを見ると、わいらがいかに特殊な存在であるか、っつーのがわかりますなあ」

　四角い箱に鉄パイプの手足が生えただけのサブが、そう説明する。確かに、同じ舞台に上がるロボットには見えない。

「うーん。こいつらと戦わなくちゃいけないのね。サブ。頑張って勝ちまくって！　報酬で、どんどん強くしてあげるからね！」

「あっはっはっは。そりゃあ嬉しいですなあ。頑張ってチャンピオン目指しましょう！」

　そういって、サブは左手の指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させたいつものヘンテコなポーズを取ったけど、ぼくもあきらもモニタの方を凝視していた。

　戦いは派手な銃撃戦になり、必殺技の応戦になり、ついにランキング三位のＭＡＲＩが勝利した。ロリータ系巨乳アイドルという触れ込みのＭＡＲＩは、大きな胸を揺らしながら、個性的な声で勝利を喜んでいる。

　お化粧の雰囲気が全然違うけど、ＭＡＲＩの衣装がぼくと似ているような感じだったので、それを見ただけでかなり落ち込んだ。

「……終わりましたね。ちょいと早めに終わりましたから、わいらの出番まで時間ありますけど、まあ、リラックスしてましょかー」

　ドアが、静かにノックされた。

　係員だろうか。サブのいう通り、まだ出番までには時間がある。

　あきらが「はーい」と返事をしてドアに向かった。

　ぼくは誰にも見られたくなかったので、慌ててソファの背後に身を隠した。

「あれっ!?　もしかして乱入？　それって反則じゃない？　この衣装、本番まで見せたくなかったのに」

「ちゃんと許可取っています。……ちょっといいですか？」

　その声に聞き覚えがあった。

　間違いない。佐さ藤とうさんだ。

　当然ながら、ぼくはソファの背後から顔すら出せない。できるならば、こんな姿、絶対に佐藤さんには見せたくない。息を殺して、成り行きを見守ろうと思った。

「西にし島じま君は、いないんですか？」

「あー。……ちょっと今トイレかな。試合前に逢いたかった？　残念だねー」

　あきらの言葉に悪戯いたずらの匂いを感じたが、ぼくにとっては幸運だった。

「ちょうどいいです。……あきら。いえ、安良城あらきさん。あなたに訊ききたいことがあります」

「なに？　今日の試合のこと？　負けてなんてあげないわよ？」

「違います。……西島君は、あなたのなんなのですか？」

「え？　まこと？　そうね。あたしのしもべ、かな。てへ」

「西島君は、ものじゃないんです！　奴隷みたいに扱うのは、やめてくれませんか!!」

　あきらは冗談でいったのに、佐藤さんは真面目に捉とらえたようだ。

「な、なんであんたにそんなこといわれなきゃいけないの!?　あんたには関係ないでしょ。あたしがまことをどうしようと、あたしの勝手でしょ！」

「違います！　西島君は、誰のものでもないわ。これ以上、あなたの勝手にはさせませんから！」

「むっ。じゃあ、どうするってのよ」

「……私が勝ったら、西にし島じま君を自由にしてください」

「なにそれ。別にあたしは拘束なんてしてないわよ！　自由よ、まことは」

「いいえ。自由じゃありません。あなたは、西島君を自分のもののように扱っています。自分だけのおもちゃにしています。……ずるい。許せません!!」

　ぼくのことで、あきらと佐さ藤とうさんが険悪な会話をしている。佐藤さんの気持ちはありがたかったけど、ちょっと勘違いしているみたいだ。

　女装は嫌だし、あきらは強引だし、おもちゃにされているかも知れないけれど、ぼくに自由がないわけではない。

「ご主人しゃま。そろそろ戻らないといけましぇんよ」

「わかったわ、サラダ。……じゃあ、安良城あらきさん。約束よ。私が勝ったら、西島君を自由にしてください！」

「……わかった！」

　乱暴に、ドアが閉められた。

　ぼくがソファの背後から顔を出そうとしたら、あきらがソファにどっかりと腰を下ろした。

「……まこと。あんた、あたしの奴隷なの？　佐藤さんに、そう話したんだ」

「ま、まさか！　そんなこと思ってもないよ。なんで佐藤さんはそう思ったんだろう」

　あきらも驚いただろうが、ぼくだって困惑している。



    

  
    
      



    

  
    
      　あきらはむすっとして、なにも喋しやべらない。その横で、ぼくも言葉が出なかった。

　空気が重い。

「え、ええと、あきらさん。そろそろ出番なんですが、あのう」

　サブが、申し訳なさそうに話に割って入った。

「……まこと」

「え？　なに？」

　あきらが、真剣に、まっすぐに、ぼくを見る。

「信じてるからね」

　そういうと、ぼくの反応も待たずに元気よく立ち上がった。

「おっしゃー！　今日は絶対に勝つからね、サブ！」

「はいなー！　お任せくださいっす。ランキング一○位を勝ち取った強さがダテじゃあないことを、思い知らせまっせー！」

　今度こそ、ぼくとあきらの注目を浴びて、サブは左手の指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させた得意のポーズを披露した。

「ぼ、ぼくも、精一杯応援するよ！　……あ」

　思わずそう叫んで、すぐに後悔した。このメイド姿で、応援しなくちゃいけないのだ。

「この姿で行かなきゃいけないんだっけ……」

「うじうじしない！　男の子でしょ！」

「男の子だから躊ちゆう躇ちよしてるんじゃないか！」

「あははは。そうね。でもいいじゃん。似合ってるって！　可愛かわいいわよ、まこと」

　ちっとも嬉しくない。でも、あきらの機嫌は直ったみたいだ。それはちょっと嬉しい。

　あきらが白いベールを頭に乗せ、大きな立ち鏡の前で衣装の最終チェックをしていると、ドアがノックされた。

「あきらさま。時間ですので、お願いします！」

「はーい！　準備ＯＫでーっす！　ほら、行くわよ、まこと！」

　ついに、佐さ藤とうさんと対たい峙じする時間がきた。

　ぼくは白いフリルのカチューシャを装着し、意を決した。サブには負けて欲しくない。だから、ぼくも我慢する。ぼくのこの衣装がサブの強さにどう直結するのか、さっぱりわからないけれど。

　廊ろう下かに出ると、係員の他に、黒いスーツを着た大男が数人立っていた。ボディーガードみたいにぼくらを囲み、いっしょに廊下を進む。さすがにメインイベントだけあって、警備がしっかりしている。

　扉の前までやってきた。この向こうは、あの広いコンクリートの闘技場だ。

　扉はまだ閉ざされている。その向こうから、ハイテンションなリングアナウンサーの声がした。まずは、チャレンジャーであるショコラの入場だ。

「ねえ、あきら」

「ん？　どうしたの、まこと。また帰りたいなんていうんじゃないでしょーね」

「違うよ。佐さ藤とうさんさ、なんであきらにあんなこといいにきたんだろう？　カラオケの時も、許さない、とかいってたし。なんか嫌われてる？」

「……まこと。あんたそれ、本気でいってるの？」

　ふと思いついた疑問だったが、あきらは呆あきれたような顔でぼくを見る。

「だって、よくわからないんだ。ぼくを自由にしたい、だなんて。なんか佐藤さんに嫌われるようなことしたの？」

「……そうね。したかもね。今も、してるかもね」

「え？　今も？」



　その時、ドアの向こうで銃声が鳴った。



　　　　　　　　　　２



　黒服の係員が動くよりも先にあきらが動いて、ドアに体当たりした。ドアが開くと同時に、轟ごう音おんと爆風。悲鳴。ぼくはその迫力に吹き飛ばされそうになりながら、とっさにサブにしがみついた。

　さっきまでの心地よい緊張感は、一瞬で消えた。

「な、なに!?　サブ！　これってなんかの演出？」

「……いや。こりゃあヤバイかもっすわ。どういうこっちゃ、わかりませんが……」

　慌ただしく何人もの黒服の男や係員がやってきて、闘技場へ消えていく。みんな真剣な表情だ。銃声や悲鳴は何度も続き、火薬の匂いが鼻をつく。通路にいても、ただごとではない雰囲気がひしひしと伝わってくる。

　闘技場の中で、なにか予期せぬ恐ろしいことが行われている。周りの大人たちの表情から、それがかなり鬼気迫ったものであることがわかる。

　ぼくはサブにしがみつきながら、はっとあることに気づいて、意識が遠のいた。

　あきら。近くにあきらの姿がない。

「危険です!!　下がって！　下がって！」

　体格のいい黒服の男が、そう叫びながらこちらへやってきた。手にはハンドガンを握っている。初めて目にする本物のそれを見て、ぼくはもうパニック状態になった。

「サ、サブ！　なに？　なんなの!?　あきらがいないんだ!!」

「お、おおお落ち着いてくださいな、まことさん。ウチの連中はこういうのに慣れているんで、大丈夫ですわ。あきらさんも、きっと保護されてるっすわ！」

　サブの声も、少し震えている。きっとその言葉に確信がないのだ。ぼくはそう思い、血の気が引いた。

　嫌だ。あきらになにかあったら、嫌だ。

　ぼくは思わずサブから離れて、強引に黒服の壁の間をすり抜けた。

「あっ！　まことさん、危ないでっせー！　行っちゃダメですわー！」

「キミ！　危ない！　戻って！」

　背後で野太い声がそう叫んだ。でも、戻れない。あきらの姿を確認するまでは。

　闘技場に飛び込むと、急に視界が開けた。ひと目では見渡せないくらいの広さがある闘技場には、腰をかがめて銃を構えた黒服のひとが数人いた。その視線の向こうは、悲鳴で埋め尽くされた客席。

　突然爆音が大地を揺らし、砂ぼこりと火薬の匂いでいっぱいになる。ぼくはその場に転倒し、頭を抱えて震えながら、壁際まで転がった。

　あきら。あきらはどこにいるんだ。

　顔を上げると、もうもうとした砂ぼこりが、上空に吸い込まれていくのが見えた。そのお蔭で、驚くべきものが目に入った。絶叫で充満した客席が、割れていた。レンタルサーバたちの攻撃でもびくともしなかった厚い強化ガラスに幾筋ものひびが入り、大きな穴が開いていた。

　客席から、銃声が連続で轟く。闘技場の床が弾け飛ぶ。心臓が縮み上がるような音。黒服のひとたちが素早く動き、手にした銃で応戦しているが、何人かがその場に倒れて悶もだえている。映画のようなその様子に、ぼくは愕がく然ぜんとした。

「退避！　退避しろ！」

　誰かがそう叫び、黒服のひとたちが、傷ついた仲間を背負って足早に入り口に向かった。その間も銃声はやまず、砕けた床の破片が辺りに飛び散る。

　この無残な状況を作り出した元凶は、客席の中にいた。遠くてよく見えないが、緑色の服を着た一団がいる。恐ろしい武器を手にして、火花を光らせている。

　怖いけど、あきらが心配だった。ぼくは腰が引けながらも、壁際であきらの名を叫ぼうとした。

　でも、声が出なかった。いくら頑張っても、声が出ない。

「キミィ！　危ないぞッ!!」

　タキシードに蝶ちようネクタイとサングラスをした大きな男の人が、突然視界の外から現れて、乱暴にぼくを抱いて飛び退のいた。ハイテンションなリングアナウンサーだ。そのままぼくはかかえられて、入り口に連れ戻された。

　そこは、状況を確認している係員や、警備のひとたちでごったがえしていた。

「あ、あきらが……あきらが、いないんです！」

　床に降ろされると、涙声でやっと喋しやべることができた。

「な、なんだって!?　……そ、そうか。だが、ここは我々に任せてくれ。ウチのネットアイドルに傷はつけさせんさ。キミは、奥に隠れていたまえ！」

　そういうと、胸から見たこともない形状のハンドガンを取り出し、なにか叫びながら人垣の奥へ消えていった。

　ぼくはその場に立っていられなくなって、崩れるように地面に座った。

「に、西にし島じま君！」

　背後から突き飛ばされるように、誰かに抱きつかれた。ぼくはその勢いに負けて、地面に額を思いっ切りぶつけてしまった。

「い、痛いっ！　……って、佐さ藤とうさん！　なんでここに？」

「あっ！　ごめんなさい、大丈夫？　でも、可愛い」

　一瞬、自分が着ているメイド衣装のことを思い出して恥ずかしくなったけど、今はそれどころじゃない。

　抱きついてきた佐藤さんの横には、心配そうな顔をしたサラダもいた。どうやらリングアナウンサーに、反対側の入り口に連れてこられたようだ。

　佐藤さんが、ハンカチを出してぼくの顔を丁寧に拭いてくれた。

　いつの間にか、ぼくは涙を流していたみたいだ。

「ダメでしゅよ、まことしゃん！　ここはネトア・ロイヤルのひとに任せて、おとなしくしているでしゅ。まったく、サブしゃんはなってないでしゅ！」

　佐藤さんのレンタルサーバである、黒猫みたいな身体からだでしっぽも生えているサラダが、小さな声でそういった。

「でもサラダ。い、いったい何が起こっているの？　怖い……」

　ぼくに抱きついたまま、佐藤さんは震えていた。

「ぼくにもよくわかりませんでしゅ……。本部の情報にもアクセスしてみたんでしゅが、まだなにもわかってないみたいでしゅ」

「もしかして、テロリストとかかな？　西島君、どう思う？」

「わ、わからないよ。でも……」

　あきらがいない。

　ここでこうしているわけにはいかない。一刻も早くあきらを探しに行きたいのだけれど、足が動かない。怖くて、なにもできない。

「責任者を出せ―――イ！　我々は、戦闘種族ヒョードラ星人である！　無駄な抵抗はやめろォ！」

　銃声が鳴り止むと、闘技場の方でそんなおぞましい声がした。妙なアクセントで、聞いたこともないようなあやしい声質をしている。

「私が責任者だ！　そちらの代表者を出せ！　交渉だッ！」

　頼りがいのある堂々とした声が聞こえた。リングアナウンサーの声だ。この惨劇の犯人と、交渉が始まるみたいだ。

　交渉がまとまれば、あきらが無事かどうか確認できる。ぼくは佐藤さんの身体からだを押しのけて、ふらふらと立ち上がった。

「西島君、まだ危ないよ。戻ってきて」

「あきらがいないんだ。あきらが……」

　そうつぶやきながら、人垣を避けて、闘技場の中を覗のぞく。

　闘技場の中央に、そいつらは立っていた。

　ぼくは、目を疑った。



　それは、異形の人間だった。



　緑色のスーツに身を包み、前傾姿勢で、四本の腕にライフルや重火器を持っている。その頭部はカマキリのような昆虫的なもので、触手みたいなものが二本生えていた。

　信じられない。涙で視界が曇って、よく見えていないだけなのか。何度も目をこする。でも、何度見直そうと、そいつらはそこに立っていた。

　戦闘種族ヒョードラ星人と名乗っていたけど、まさか。

　宇宙人？

　そんなバカな。宇宙人なんて、いるはずがない。とても信じられない。だが、頬ほおをつねろうと、首を振ろうと、強く目を瞑つむろうと、この状況に変化はない。

　宇宙人だ。

　ヒョードラ星人のテロリストは、六人。観客数人を取り囲み、人質にしている。中央にひときわ大きな身体をした宇宙人がいて、彼を囲むように銃を構えて並んでいる。

「じゃかまし―――ッ！　だから、アナウンサーなんかにゃ用はねェ―――んだよォ！」

「この闘技場は、私のテリトリーだ！　私が話を聞く！」

「ケッ！　なにからなにまで気に入らねェ―――イ！　てめェにゃ権限はねェ―――だろ！　ワシらは、試合順が気に入らねェんだ。なんでＭＡＲＩたんの試合がメインイベントじゃね―――んだッ!!」

　ぼくは耳を疑った。あの乱入者の口から出た言葉。セミファイナルの勝者であるネットアイドルの名前。

「そうだそうだ！　せっかくおかしらが苦労して観戦の許可を貰もらったっつ―――のによォ！　オレら重度危険種族に指定された宇宙人は、なかなか観戦の許可がおりねーんだ！　地球に滞在する時間も限られている。だから時間ギリギリにきたのによォ、もう終わってる、ったーどーゆうこったァ！」

「規制規制うるせーんじゃ―――！　生観戦くらい自由にさせやがれ―――イ！」

「ウキウキワクワクしながらきたのによ―――イ！　どうしてくれるんだよォ！」

「ワシのＭＡＲＩたん！　ラヴラヴＭＡＲＩたん！　生で観たかったぜ―――イ！　うおおおおおおおおおおん！」

　宇宙人のリーダーが雄お叫たけびをあげると、そのまわりの乱入者たちが呼応して銃を乱射する。彼らに囲まれた人質たちは、頭を抱えてうずくまる。

　そんなでたらめな乱入の理由があるのだろうか。理解できない。いくら熱狂的なネットアイドルのファンといっても、観たい試合が観れなかっただけで、こんなことをするだなんて信じられない。そもそも、どうして宇宙人がネットアイドルのことを知っているのだろうか。

「ね、ねえ、西にし島じま君。どういうこと？　……私たちのせいなの？」

　ぼくに寄り添うように抱きつき、震える声で佐さ藤とうさんがそういった。

「ぼくも、よくわからないよ。あれって、あのひとたちって、本当に宇宙人なのかな？」

　ぼくはもう、なにがなんだかわからなくなっていた。

「……あれは、ヒョードラ星人でしゅね。とっても危険な戦闘種族でしゅよ」

「サラダちゃん!?　知ってるの？」

「はいでしゅ。知ってるでしゅよ。有名な宇宙人でしゅし……。確か、太陽系には入れないはずなんでしゅが」

　やっぱり、宇宙人なのか。できるならば、否定して欲しかった。

「あ、あきらがいないんだ。……助けに行かないと」

「だめよ西島くん！　大人のひとに任せよう？　ね？」

「そうでしゅよ。それに、きっともうサブしゃんが保護していると思いましゅ。レンタルサーバは、ご主人様の位置をＧＰＳで把握できましゅから」

　マシンガンが、凶暴な唸うなり声をあげた。

「話にならね―――イ！　もっと上のヤツを出せ―――イ！　バカにしてんのかァ！」

　リングアナウンサーが、両手をあげてじりじりと後ろに下がっている。交渉は決裂したのだろうか。だとしたら、ぼくたちはどうなってしまうのだろうか。あの宇宙人のテロリストたちに、殺されてしまうのだろうか。

「ねえサラダ。あなたがやっつけることできないの？」

「ご、ごめんなしゃい。それは無理でしゅ」

「ボディーガードにもなってくれるんでしょ？　私たちを守ってくれるんでしょ？」

「そうなんでしゅが、拘束ならともかく、ひとを相手に戦闘はできませんでしゅ。いくら凶悪な宇宙人といえども、でしゅ。ぼくたちレンタルサーバは、ロボットじゃないんでしゅ。レンタルサーバとしか、戦えましぇん。……ひとつの例外を除いて」

「例外って？　きゃあ！」

　跳ちよう弾だんが、こちらにも届いた。宇宙人のひとりが、でたらめに乱射し始めたのだ。

「あっ！」

　リングアナウンサーが、赤い血を流して倒れていた。あの宇宙人のテロリストたちは、本気だ。人を殺すことに、ためらいがない。

　ぼくは、思わず佐藤さんを抱きしめた。

　このままあの宇宙人たちが暴れ続けたら、ぼくたちも殺されてしまうかも知れない。それどころか、この地球がやつらに征服されてしまうかも知れない。ぼくの頭の中には、そんな絶望的なことしか思い浮かばない。

「てめェら動くんじゃね――――ゾ！　こっちゃあ人質がいるんだぞッ！　責任者出てきやがれ―――イ！」

「あたしが責任者よ！」

　絶望に打ちひしがれていると、そんな聞き慣れた声が聞こえた。

　ぼくの想像の上をいく最悪の事態。

　あきらだ。間違いなく、あきらの声だ。ぼくはしがみつく佐藤さんを振り払い、弾けるように壁の陰から出ると、闘技場の中にあきらの姿を探した。

　見つけた。逃げ出して誰もいない客席の真ん中で、ボンデージウェディングドレス姿のあきらが、腰に手を当てて胸を張って立っていた。

　白いベールをオーバーアクションで脱ぎ捨て、見下した視線で宇宙人を睨にらむ。

「なんだとォ―――イ！　うおっ！　やーらし―――ッ！」

「て、てめェ、ネットアイドルのあきらさんじゃねェ―――ですか!?　うっほぉ、エッチなカッコしちゃって……」

「って、だっ、騙だまされねェぞ―――イ！　ＭＡＲＩたんから主役の座を奪った憎いヤツ！」

　宇宙人たちが、一斉に銃口を向ける。

「そうよ！　いまこの場所は、あたしの場所！　あたしが戦う場所！　だから、あたしが責任者。わかる？　人質を放しなさい！」

「あァん？　オレらを怒らすんじゃねェ―――ゾ！　オレらは、あなた様にとってもムカついてるんです。ブッ殺しますゾ―――イ！」

　リーダーの宇宙人が微妙な言葉遣いでそう叫ぶと、あきらの近くの座席がひとつ吹き飛んだ。威い嚇かく射撃だ。それでも、あきらは動じない。

「うっさいわね！　ネットアイドルのあたしが人質になるっていってるのよ。その方が、交渉も効果的でしょ。ＭＡＲＩたんのサインだって貰もらえるかも知れないわ！　どう？　交換よ！　あたしと、その人質たち全員と」

「な、なんですとォ―――イ!?」

　なにをいっているんだ。そんなの絶対にダメだ。いくらなんでも、危険すぎる。殺されてしまうかも知れないのに！

「ヘイ！　待つんだそこのスペース・クリーチャーズ！　オレのマイハニーを、そのダーティーなハンドでタッチさせはしないゼ！」

　いきなり早口でそう叫んびながら闘技場に入ってきたのは、高級そうな紫色のスーツを着て、紅い薔ば薇らの花束を抱えた背の低い男のひとだった。キリっとした表情をしているが、眉毛が繋つながった濃い顔をしているせいで、全然カッコよくない。

　間違えようがない。紅い薔薇のひとだ。だが、このひとはネットアイドル☆バトルロイヤルのシステムエンジニアだ。もしかしたら、こういうときの対処方法をわきまえているのかも知れない。あの自信たっぷりの声は、ちょっとだけ期待させられる。

「なんだッ、てめェ―――はッ!?」

「ハッハッハッハ！　このオレ様をアイドントノウとは、アンラッキーなヤツらだネ！　さあ、ここはメシアであるオレに任せたまえ、マイハニー！　オレは無敵さ！　アンチェインさ！　このハイパーバリアーシステムで！　……あれ？」

　腰のポケットから素早くなにか機械を取り出してボタンを押したが、なにも反応がない。

　しらけた空気の中、紅い薔ば薇らのひとは、薔薇の花束を持ってない方の手で、一生懸命ボタンを押している。カチカチという音が、虚しく聞こえる。

　呆ぼう然ぜんと見守っていると、その機械がちいさな音を出して爆発した。

「あ。壊れちゃった。チックショ―――！　不良品じゃないかこれ！　通信販売の一二回ローンで買ったのに！」

「……バ、バカにしてんのか―――イ！」

　怒り心頭のヒョードラ星人が、ライフルを撃ちまくった。紅い薔薇のひとは、ハイパーバリアーシステムなんて必要ないくらいの素早さと悪運で、闘技場から全力疾走で退出して行った。

　なにしに出てきたのだろうか。少しでも期待したぼくが悪かった。残ったのは、紅い薔薇の破片と、ヒョードラ星人の怒り。

「交換よ！　人質を解放して！」

　客席にいたあきらが、強化ガラスに開いた穴から闘技場に飛び降りた。客席までの壁は三メートルくらいあるのに、身軽にくるりと回転して見事に着地した。

　でも、飛び降りてからその場に少しうずくまる。自信満々の顔で気丈に立ち上がったけど、あきらも怖がっている。ぼくにはわかる。あきらだって、女の子なのだ。

「くるんじゃねー、安良城あらきっ！　おめーはすっこんでろっ！」

「あきらさん、危険です！　ここは我慢してください！」

　知ってる声が聞こえた。

　悟さとると、オメガさんの声だ。人質の中に、悟とオメガさんがいる。なんていうことだ、状況は、ぼくが思っているよりももっと悪い。

「うっさい！　ここはあたしに任せなさい！」

　あきらがにこっと笑った。ような気がした。

「でええいッ！　クソッ！　ナメんじゃねェ―――ゾ！」

「ちょっと待っててくださ―――イ！」

　六人の宇宙人たちはあきらにそういうと、リーダーを中心に円陣を組んでなにか相談を始めた。あきらは、壁際で仁王立ちになっている。

　入り口の奥が騒がしくなった。振り返ると、そこにはマンガか映画でしか見たことがないような、銀色の戦闘用のスーツを着込み、黒光りする大きく長い重火器を手にしたひとが数人、ゆっくりと歩いてきていた。

　係員たちと、なにか話している。あれはアメリカのＳＷＡＴとか、イギリスのＳＡＳみたいなものだろうか。それにしては、ちょっとすごい装備だ。

　ますます恐ろしくなってきた。強行突入にでもなってしまったら、人質の命が危ない。あきらの命も危ない。

　申し訳ないけど、ぼくはオメガさんよりも、悟さとるよりも、あきらが心配だ。

　ぼくは、神様に祈った。今までろくなことを祈ったことがなかったけれど、今度ばかりは本気で祈った。どうかあきらをお救いください。あの宇宙人たちが、本気であきらを人質にするだなんていいませんように。

　手を組み合わせ、ぎゅっと握り、神様に祈る。

「よしゃ――ッ！　ネットアイドルあきらさん！　いや、あきらッ！　てめェ様を人質として、任命させていただきますッ！」

　無常にも、ぼくの祈りは通じなかった。

　あきらは堂々とした足取りで、宇宙人たちに近づく。

　宇宙人のひとりが、あきらの背後に回って銃を突きつける。リーダーの前に連れて行かれると、人質が解放された。

「あきらさん……」

「いいから。ありがとうね。サトチンも」

「絶対にこれ以上無茶するんじゃねーぞ。……いいな！」

　悟とオメガさんたちが、こちらに歩いてくる。他の人質たちも、蜘蛛くもの子を散らすように大急ぎで逃げ出した。

　通路に入ってきた悟と目が合った。保護しようとする警備員を振り払って、ぼくの前にくる。

「……すまん。足手まといになった。最悪な状況だな」

　悟の声は震えていた。こんな声を出す悟なんて、初めてだ。恐怖よりも、悔しさの方が強いのだろう。ぼくの肩をぎゅっと掴つかんで、うつむいた。

「し、仕方ないよ。あきらは、……あーゆーやつだし」

「そうだな。……あーゆーやつなんだよな」

　そういい放つと、悟は通路の壁にもたれて倒れるように腰を降ろした。うなだれて、拳こぶしで思いっ切り壁を叩たたいた。

　あきらは、ああいうやつなのだ。

　そのせいで、状況はぼくにとって最悪なものとなった。

　ぼくは、どうしたらいいのだろうか。

　ぼくのいちばん身近なひとが、宇宙人の人質になってしまった。

　ここでただ、成り行きを見守っているしかないのだろうか。

　足が震える。涙で視界がぼやける。

「……西にし島じまくん、大丈夫？　危ないから、奥に行こ？　私たちにはなにもできないわ。　ここは大人に任せよう？　ね？」

　佐さ藤とうさんの優しい声。

　ぼくはこの声に甘えていいのだろうか。

　足が震える。鼓こ動どうが激しく波を打つ。頭が痺しびれて、現実感がない。嫌な汗が身体からだ中にはりついている。ぼくには、なにもできない。武器も力もない。なにもない。無力だ。

　ふと、サブの顔が目に浮かんだ。

　サブは、戦った。あのランスロットと、真っ向から。どう考えても勝てるわけのない戦いに出て、勝利した。

　だめだ。

　ぼくも、勇気を出さなくちゃいけない。ぼくは、あきらを護らなくちゃいけない。

　ぼくは、変わるのだ。いつまでも、あきらに護ってもらうわけにはいかない。

　ぼくは、男なのだ！

「あきら―――っ!!」

　そう叫んで、闘技場に走り出した。

　なにも考えてなかった。ただ、あきらを助けたかった。

「なんだてめェ―――はッ!?」

　五〇メートルくらい走ったくらいのところで、銃弾がぼくのすぐ目の前の床を弾いた。情けないことに、たったそれだけで、もうそこに立ち尽くすしかなかった。

「なっ！　……なにしてるのよ！　早く戻って！　逃げて!!」

「あ、あきら!!　た、助けるから！　絶対に助けるから!!」

　あきらの表情が歪ゆがむ。でも、あきらを助けたかった。どうやったらいいのかなんてわからないけど、じっとしていられなかった。

「うおおおおおおおおッ！　あ、あなた様は、ＭＡＲＩたん!?」

　宇宙人のひとりが、そう叫んだ。

「バカヤロウ！　忘れたのか、ＭＡＲＩたんは、もっとむっちりとした美少女なんだぜ―――イ！　あいつはぺたんこだ！　きっと偽者に違いない！　……でも可愛いなあ」

「つーか、どこかで見たような。あのプリティフェイス。あの抱きしめたくなるような華きや奢しやな身体からだ……」

「ああッ!?　おかしら―――イ！　あ、あのお方は……」

　身体が大きなヒョードラ星人のリーダーが、ぼくを凝ぎよう視ししたまま、一歩足を踏み込んだ。一○メートルくらい先で、カマキリのような頭についた目玉を思いっ切りむき出して、ぼくをじっと睨にらんでいる。

　ぼくは無意識に、一歩後退した。かなり怖い。

　足がすくむ。そういえば、ぼくはネットアイドルＭＡＲＩと似たような服を着ている。もしかしたら、自分たちが大好きなアイドルを侮辱されたような気分になってしまったのかも知れない。怒らせてしまったのだろうか。

「あ、あなたは、……ま、まことたんではないですかい!?」

「え、え？　な、なんでぼくの名前を？」

　予期せぬ反応に、ぼくは硬直した。

「ま、まことたん！　なんてこった、こんなところでお会いできるなんて―――イ！　うおおおお、てめェら、生まことたんだぜ―――イ!!」

「な、なんだって―――イ!?」

　どうしてぼくの名前を知っているのだろうか。カマキリの集団が、歓喜の声をあげてぼくを見る。いったいなにが起きているのか、さっぱり理解できない。

　その時、視界の隅になにかが見えた。

　激しい金属音とともに、それは一筋の風のように、ヒョードラ星人の背後を吹き抜けていった。

　鉄色の風。

　サブだ。サブが、あきらを抱きかかえて走っている。

「まこと―――っ!!」

「あ、あきらっ!!」

　しまった。恐らく、そういう作戦だったのだ。ヒョードラ星人が油断したところを、瞬間速度時速三○○キロを越えるサブのローラーブレードで、あきらを救出する。

　意図せず油断させて隙すきを作ることには成功したけど、これでは作戦は失敗だ。

　なにしろ、今度はぼくがピンチに陥った。この作戦に、たぶん二度目はない。

「なにィ―――ッ!?　クソッ、やられたぜ―――イ！」

　ヒョードラ星人が、ライフルを乱射する。ぼくは怖くなって、その場にうずくまる。

「まことたんを確保しろ！　優しく、丁寧にな！　粗そ相そうするなよッ！」

「ラジャ―――ッ！」

　カマキリのような顔が、銃を抱えてぼくに迫ってくる。ぼくは、足がすくんで動くことができない。怖い。

　それでも、後悔はない。あきらを助けることができた。あきらは無事だ。それだけで、ぼくは満足だった。もう、どうなってもいい。

「まことっさ―――ん！」

　サブの声がした。

　ヒョードラ星人たちのライフルが唸うなり、銃弾が散らばる。コンクリートの地面や壁を弾け飛ばし、客席の強化ガラスにひびを入れる。

　銃弾の雨の中、闘技場の壁際すれすれをサブが走っている。激しい金属音を鳴らして、銃弾を弾きながら、サブが走っている。

「てめェ！　レンタルサーバのくせに、人間様に歯向かおうってのかァ！」

「どうせこっちに攻撃はできねェだろ―――イ！　レンタルサーバになにができる！　蜂の巣になりやがれェ！」

　確かに無謀だ。ぼくの左右には、しっかりとヒョードラ星人がいる。レンタルサーバは人間を攻撃することはできないから、この状況を打破しようがない。

　サブの破片が飛んだ。

　この宇宙人が使っている銃器は、レンタルサーバが装備しているものよりも威力が大きいみたいだ。いくら高速で走ろうと、マシンガンの弾丸すべてを避けることはできない。いくら鉄の身体からだをしていても、厚い強化ガラスにひびを入れるような弾丸を、いつまでも受け止めることなんてできない。

「うおわあっ！　ま、まことさん！　今お救いしまっせー！」

　無理だ。サブが壊れてしまう。

「サブーっ！　ぼくはいいから、戻って！」

　精一杯の大声で、そう叫んだ。叫んだけれど、声が出たかはわからない。怖くて、身体が震えて、なにがなんだかわからない。

「まこと―――っ!!」

　はっとして、その声がした方向を見る。

　闘技場の入り口から、係員を振り切って、あきらが駆け出してきていた。

　あきらが、泣いている。泣きながら、ぼくの方へ走ってきている。

「あきら――っ！　こないで――っ!!」

　身体が勝手に反応した。

　ぼくは立ち上がり、ヒョードラ星人のわきをすり抜けて、あきらに向かって走り出した。

　銃弾で、地面が弾け飛ぶ。それでも、足は止まらない。

　あきらに銃弾が当たらないように、両腕を伸ばした。

　右腕が、殴なぐられたように振動した。重い痛みが直接頭に響く。赤いものが、視界の隅すみで弾けた。

「まこと―――っ!!」

「西にし島じまく―――んっ!!」

　ぼくは、衝撃によって横に回転するように転んだ。

　地面のコンクリートが、頬ほおをこする。

　ごつんと頭が振動して、天地がひっくり返った。一瞬で視界がなくなり、全身を激しい痛みが襲う。

　死んだかもしれない。そう思った。

　銃声が止んだ。

　火薬の匂いが鼻をつく。それに混じって、シャンプーのいい香りが二種類。両方とも、ぼくの好きな香りだった。

　右腕が、焼けるように熱い。それで、ぼくはまだ生きているんだな、と思った。

「まこと!!　まこと―――っ!!」

「いやああああ！　西島くん!!　死んじゃだめーっ！」

　シャンプーのいい香りは、あきらと佐さ藤とうさんのものだった。あきらと佐藤さんが、ぼくを庇かばうように抱きついていた。

「……あ、危ないよ。せっかく助けたのに、無駄に、なっちゃうよ」

「喋しやべるなバカ！　助けになんてこなくてよかったのに！　余計なことしないでよ！」

「……ごめん、あきら。……あ、さ、佐さ藤とうさん」

　佐藤さんの細い脚あしから、少し血が出ていた。

「どうしてこんな無茶するの？　こんなの嫌よ。こんな……」

「……ごめんね。ふたりとも、本当にごめんね……」



「いや、よくやりましたわ、まことさん」



　背後に、ぼくたちを護るように、腕うでを広げたサブが立っていた。その横に、しっぽを立てたサラダもいる。

　サブの細い脚の間から、向こうでライフルを構えるヒョードラ星人が見えた。それなのに、状況は最悪であるのに、サブたちがとても頼もしく感じられる。

「こんな無茶は金輪際やめて欲しいでしゅ！　ご主人様を危険に遭あわすだなんて、許せない暴挙でしゅ！」

「まことさん。こっから先は、わいらにお任せくださいな」

　サブが、ちらりとぼくを見た。額ひたいのふたつのランプが、赤く点滅している。見たことのない、厳しい顔をしていた。

「ぼくも、怒りましゅた！」

　サラダのしっぽの先も、赤く点滅している。



    

  
    
      



    

  
    
      　サブの身体からだから、バチン！　という音がした。同じ音が、サラダの身体からも聞こえた。同時に、ふたりの身体からいくつのも火花が飛び散った。

「サブしゃん、リミッターフル解除完了しましたでしゅよ！」

「わいも、解除完了ですわ。んでは、行きまっせー！　一瞬で終わるでしょうなあ」

　サブの姿が消えた。次の瞬間、ヒョードラ星人のひとりが宙を飛んだ。

「うおおおおりゃああああァ――――イ！」

　宇宙人たちは奇声をあげ、ライフルやハンドガンやバズーカをでたらめに乱射し始めた。そのすべての弾丸を、サラダが弾き飛ばす。ぼくらの方には、ひとつも着弾しない。流れ弾はぼくらを避けて、地面を剥はがし、壁に穴を開ける。

「サ、サブたちって、人間を攻撃できないんじゃ……」

　身体を起こし、目を凝らしてそちらを見ると、サブとサラダが、蒼あお白じろく発光していた。

　銃弾をものともせず、壮絶な速さでサブが殴りかかる。相手も戦闘種族というだけあって、ライフルを投げ捨てて、ロボットを相手にまともに戦っている。

「オーナー守護モード。オーナーが傷つけられ、死傷する可能性がある場合にのみ発動できる、特別な攻撃モード。だってさ……」

　あきらが、震える声でそういった。

「あとは、サブとサラダに任せておこう。……まことは、あとで折せつ檻かんだから」

「……うん」

　またひとり、ヒョードラ星人が吹き飛ばされて壁に当たり、そのまま動きが止まった。

　ぼくたちのところへ、銀色の戦闘用のスーツを着た大人たちがやってきた。

「行くにゃあああああああああああ!!」

「行きまっせええええええええええ!!」

　大丈夫だ。サブとサラダなら、勝てる。ぼくは、そう確信した。

　そしてぼくは、気を失った。



    

  
    
      
第八話　夏休みの終わりに
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「いやあ。ほんとに、どうなるんやろこれ、と思いましたわ。あきらさんの作戦にも、びっくりしましたが、まことさんの心意気にもシビレましたわ。それにしても、全員無事でよかったっすわ。あっはっはっはっは」

　サブが、無理やりの笑顔でそういった。

「笑いごとじゃないでしゅよ、サブしゃん！　いくらご主人様の命令でも、あんな無茶は絶対にダメでしゅ！　レンタルサーバ失格でしゅね、ぼくは恥ずかしいでしゅよ、同じレンタルサーバとして」

　サラダが、ぴょこぴょこ飛び跳ねながらそういった。

「結果オーライ！　全員こうして生きているんだから、それでＯＫ！　問題なし！」

　ベッドの上で仁王立ちのあきらが、偉そうにそう叫んだ。

「……よくそんなこといえるわね。西にし島じまくんが撃たれたのに」

　上目遣いであきらを睨にらみながら、絨じゆう毯たんの上で正座した佐さ藤とうさんがそうつぶやいた。

　空気が重い。

　ぼくの部屋に、女の子がふたりもいるというのに、ちっとも華やかではなかった。

　夏休みは、今日で終わり。明日からは、学校が始まる。

　窓の外は、猛烈な陽ひ射ざしが照り返している。もう夏が終わるだなんて信じられない。

　あきらはなぜか、ボンデージとウェディングドレスを合体させたあのリングコスチュームを着て、ベッドの上で腰に手を当てて偉そうに立っている。つき合いの長いぼくでも、まるで意味がわからない。目のやり場に困るから、ぼくは背を向けて絨毯に座っている。

　ぼくの前に礼儀正しく座っている佐藤さんは、そんなあきらから目を逸そらすと、大きくため息をついた。

　今日の佐藤さんはぼくのクラスメイトの佐藤さんだ。華きや奢しやな眼鏡めがねをつけて、ブラウスとスカート姿で、ネットアイドルのショコラの姿はしていない。どちらかというと、ぼくはこっちの姿の方がいいと思う。

　サラダはしっぽを立てたまま、佐藤さんの隣でぴょこぴょこしている。サブは、そんなオーナーたちの様子をちらちらと窺うかがいながら、この微妙な空気をなんとかしようと頑張っていた。

　佐藤さんは、あきらの無謀な作戦に憤いきどおっていたけれど、佐藤さんの脚あしにある包帯も、ぼくの腕うでにある絆ばん創そう膏こうも、原因はぼくにある。ぼくがあきらを助けようと思ってヒョードラ星人の前に飛び出したために、あきらの作戦は無駄になってしまった。

　ぼくの腕は、不思議なことに痛みもなく、腕は不自由なく動く。ちょっとだけ痺しびれがあるだけだ。

「そういえば、ぼくの傷ってたいしたことなかったのかな？　絆創膏を貼はるだけでよかったなんて」

「いやいやいや！　緊急手術したんすよ。銃が硬化プラスチック弾だったんで、貫通してたのがよかったんすわ。それでも、骨は砕け散っておりましたが。地球の技術じゃあ比べ物にならないくらいの治療機器がありますんで、ウチの専属の医師に、優先的に治療していただきましたっすわ。だから他の軽い擦り傷や打撲も、すっかり治ってるでしょ？」

　骨が砕け散る……。それじゃあ、腕がもげていたのだろうか。想像したくもない。

　あきらと佐さ藤とうさんも、うつむいている。あまり追究しない方がよさそうだ。

「リングアナウンサーさんも、無事でしゅよ。あのひとはタフで有名なバンド星人でして、殺しても死なないくらい丈夫なんでしゅ。身体からだ中に穴を開けてましたけど、心臓と脳が無事だったので、もう動けるくらいに回復してましゅよ」

「へ、へえ。そうなんだ。あのひとも、宇宙人だったんだ。……なんかまだ信じられないんだけど。昨日の……宇宙人？」

「そりゃまあ、いきなりでしたからねえ……」

　宇宙人。戦闘種族ヒョードラ星人。信じられないけれど、信じないわけにはいかない。

　リングアナウンサーも宇宙人だったということは、ネットアイドル☆バトルロイヤル自体が宇宙人の組織だったということなのだろうか。あの紅い薔ば薇らのひとも、別の意味で宇宙人的だった。

「ねえ、サブは大丈夫だったの？　かなり銃弾を受けてたのに。それに、あの後……」

　オーナー守護モード。確かそういっていた。

「ああ、わいは、けっこーまずいとこまでいっちゃってたっすわ。もう直りましたけどねえ。機械は、こーゆーとこは便利ですわ。あっはっはっはっは。その代わり、本部のひとに、こってり怒られましたけど」

「サブしゃん無茶しすぎでしゅたよ！　頭の大事なところを壊しゃれていたら、再起不能になっていたところでしゅ！」

「いやあ、リミッターフル解除で、あそこまで苦戦するとは思わなかったっすわ。わいの自作のバーニア制御のプログラムにバグがあったとはいえ、さっすが宇宙最強のヒョードラ星人ですなあ。あっはっはっはっは」

「笑いごとじゃないでしゅ！」

　やっぱり、危険な行為だったのだ。ぼくを護るために、サブに無茶をさせてしまった。申し訳なくて、嬉しくて、当分サブに頭が上がらない。

　それにしても、ロボットと生身で格闘できる宇宙人というのもすごい。

「でもさー、最初からオーナー守護モードとかでやっつけちゃえばよかったんじゃないの？　あたしたち、かなりピンチだったんだし」

「そうなったのは、あなたが原因でしょ!?」

　あきらの言葉に、佐さ藤とうさんが過剰に反応した。こんなに怖い佐藤さんは初めてだ。

　あきらとサブのコンビ対、佐藤さんとサラダのコンビ。あきらとサブは、最初から押され気味だ。

「まあまあまあ。リミッターフル解除は法で厳しく規制されておりまして、かなり条件厳しいんすよ。ていうかですね、わいらはあくまでもレンタルサーバでして。ロボットじゃあないんすよ。ロボットっつーと、戦闘用のイメージがあるんですわ。宇宙の歴史で、昔いろいろありましてね。現在ではロボットの製造は禁止されとるわけでして」

　どこからどう見てもロボットであるサブが、あきらと佐藤さんの間に入った。あんまり、というかまったく説得力がない。

　あきらも佐藤さんも、微妙な顔をしている。

「……そ、それででしゅね、これはご主人さまにも話してなかったことなんでしゅけども。こういうことになったんで、本部のひとに話しておいてくれといわれましゅた。実はでしゅね――」

「ネトア・ロイヤルのホームページが、宇宙規模で公開されてたこと？」

　背後のあきらはそういうと、ベッドの上にどっかとあぐらをかいて座った。

「え、ええーっ!?　そうなんだ！　あきらは気づいてたの？」

　ぼくは、飛び上がりそうなくらい驚いた。でも、佐さ藤とうさんもあきらも動じていない。

　あのヒョードラ星人も試合を観にくるくらいだから、確かにそうだ。宇宙規模でホームページが公開されていなくては、つじつまが合わない。

「ネットアイドルのホームページが、一週間で一○万アクセスとかいくわけないじゃん。半月ちょいで一○○万アクセスとか、普通ありえないわよ」

　そういうものなのだろうか。そういわれれば、そんな気がしないでもない。

　それ以前に、サブみたいなロボットだって、地球の技術じゃありえない。

「……そうなんでしゅ。ネットアイドル☆バトルロイヤルの親会社は、大宇宙平和推進機関という団体なんでしゅ。ヴァンダイレ星人が中心になって、たくさんの星の偉いひとたちを集めてできた機関でして、宇宙から戦争をなくそうとしていましゅ」

「ええ、まあ、そんなわけですわ。でもって、この地球の、特に日本っすね。これがまた、宇宙ではまったく例のない稀け有うな国なんですわ。ここ数十年で、独特な文化を築いてきた、平和な国。言葉は悪いですが、この平和ボケの空気っていうのは、他の星ではありえないんですわ。アイドルとか、マンガとか、アニメとか、ゲームとか、萌えとかっすね。そういうのは、この広大な宇宙に散らばる文明の中でも、地球の日本にしかないんですわ」

「それでもいろんな社会的な問題もありましゅし、今後どうなっていくかわかりましぇんけど、とにかく今はとてちゅもなく貴重な文明として、宇宙中で注目されてるわけなんでしゅよ」

「いやまあ、宇宙に住まう文明の発達したひとたちっつーのは、どいつもこいつも恐ろしいやつらばっかりでして。殺さつ戮りくと破壊と滅亡の歴史というか……」

　サブが嫌そうな顔をして首を振り、深いため息をついた。

　ぼくもあきらも佐さ藤とうさんも、ぽかんとして話を聞いている。

　話の規模が大きすぎて、ピンとこない。アメリカで日本のマンガが評価されてるとか、そういうレベルではない。宇宙人の存在だって、いまいちピンとこないのに。

「と、まあそんな中で、今日本がブームなんすよ。癒いやし効果、っていいますか。それで、ネットアイドル☆バトルロイヤルというものが大宇宙平和推進機関によって作られて、好戦的な宇宙人たちにも人気がある、ってわけなんですわ。嘘かホントか知らんすけども、争いも少なくなってきている、っつーデータもあるわけでして」

「だから、闘技場が日本に作られたのでしゅ。今まで、昨日みたいな惨事は起こらなかったんでしゅが……。警備が甘かったんでしゅね。そういう意味では、大宇宙平和推進機関に非がありましゅ」

「……へ、へえ。な、なんか、すごいことに巻き込まれちゃってたみたいだね」

　普通ならとても信じられない荒こう唐とう無む稽けいな話だけど、サブやサラダの存在、それに昨日のことを思えば、なんとか信じることができそうだ。

　今年のあきらの暴走も、例年通り凄すさまじいことになっていたようだ。まさか宇宙人相手に活動していただなんて。この調子だと、来年はどうなってしまうのだろうか。ぼくは思わず身震いする。

「あらためて説明されると、確かにすごいわね。宇宙規模で有名人！　なんだかやる気が湧いてきたわ！　頑張るわよ、まこと！」

「なにいってるの!?」

　佐藤さんのきつい視線が、再びあきらを捕らえた。

「……安良城あらきさん。いえ、あきら。あなたはちっとも反省していないんですね。西にし島じまくんを、こんな目に合わせてしまったのに」

「だって、もうたっぷり謝ったし。ね、まこと」

「え？　……う、うん？」

　そうだったっけ？　強気にそういわれても、ちっとも思い出せない。夢の中でたっぷり謝られたような気もするのだが、記憶が定かではない。それに、謝るのはどちらかというとぼくの方だ。

「謝って済む問題じゃないわ！　西島くんにホームページを作らせて、カメラマンもさせて、そんな恥ずかしい衣装まで作らせて。嫌がっているのに女装までさせるなんて、何様のつもり？」

「女装は嫌がってなかったわよね、まこと」

「嫌だったに決まってるでしょ！　その衣装だって……」

　あれ？　衣装をぼくが作ったって、どうして佐藤さんは知っているのだろうか。

「さ、佐さ藤とうさん。どうして知ってるの？」

「すごく嫌だったって、日記に書いてあったじゃない。西島くん、可哀かわいそうに……。とっても可愛かったけど」

「え？　に、日記？　あきら、ホームページの日記にぼくのこと書いたの？」

「ううん。書いてないわよ。オフ会にだって、女友達として連れて行ったんだし。友達のマネージャーに協力させてる、とは書いたけど。それのこと？」

「違うわ！　とぼけないで。まことくんの日記よ。そこに、あきらのことがいっぱい書かれていたわ。嫌々ながら協力させられてる、って。誰か助けてくれないか、って！」

「な、なにー!?　まこと、いつの間にそんなことを！」

「ええーっ!?　ち、違う。ぼくじゃないよ！　日記なんて書いてないってば。ねえ、サブ」

　あきらがすごい剣幕で立ち上がって、ぼくに襲い掛かろうとした。ぼくは慌ててサブに助けを求める。

　サブが、視線を泳がせていた。

　四角い顔に水滴を浮かべ、そわそわと足を動かしている。

「サ、サブ？　どうしたの？」

「え!?　い、いやあ、なんでもありまへんわ……」

「どういうこと？　待って、見せてあげる。モニタ貸してね」

　佐藤さんが立ち上がって、サラダに机の上の液晶モニタを配線する。

　サブはそれを見ながら、座ったまま器用にゆっくりとドアの方へ移動する。でも、立ちはだかったあきらに、がっちりと受け止められてしまった。

　モニタに、可愛らしいデスクトップの画面が映し出された。佐さ藤とうさんはインターネットブラウザを起動させると、ブックマークから、ホームページの場所を選択する。

　画面に、ホームページが表示された。

　それは、ネットアイドルのホームページだった。

　見慣れた顔がそこにあった。

　トップページに貼はられていたのは、メイド服を着た困惑した顔。

　その画像にかぶるように。

　ネットアイドル、まこと。

　と、瀟しよう洒しやなフォントで書かれていた。

　なんとそれは、ぼくのホームページだったのだ。

「え、ええーっ!?　こ、こんなの知らないよ！　うわあああああああ!!」

　ぼくは飛び上がってモニタにしがみついた。

　ぼくの自己紹介、ぼくの日記。震える手でマウスを動かすと、ぼくの写真がたくさん並んでいた。海であきらに海水パンツを脱がされた時の写真も、モザイクがかけられて展示されていた。女装のページは、別に展示室があった。

　頭が熱い。たぶんぼくの顔は、熟れたトマトよりも赤くなっていることだろう。

「な、なにこれええええええ!?　うわああああああああ!!」

「え？　だ、だって、私が見つけたのって、このホームページが先よ。ここのリンクで、安良城あらきさんがネットアイドルだって知ったんだもの」

「ええっ？　そ、それっていつ？」

「登校日の前かな。日記に、ＨＴＭＬでわからないところがある、って書いてあって。それなのに、あきらのホームページを作らされてるって。他にも、西にし島じま君がいかにあきらに苛いじめられているか、人権を無視してこき使われているか、克こく明めいに書かれていたわ」

「うう……。それで佐さ藤とうさんは勘違いしたんだ」

　ヒョードラ星人がぼくの名前を知っていた謎も、これで解決できる。彼らは、このホームページをよく見ていたのだろう。

　怖い顔をしたあきらが、無言でずるずるとサブを引きずりながら、机の前にやってきた。肩でぼくをどかすと、マウスを手に取った。

　恥ずかしくて、わけがわからなくて、ぼくはその場にしゃがみ込む。

「あ、掲示板にサトチンの書き込みがある」

　とどめの一撃。

　ぼくは、ガックリと肩を落として失神しそうになった。

「ていうか、書き込みに返答してるのって誰なのかなあ、サブ？　まことっぽい言葉遣いだけど。ねえ、サブ？　あなたなら知ってるでしょ？　サブ？」

「……え、ええと、ですな。なんというか、ですな……」

「サブしゃん！　おかしいと思ったんでしゅよ。だって、まことしゃんのレンタルサーバがいないんでしゅもの。オーナー守護モードだって、まことしゃんで発動しましたし」

　サブ？　サブが？

　サブがぼくに内緒でぼくのホームページを？　ぼくに成り代わって？　ま、まさか。

「白状なさい、サブ。今なら、やさしく折せつ檻かんしてあげるわよ」

「うわ……。折檻はされなきゃいかんわけですな」

「当たり前でしょ。それとも、拷ごう問もんがいい？　白状するまで、虐いじめ抜くわよ」

「うおわ。そ、それだけは勘弁願いたいですわ……。ええと」

　サブと目が合った。

　困った顔をしたサブが、ぼくの前で土下座して頭を下げる。

「申し訳ありませんっす！　初めてまことさんを見た時から、あ、こりゃいけるわ、って思ったんですわ。ネットアイドルには、まだ数は少ないっすけど美少年っつージャンルもありまして、そこに最適かな、と。いや、ほんまに申し訳ないですわ。予想以上にアクセスがありまして、引くに引けない状況になってしまいまして、そのう……」

　そういって、サブがちらりとぼくを見る。

　ぼくは怒ってなんかいなかった。思考能力は、とっくになくなっていた。ただ、唖あ然ぜんとしながらサブを見る。

「そういえば、女装もサブのアイディアよね？」

「あわわわわ。いやですがその、ネトア・ロイヤルの控え室には、確かに女性しか入れまへんし、チャンスをうかがって準備だけはしておったのですが、そのう……」

「反則でしゅよ！　アクセス数でパワーアップするレンタルサーバは、ネットアイドルをふたりも扱っちゃいけないはずでしゅ。サブしゃん、規約違反でしゅ！」

「あ、それは問題ないっすわ。規約には、一台にひとりまでの女性ネットアイドルを、ってことになってますんで。男性に関しては、ほとんどスルーなんですわ。まだあんまり数がいないっすからねえ。バトルロイヤルもないっすし。あっはっはっは」

「うぐう。ずるいでしゅね、規約の裏をかくだなんて」

「きゃあああああああああああ!!」

　突然、あきらが大声で悲鳴をあげた。

　隣近所にも届いてしまうくらいの声だったから、ぼくは一気に我を取り戻した。親やお姉ちゃんに聞こえたらどうしよう、と思って焦ったけど、みんな仕事でいなかった。

「ど、どうしたの、あきら!?」

「まこと――――！　あんた、よくも！」

　あきらはそう歯は軋ぎしりしながら叫ぶと、ベッドの上に飛び乗った。

　ボンデージとウェディングドレスを合体させた卑ひ猥わいな衣装で、見事に膨ふくらんだ胸を揺らしながら、ぼくを激しく睨にらむ。



    

  
    
      



    

  
    
      「もうあんたなんかにホームページの更新は頼まないわ！　これからは、あたしひとりでやるから！」

「な、なにいってるんだよ!?　日記に悪口でも書いてあったの？　それはぼくじゃなくて、サブが」

「ちっがーう！　まさか、こんなところにライバルがいただなんて。まさに獅し子し身しん中ちゆうの虫ね！」

「ええ？　な、なんのこと？」

「……驚いた。知らなかったんだ、西にし島じまくん。これ、見て」

　佐さ藤とうさんが、モニタを指差す。

　そこには、サブが作ったぼくのホームページの表紙画面だった。困った顔をしたメイド姿の自分の写真を、直視できない。

　佐藤さんの細い指は、その写真よりもずっと下にあった。

　数字が並んでいる。それは、このページの来訪者数をカウントする数字だ。

「……え？　こ、これって……。ええーっ！　嘘っ！」

「なによそのアクセス数！　七五六○万アクセスって、あたしのホームページと桁が全然違うじゃない！」

「そうよ。美少年サイトとしては、史上最高のサイトなの。知らなかったの？」

　ぼくは愕がく然ぜんとした。ぼくの知らないうちに、たいへんなことになっていた。

　サブを見ると、誇らしげな笑顔で、左手の指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させたヘンテコなポーズを取っていた。

　そうか。サブのあの強さは、このアクセス数が決め手だったのか。

「……あ、そうか。知らなかったんだ。西にし島じま君が作ったホームページじゃないんだものね。メールも出したのに、他人行儀な返信だったのは、そのせいだったんだ」

「い、いやあ、申し訳ないっすわ。どう返信していいのかわからなかったもんで、定形のものでごまかしてしまって」

「サブしゃん！　それは違法ではないでしゅか！」

「いやいやいや！　オーナーの代筆は認められておりますでしょう。レンタルサーバに任せっきりのネットアイドルもいるはずですわ」

「そ、そんなことはどうでもいいよ！　サブ、すぐにこのホームページ止めて！　消して！　なくしちゃって！　早くーっ！」

「え？　だめよ西島君！」

「そう、ダメよ、まこと！　逃げる気？」

「な、なにいってるんだよ！　これはぼくとは関係ないよ！」

「あるわよ！　軽く日記読んだけど、実際にあったことを書いてあったし。写真は、全部間違いなくまことの写真だし。ってことは、まこと自身がそのアクセス数を叩たたき出した、ってことじゃない！」

「ええーっ!?」

「私も、このホームページなくなって欲しくないな……」

「さ、佐さ藤とうさんまで！」

「いやあ、平和ですなー」

「全然平和じゃなああああああああい!!」
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「よう、まこと。もう大丈夫なのか？」

　教室に入ると、悟さとるが苦笑いで出迎えてくれた。

「うん、ありがとう。悟も怪我がなくてよかったね」

「……お蔭様でな。お前らに、助けられちまったな」

　夏休み明けの朝の教室は、独特の雰囲気だ。みんな、夏休みにあったことを楽しそうに報告し合っている。雰囲気の変わったひともいた。

　ぼくもそうだった。

　いや、ぼくの立場がいちばん変わっていた。

「あれってどうなるんだ？　不祥事みたいなもんだろ？　テロリストの乱入なんてさ」

　いつものようにぼくの机に腰を降ろして、悟がそういった。

「そうだね。ネット配信は中断してて、事件はおおやけにはされてないみたいだけど、しばらくバトルロイヤルは自粛するみたい。またいつか再開するだろうけどね」

「やっぱそうか。残念だな。でも、まだサブはいるんだろ？」

「うん。それは変わらない。あきらも、まだネットアイドル続けるみたい」

「そっか。で、お前も続けるんだろ？　新しい写真、なかなかよかったぜ」

　ケケケケと笑う悟さとるにそんなことをいわれても、もう動じなかった。

　ふと窓際を見ると、女子に囲まれた佐さ藤とうさんが、ぼくを見つけて優しく微ほほ笑えんでくれた。

　佐藤さんも、少し変わった。

　頭におおきな赤いリボンをつけて、スカートも短くなった。ネットアイドルになったことがばれて、たくさんの女子に囲まれるようになっていた。佐藤さんのファンは、女子が多いのだ。女子が作った囲いの外で、男子たちがちらちら見ている。

　ぼくの周りにも、休み時間のたびに女子がたまるようになったけど、あまり嬉しくない。人見知りのぼくには、どう対処していいわからない。

　もっと困るのが、頬ほおを染めた男子まで集まってきていることだ。これにはもう、どう反応していいのかさっぱりわからない。

　悟がマネージャーみたいな顔をして、偉そうに仕切ってくれたから助かるけれど、ひとりだったらきっとトイレにでも閉じこもって出てこなくなっていただろう。

　クラスメイトたちの、ぼくを見る目が、今までと完全に違う。

　過去は、消せない。もう、開き直るしかない。

　それが、ぼくの結論だった。

　今までだったら、間違いなく部屋に引き籠こもって毎日泣いて暮らしていただろう。

　でも、ぼくは変わったのだ。

　現実からは、逃げ出さない。運命には、逆らわない。なるようになるしかない。どうしようもない。

　ちょっと自じ暴ぼう自じ棄きになっている。

　あきらはすでに、登校日の時に自分のクラスで自分がネットアイドルだと明かしていたらしい。今日は、ぼくが最大のライバルだと、打倒宣言をしたようだ。

　担任の木き村むら先生も、宇宙人だった。放課後、自分がヴァンダイレ星人だということを教えてくれて、この日本で平和について勉強中だって話してくれた。

　宇宙人は、予想以上にこの地球にやってきていた。どうりで、サブを連れて街を歩いても、驚かれなかったわけだ。

　予想に反して、悟は宇宙人ではなかったけれども。

　世界が、少し違った感じに見えるようになった。



「ねえ、あきら。本当にネットアイドル続けるの？」

「うん。だって、サブがいなくなっちゃうの嫌でしょ」

　放課後の帰り道、自転車をゆっくりと走らせながら、あきらが振り返ってそういった。

「でも、あんたはあんまり頑張らないように。女装も禁止！」

「……やりたくてやったわけじゃないでしょ！　ぼくだって、もうやらないよ！」



　例年通り、今年の夏休みもあきらに振り回された。

　だけど、今年はいつもと違うことがふたつあった。

　ひとつは、夏が終わってもあきらの暴走は終わらなかった、ということ。

　もうひとつは、ぼくが少し変わった、ということ。

　あきらのために、勇気が出せた。

　蛮勇だったけれど、去年までのぼくだったら、絶対にできなかったことだ。

　いつまでも、護られているわけにはいかない。いつかきっと、大切なひとを護ることができる立派な男になりたい。そう思った。

　もしかしたら、あきらがそういう風にぼくを鍛えてくれてるのかも知れないけれど。



「ん？　なに？　まこと」

「なんでもないよ、あきら」



　夏は終わった。

　でも、この熱気はまだ終わらない。



    

  
    
      
あとがき





　みなさんはじめまして。新人の須す堂どう項こうと申します。

　まだ実感がありませんが、こうして賞をいただいて本になって書店に置かれるのかと思うと、なんだか不思議な気がします。夢が叶っただなんて、本当なんでしょうか。本当ですよね？　ちゃんと本出てますよね？

　……ええと、なにを書きましょうか。

　自己紹介？

　本職は、しがないＷｅｂプログラマーです。

　自宅では、猫と遊ぶのが仕事です。うちの猫は、かなりやんちゃなので大変です。寝かせてくれません。油断すると、買い置きのトイレットペーパーが紙吹雪と化します。

　小説を書くきっかけ？

　文章を書くのが好きで、話を考えるのも好きで、プログラムをコーディングしながらこの話を考えました。寒いサーバセンターで、こいつ勝手に動いてくれたら楽なのになあ、とか思ったのがきっかけかも知れません。

　いや、ほんと寒いですサーバセンター。で、やたら重いですＷｅｂサーバ。

　これからの抱負？

　いろいろなものを書いていきたいな、と思っております。

　ほんわかした設定に、ドカンと緊張感を与えるようなのが好きなんです。この話も、たぶんそうなっていると思います。ＳＦ、ファンタジー、ミステリ、学園もの、書きたいモノはたくさんあります。

　そうだ。感謝しなくちゃいけません。

　最初に担当編集者さまから電話をいただいて、嬉しさのあまり飛び上がったのが十二月。それから六回の改稿を経て、やっとこの作品ができあがりました。長かったです。ですが、満足のいく作品になったと思います。いろいろとアドバイスをいただきまして、担当編集者さま、編集長さまに大感謝します。この作品を選んでいただいた選考委員の方々にも、イラストの濱元さんにもモウレツに感謝します。

　そしてこの本を手に取ってくれたあなた。感謝至極であります。

　それでは、またお会いする機会がありましたら、是非ともよろしくお願いします。



二〇〇五年　五月　須堂項



    

  
    
      　著者

　須堂　項（すどう・こう）

　　１９７１年、西東京生まれ。第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞しデビュー。

　　ＩＴ業界でＷｅｂコンピュータと格闘しながらの執筆を決意。趣味は映画鑑賞とオンラインＲＰＧと猫と遊ぶこと。時間が足りません。



　イラスト

　濱元隆輔（はまもと・りゅうすけ）

　　イラストレーター、漫画家。女子と筋肉と愛猫の「関根」があればもうなにもいらない。

　　そんな引きこもり生活を続けています。

　　代表作「ＵＧ☆アルティメットガール」（メディアワークス）「ＬＲ少女探偵団」（芳文社）など。

　　公式ＨＰ：‥ryusukeworks HELLBOY

　　http://hellboy.web.infoseek.co.jp/



    

  
    
      彼女はミサイル
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